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　この感覚を名付けるとしたら簡単に「気持ちいい」と言ってしまっていいものか。

　眼をぎゅっと瞑り、男の体重を受け止めながら真田さなだ良志よしゆきは頭の隅でふと思った。

（流行り言葉だと「痛いた気持ちいい」、か……）

　こんなことを考える余裕があるのはだいぶ行為に慣れてきたからだ。いや、回数から言えばまだ片手で余るぐらいだが。

　潤滑剤を使い、たっぷり指で解されてからだと貫かれる瞬間もさほど痛くない。

（動き出してからのほうが痛いんだ）

　初めて男のモノを後ろに受け入れたときはかなり驚いたが、この部分で強い快感が得られることを知ってからは病みつきといってもいいかも知れない。

　狭い部分に侵入してきた太くて硬いものは、奥まで潜り込むと動きをいったん止める。

「く……っ」

　漏れそうになった声を慌てて呑み込み、真田は腹式呼吸を繰り返す。それでも圧迫感は去らない。

「真田君、いつものことながら君の締まり具合は最高だよ」

　低い声で囁かれ、真田はかっと頬を紅潮させる。

　思わず眼を開けて真上にある男の顔を睨んだ。

「よ、余計なことを言うなっ」

　男のくっきりと描いたような細い眉がぴくりと踊る。吊り上がったような切れ長が舐めるように真田を見る。

「ふうむ……」

　男の口元が綻んだので、真田はもっと頬が熱くなった。

「な、なにが可笑しい！」

　男は今度は目尻を下げた。唇の両端は反対に持ち上がっている。

「いやー、君は本当に可愛い。まさに仔猫ちゃんだよ」

　なんだって、と言い返そうとした瞬間。男が動き始めた。鈍い痛みが襲ってきて真田は再びぎゅっと眼を瞑る。杭の先端が粘膜を抉るたびに痛みがあそこを走り抜ける。それでも痛みの波状攻撃の向こう側には確かな快感が潜んでいて、その蕾のような感覚はだんだんと育っていく。育っていく……。

　やがて深いところから大きなうねりがやってくる。うねりが何度も身体を突き上げる。真田は男の首にしがみつき、うねりをなんとかやり過ごす。それでも中芯には熱いものが渦を巻き、外へ出て行きたがっている。

（あ、あそ、こ……を……あそこを……）

　口に出してもいないのに、真田の考えを読み取ったかのように大きな掌が育った欲望を包み込んだ。激しく扱かれ、あっけなくそのまま頂へと登りつめる。

「ああっ、くっ、ああああっ」

　叫びとともに白い液を放出する。同時に内部を抉られ、下腹が破裂しそうになる。

「いいいっ、いいっ」

　無意識のうちに叫ぶ。頭の中が真っ白になっていく……。

　収斂する内部で杭がどくんどくんと脈打ったのを感じた。

　男の肉体が覆い被さってくる。体重を受け止め、自分も弛緩した。

　やがて早鐘のように打っていた心臓の鼓動がゆっくりになっていく。

　ふう、と耳元で息が上がる。

「真田君、とてもよかったよ」

　上に乗っていた重石が退き、真田は大きく息を付いた。汗とコロンの混じった爽やかな香りを深々と吸い込む。

　すると濡れたような艶っぽい瞳がこちらに向けられる。

「重かったかい？」

「別に」

　くすりと笑い声が上がって、真田は分厚い胸に抱き取られた。

「可愛いなあ、君は。頑固なところがまたいい。惚れた弱みだなあ」

　うるさい、と言い返そうとしたがどうせまたからかわれるのがオチだとやめる。そのまま胸に頬をつけ、身体を預けた。

（くそ……）

　なんでこの男とのセックスはこんな気持ちがいいんだろう。だいたいなんでペニスを扱いて欲しい、と思ってることが解るんだ？

　いつだって（といってもまだそんなにやってないが）そうだ。こっちから言った試しはないのに……。絶妙のタイミングで扱かれて、あっと言う間に達いってしまう。

　でもこいつにはお見通しなんだろう。

（だって自称名探偵だからな）

　いや、実際、こいつの推理のおかげで真犯人をスピード逮捕できた。悔しいが卓抜したその推理力は認めざるを得ない。そして自分がこの男に惹かれているのも。

　くそ、と再び心の中で罵りながら真田は男の顔を見上げる。

　天満てんま英資えいすけ、明治の初期から代々続く天満クリニックの院長。そして真田が配属されている東京は下町を所轄とする大川署の警察医でもあり、地元の名士にして私立名門Ｋ大出身のエリート、署長すらも一目置く存在。

　だからといって、一介の刑事である真田が権力者のセクハラを受けているわけではない。真田は望んで彼のマンションに抱かれに来ているのだ。もちろんお誘いを受けてのことではあるが、真田が断るはずはないと天満は見抜いている。それがまたしゃくにさわる。

（なんでも言う通りになると思っているんだ、こいつは……まるで正志まさゆき兄みたいに……）

　兄の名が浮かんで真田はぎくりとする。

（冗談じゃない！　大嫌いな正志兄のことをなんで思い出すんだよっ）

　さらに険悪な眼になった。するとくすくす、という笑い声が降ってくる。

「なんでそんな怖い顔をして僕を見てるんだい？　ひょっとして『いい』なんて叫んじゃったことが恥ずかしいのかなあ？」

「いい、なんて言ってない！」

　頬が熱くなって言い返すと、天満の肩が大きく揺れ始めた。掌で口を覆っている。

　ひとしきり笑うと、天満は真田の背を優しく撫で始めた。

「いいから少し休みなさい。それとももう帰るなんてつれないことは言わないよね？」

　どっちにしろすぐには腰が立たない。

　真田は諦めて肩の力を抜いた。それでも今の状況に納得のいかないものがある。

　女の子とセックスして、終ったあと女の子を優しく胸に抱く、てのは普通に「あり」だと思う。

　男とのセックスは……もうやってしまっているのだから「なし」、とは言えない。それにペニスに貫かれるのは実際気持ちいいからまあ許す。けれどことが終ってまるで女の子のように抱かれて眠るのは……。

（それってどうよ？）

　真田自身、剣道で鍛えた筋肉質の身体だが、天満は真田よりも一回りも胸板が厚い。上背も１７０㎝の真田より頭一つも大きい。だからこうやって寝ているとまさに「抱かれて寝る」といった表現が相応しい。

（でも……）

　困ったことにそれがきらいではない、ということに気づいていた。さらに背中をさする手も気持ちいい。

（うう……どうなってるんだ、俺は）

　とりあえず今は眠い。

（ちょっとだけ……寝よう）

　暖かな体温を感じながら真田は眼を閉じた。







「こうやって寝ているところはなんというか天使のようなんだがなあ……」

　自分の腕枕で眠っている真田の顔を天満は覗き込む。明るい色の髪が額に落ち、きりっと太い眉を隠している。背中を撫でていた手を前に回し、髪の毛を掻き上げてやる。

「起きているときは頑固で一筋縄ではいかないんだよな……まあ、そこが気に入ったとも言えるんだが」

　くりっとした気の強そうな眼も、少しばかり角張った顎もなかなか男らしい面構えだ。唯一、ふっくらとした桜色の唇が女性のような柔らかさと色気を風貌に与えている。このアンバランスが絶妙で、捜査の過程で訪れたゲイ専門のハッテンバではお誘いの声が引きも切らなかった。これには天満もかなり驚いたものだ。

　柔らかな頬を細く長い指で触れてみる。そこからすーっと唇へ指を滑らせた。眠っている真田は気持ちよさそうにクイと顔を天満の胸に押しつけた。

「やれやれ、起きているときももう少し僕に懐いてくれないものかねえ……」

　顔を寄せ、耳元で「真田君」と呼んでみる。

「真田君……良志よしゆき」

……………

　真田は夢を見ていた。

　馴染みのある夢だ。警察学校に入学してからはとんと見なくなったが、実家で気詰まりな生活を送っていた頃はよく見たものだ。

　いつものように真田は父親の前で正志兄と比べられている。父の小言は決まっている。

「お前はどうしてそう頑固なんだ。なぜわざと違う道を選ぶのだ。お前のせいで私も母さんも、それどころか正志兄さんも肩身の狭い思いをしている」

　悪かったな、と真田は思う。

（国立やＫ大を受験しなかったのは頭が悪いからで、別にわざとじゃない）

　でも言い返しても無駄だから言わない。

　そんなことを父がことあるごとに言うようになったのはいつからだったろう……。

　五歳上の兄がＫ大附属中学にみごと受かってからではないだろうか……。

　それまでもなにかにつけ、「いい学校に入れ」とは言っていたが……。

「いい大学を出て、いい会社に入る。そうしないと人生は負けなんだ。お父さんは一流大学を出ていないばかりに、会社では馬鹿にされている」

　重役のポストにあっても、それが母の親族の会社である以上、父の学歴コンプレックスは余計刺激されるらしい。

「良志、良志」

　耳元で呼ばれ、真田は眼を擦る。玉砂利を踏んで声を頼りに探す。

　大きな灯籠のそばで正志兄が笑いながら左手のグラブにボールを叩きつけている。

「上手く取れよ？」

　広い庭で二人はキャッチボールをしていた。

　正志の投げた球は大きな弧を描く。うんと背伸びをしても小学校に入ったばかりの真田には届かない。丸く刈り込まれたつつじの植え込みを越え、錦鯉の泳ぐ池にぽちゃんと落ちた。

「兄ちゃん、取れるように投げてよ！」

　泣きべそをかく真田の頭を正志がぐりぐりと撫でる。

「すぐ泣くんじゃないよ、良志」

　兄の手は大きくて温かい。そして気持ちいい……。

「お父さん、僕が良志のぶんまで勉強しますよ。あいつは見込みがないから」

（見込みがない？）

　書斎から父と兄の声が聞こえたとき、その冷たい口調に思わず足を止めた。

「そうだな、正志の言う通りだ。お前は頼りになる。お前だけだよ、私の期待に応えてくれるのは……」

（なんでそんなことを……）

　Ｋ大附属中学の制服を着た兄は誇らしげだった。

　兄が変わったのはあれからなのだろうか……。

　いや、そんなはずはない……。兄までが父と同じエリート志向だったなんて……そんなのあんまりじゃないか……。

「良志、良志」

　ほら、今だってこんな優しい声で……温かな手は相変わらず気持ち良くて……。気持ちいい……。

　眼を閉じたまま真田は唇を動かす。

「正志？」

「腕枕をさせてやっている子に違う名を呼ばれたのは今まで生きてきて初めてだなあ」

　皮肉混じりの声に真田は眼を開けた。

「うわっ」

　至近距離に眉間に皺を寄せた天満の顔がある。

「つれないねえ、君は」

　大げさに溜め息をつくと天満は身体を離した。枕に肘を付き、拳で顎を支えると真田をじっと見る。

　怒っているのだと真田は頬を紅潮させた。「すみません」と慌てて言う。

「真面目に謝らなくてもいいよ、君い」

　天満は呆れ顔になると、ベッドから降り、傍のオットマンに置いてあったバスローブを羽織った。

　広いベッドルームは和モダンというコンセプトで、天井も壁紙もベージュの和紙を加工したものだ。イサム・ノグチデザインのスタンドライトも和紙を通した柔らかな光を辺りに投げかけている。床はフローリングだがテラスとの仕切は障子になっている。

　天満はサイドボードからブランデーを取りだし、バカラのグラスになみなみと注いだ。真田を振り返って「何か飲むかね」と尋ねる。

「水」

　天満は首を振り振り、ベッドルームから出ていく。やがてタンブラーを手に戻ってくると、「起きられるかね？」とベッド脇に立って真田を見下ろした。

「それとも口移しで飲ませてあげようか」

「結構です」

　軋む身体をベッドから起こすと、真田は剣道場でいつもやるように結跏趺坐をかいて天満に手を伸ばした。

　タンブラーを受け取って冷たいエビアンを飲み干すと、天満が立ったまま、嬉しそうな顔をしていることに気づいた。

「……なんですか」

　むっとして口を尖らせる。

　天満はグラスを片手に肩を震わせ始めた。

「いやー、眼福、眼福。若い子は元気だねー」

　はっと気づいて真田は上掛けを手繰り寄せる。頬を紅潮させて元気を取り戻している下腹を隠した。

　くっくっ、と天満は顔を掌で覆って笑い続ける。

（この反応が素直でいいんだなあ……考えていることが顔に出る刑事ってなんて可愛いんだろう）

　ひとしきり笑うと、自分を睨みつけている真田に視線を戻した。

「ところで次の逢瀬はいつになるのかな？　多分、この週末は会えないだろうねえ。なんといっても大川署を上げての重大任務だからね？」

　皮肉混じりの声に「それは嫌味ですか」ときっと顔を上げる。

「おお、もちろん違うとも。そんなことを僕が言うわけはないだろう？」

　おどけて片目を瞑る天満にぶすっとして真田はうなずいた。

「次の非番は？　月曜日かな？」

　本来なら四日に一度の非番だが、夏休みを取る署員の埋め合わせで今週はもうない。天満の指摘はまたも当たっていて、真田は渋々うなずく。

（こいつは署員の勤務表を調べているのか？）

　すると天満はまた片目を瞑った。

「勤務表を調べている、なんてしてないよ？　大学病院にいた頃も、八月は他の医局員の穴埋めで忙しかったんだ。大川署もそうだろうと思ってのことさ」

　考えていることを言い当てられるのには慣れてきた。

「じゃあ、どうだい、暇なら一日僕に付き合わないかい？」

　なんの予定も入っていなかった。だがすぐに承知するのもなんとなく癪にさわる。

（まるでほかになにもすることがないみたいなじゃいか）

　実際暇なのだが、真田は「考えておきます」と答える。

「やれやれ、つれないねえ……」

　天満はグラスをサイドテーブルに置くと、ベッドに腰を下ろした。そして真田の肩に手を掛ける。

「じゃあ今夜は泊まっていきなさい、ね？」

　いいえ、と真田は天満の手を振り払った。

「自分は寮に戻ります」

　おやおや、と天満は大きく腕を広げる。

「真面目だねえ、さすが警察官職務執行法君だ。そうだよね、いつなんどき同報スピーカから呼び出しがかかるかもしれないしね」

　東京は下町、隅田川近くの大川おおかわ署はまれに見る犯罪の少ない所轄だった。不祥事を起こした真田がなぜ大川署に配属になったかと言えば、その剣道の腕を買われてのことだ。大川の剣道部は暇を有意義に使って常に全国大会でも上位を占めている。

　確かに当直の夜、事件らしい事件は起こった試しがなく、同報スピーカからはなんの呼び出しもない。だが部外者からそう指摘されると抵抗がある。むっとして真田は天満を睨む。

「それは嫌味ですか」

「とんでもない、心底そう思っているよ。男は職務が大事だからね。どうも僕は信用がないなあ。恋人失格だな」

（こ、恋人……）

　真田は頬を引きつらせる。実際セックスまでしているのだからその通りなのだが、はっきりと言われると妙に緊張する。固まっているとふいに天満が顔を近づけてくる。

「な、なんだよ！」

　思わず天満の顔を手で遮り腰を引いた。

「つれない恋人だねえ、キスぐらいさせてくれよ？　それとももう事が終ればさよならかい？」

「そんなつもりは……」

「じゃあいいだろう？」

　キスを拒むつもりはなかった。

（というか……するならすると言ってくれよ）

　顔の前にかざしていた掌を除けると、真田は唇をへの字にして天満を見上げる。

　くっくっと天満は笑い出した。

「ふうむ、君の表情は本当にくるくる変わって可愛いねえ。それに考えが素直に出る」

「な、なんだよ！　俺が何を考えてるって？」

　天満は笑いながら再び顔を近づける。

「今、キスするなら前もってそう言ってくれ、と思ったんだろう？」

「えっ」

　なんで解るんだ、と言おうとした瞬間、唇を重ねられる。すぐに舌が入ってきた。

（ああ……）

　柔らかな舌の動きに身体の力が抜けていく。

（なんでこいつはこんなにキスが上手いんだよ……）

　いや、キスだけじゃないけど。そう、セックスもすごく上手い……というか、他の男とやったことがないから比較できないけれど、多分上手いんだろう。生まれて二十七年目に初めて知った。後ろをペニスで捏ねられるとあんなに気持ちがいいなんて……。

　熱が集まってきて、真田は自分から下腹を擦りつけてしまう。大きな掌があそこを包み込み、真田は喘いだ。天満の掌の中であそこと一緒に後ろまでもがどくんどくんと大きく脈を打ち始める。

「あっ、く……」

　眼を閉じて真田は天満にしがみついた。

「泊まっていくと言いなさい、ね？」

　低い声で囁かれ、もう少しでうなずくところだった。はっと真田は気を取り直し、天満の胸を押しやる。

　ぐいと拳で口を拭うと天満を睨みつけた。

「からかったんだな！」

「とんでもない、君の身体に訊いてみただけだよ。君だって泊まっていきたいんだろう？」

　確かにその通りだが、真田はぱっとベッドから立上がった。

「本官は帰寮いたします」

　一人残されて、天満はやれやれとベッドに戻った。枕をクッション代わりに上体を起こしたまま、グラスを傾ける。立った今、上気した顔で出ていった恋人のことを頭に思い浮かべる。

（いかんなあ、僕は。また誤解をさせたようだ）

　でも心の動きがすぐ顔に出るのが可愛くて、ついからかってしまうのだ。するとこちらの言葉にいちいちまた反応するのが可愛くて……。

　思い当って天満は大きく溜め息をついた。

「そうか、あの子は頑固だけれど素直なんだな……素直じゃないのは僕のほうなんだ」

　そう、照れくささを隠すためにお茶らけたり、ずっと朝まで一緒にいたいのに自分から頼めなくてわざと「身体に訊いた」なんて言ったり。

「今まで恋が成就しなかったのはそのせいなのになあ……反省が足りないなあ」







　立秋を過ぎたがまだまだ熱帯夜が続いている。それでも夏の盛りよりは少しばかり夜風に秋が感じられる。植え込みからはリーリーと虫の鳴き声も聞こえ、秋はもうじきだと告げている。

　半袖のカッターシャツにチノパンという私服の真田は、熱気を孕んだアスファルトの道を歩きながら夜空を仰いだ。

　下弦の月が東の空から昇ってきたところで、隅田川の上を通る首都高の高架が白く光って見える。

「くそ……」

　悪態を付く相手は自分自身だった。

「なんでいつもこうなるんだ……」

　熱くなった頭を冷やそうと、天満の部屋を出てからまっすぐ帰るのをやめ、ふらふらと夜の街を彷徨さまよっているのだった。護岸壁の階段を登り、隅田川沿いの遊歩道へと降りる。

　昼間は釣り糸を垂れる人や犬を連れて散歩する人の姿がそこここに見られるが、さすがにこの時間は誰もいない。真田は鉄製の手摺りに近づき、ゆったりと流れる川を見た。

　初めて遇った夜、この遊歩道を二人で歩いた。あのときの印象は一言で言うと「呆れた」だった。見た目は落ち着いた紳士なのに、言うことはちゃらんぽらん、人を食ったような態度。「とんでもない奴」と思った……。

「今でもそう思ってるのかも……」

　天満が苦手だ。

　セックスをする仲になっているというのに。

　傍にいるとなんだか落ち着かない。何か言われるとひどく動揺する。言われる言葉の一つ一つが気になって……だからいつも喧嘩腰のような態度を取ってしまうのだ。それに天満が自分のことをどう思っているのか不安だ。

（不安？）

　そう、不安なのだ……。好きだとしょっちゅう言われるけれど、本当なんだろうか？　

　あの人をからかうような口調で言われてはとても本当とは思えない。それでつい、反抗的態度を取ってしまう。

　たとえ本当でもこんな調子で意地を張り続けていたら嫌われるかもしれない……。

「な、なんだよ、それ！」

　心に浮かんだ今までにない感情に慌てて真田は異議を唱える。

　それじゃあまるで俺が天満に嫌われたくないと思ってるみたいじゃないか！

（ていうか、どうなんだ？）

　嫌われて困ることはあるのだろうか？　と自問する。

　あっちは警察医だけれど、嫌われたからといって職場での付き合いに齟齬を来たすことはない。

（ひょっとしてセックスを誘われなくなるのが困るのか？）

　それは違う、と真田は否定する。

　特定の恋人がいなくては困る、というほど餓えてはいない。

（だいたい向こうが「お願いします」と頼んだから、セックスしてやったんだ！）

　それもちょっと違うかな、と真田はまた否定する。別にお願いされたからいやいや応じたわけじゃない。

（あのときは俺もしたかったし……というか……）

　自分がゲイなのかどうか迷い、精神的に追いつめられて「男とできるかどうか試したい」とは思った。天満と是非したい、と思ったわけではない。

　結果として天満とやることにはなったのだが。

（そりゃああいつとのセックスは気持ちいいし、あいつのことは嫌いじゃない……。いや、好きだ……）

　自分の性格上、好きでもない奴とあんなセックスはできない。それは確かだ。

（あんなセックス？）

　そう、後ろにペニスを入れられ、男の首にしがみついて嬌声を上げる、なんてセックス。

　自分から腰を振って、「いい」なんて叫んでしまうセックス。

（うわっ）

　先ほどの行為が思い出され、真田はまっ赤になった。

（だからといって、嫌われたくない、だって？　そんなこと、この俺が思うわけないだろう）

　ぎゅっと手摺りを掴んで川面へと身を乗り出した。暖かな風が頬をねぶっていく。

（冗談じゃない、あいつのことは好きだけど、別に惚れてるわけじゃないんだ）

　真田は頬が熱くなったのを感じ、息を呑む。

（惚れる、だって？　バカ言うなよ、なんで俺が！）

　だいたいなんであいつのことで悩まなくちゃいけないんだ？

（悩む？　この俺がか？）

　ぐっと腹に力を込め、誰もいない空を睨んだ。

（悩んでなんか！）

　ちょうど雲の切れ間から顔を出した半月に向かって真田はぶんぶんと首を振った。

　悩んでなんかいない。ただ、言われたことがひどく気になるだけで……。

　そう、言われた言葉の一つ一つが気になるのだ……。それで不安に……。

「やめ、やめーっ！」

　思考の堂々巡りに真田は自分の頭を拳骨でぽかりと叩く。

　腕を広げると何度か深呼吸した。

「悩むのはやめだ！　俺は体育会系なんだ、ぐちゃぐちゃ考えるのは性に合わない！」

　決心すると全速力で遊歩道を走り出す。天満のことを考えるのはやめて、と心の中で付け足して。

「明日も朝練だ！　早く寮に帰って寝よう！」

　真田良志、大川署刑事課強行犯係巡査部長二十七歳。自分の心をかき乱しているものが恋の悩みであると気づいていないのだった。



　　　　　　　　　　２




　夏休みももう半ばを過ぎ、ちびっこ剣士たちの顔は日焼けで真っ黒だ。

　ここ、大川署の四階にある武道場には朝から元気な声が響いている。大川署剣道部が地域活動の一つとしてやっている子供たち相手の剣道指南で、もちろん真田も指導にたずさわっていた。

　四月から参加を始めた子供ももう一人前の剣士の顔になって、竹刀の素振りに励んでいる。

　大川署の剣道部は無事に区の代表となり、このところ猛稽古も棚上げになっている。８月末からは再び特訓が始まるが、それまでは子供たちとの穏やかな朝だ。

　そうは言っても剣道仲間の地域課所属福本ふくもと巡査長や、交通課の三宅みやけ桃子ももこ巡査長はいつにも増して気合いが入っている。

「さあっ、打ち込み一人十本よ！　真田君、頼むわ！」

　モモコ巡査長は大川署十年のベテランだ。剣道初段だけでなく柔道三段という猛者もさで、大川署の顔と言っていい。夫は機動隊員で二人の子持ちでもあり、剣道部の肝っ玉母さんだ。

「押忍おすっ」

　防具をつけ、真田は青眼に構えて畳の中央に立つ。

「メーン、コテー、ドウーッ」

　黄色い声と共にチビッコたちが一人ずつ打ち込む。

　打ち込みが終ってもこれで朝練が終了したわけではない。

「さあー、じゃあ防具を取って！」

　元気な声と共に面を外し、ポニーテールに結わえたゴムを解いて髪をさらりと振ったのは少年課の塩野しおの愛あい巡査長だ。こちらは二十三歳と若く、色白の美人で「綺麗なお姉さん」とチビッコたちから慕われている。

「今日は永代橋えいたいばしまでよ！」

「うわー、アイちゃん、私はパス。真田君、お願い」

　モモコ巡査長に命じられ、真田は剣道着からジャージに着替えて塩野巡査と子供たちの後に続く。どやどやと階段を降りると、署の玄関から外へ出た。

　これから濱町はまちょう公園を抜けて遊歩道伝いに永代橋までのランニングなのだ。事故に遭わないように先頭としんがりを必ず署員が務めるようになっている。距離は短いのできつくはないが、腕白盛りの子供たちのこと、なかなか気を遣う。

（ちょうどいい、身体をうんと動かせばつまらんことは考えないだろう）

　考えながら真田はしんがりを務める。子供たちの年齢は下は小学三年生から上は中学三年生だ。当然のこと、ペースに開きがあって、やがて真田は年少組を取りまとめて走ることになった。

　まだ朝が早く、交通量は少ないが、真田は車道側を先頭からしんがりまで行ったり来たりしながら併走する。そのうち五年生のカツヤという少年が「ようサナダ」とため口で話しかけてきた。むっとしたがカツヤのほうは当然といった表情だ。小学校一年のときから大川署で剣道を習っているので、本人の認識では真田より古参なのだった。

「なあ、あんたさあ、独身？」

　どういう質問かと思わず顔を覗き込む。

「独身かよ」

「ああ、そうだけど」

　カツヤは「だったら」と言葉を繋ぐ。

「アイちゃんに手を出すなよ」

「はあ？」

　カツヤは勝ち気そうな切れ長の眼で真田を睨む。

「あと六年経ったら、オレが結婚を申し込むんだからな」

　わかったわかった、と真田はペースを落として再びしんがりに戻った。

　濱町公園は隅田川に面していて、敷地内には区立の立派な体育館や本格的な野球グラウンドがある。公園に到着すると、塩田巡査長と中坊組は体育館の裏にある水飲み場の傍で一息入れているところだった。

「永大橋は中止。練習が延びちゃったから、あっちまで行ってると塾に間に合わない子がいるから」と塩田が言う。

「確かに福本さんも三宅さんも気合い、入ってたからね」

　そうそう、と塩田はうなずく。

「なんと言っても最終日だもんね」

　今日は夏祭りの最終日、天満が言っていたのはこのことだった。凶悪事件のない所轄では、祭りの警護は一大イベントなのだ。福本は地域課、三宅は生活安全課だから、任務の要である。張り切るのも無理はない。

「真田君は初めてだから知らないでしょうけど、特に今夜は『瀬戸物市』っていって、たくさん出店が並ぶのよ」

「せとものいち？」

「そう、日本中から来るの。清水や有田なんかの和食器だけじゃなく、洋食器もあるし。壺とか大皿とかけっこう高価な物も売られるからね。置き引きや掏摸すりには特に気を付けなくちゃ」

　そうだったのか、と初めて真田は納得した。たかが夏祭り、と思っていたのだ。

「それで署を上げての、なんだね」

　そうよ、と塩田巡査はまたうなずく。

「掘り出し物があるから、お客さんもこの辺りだけじゃなく、遠くからも来るし」

（掘り出し物か……）

　真田はふと紅茶好きの母・久美子くみこの顔を思い浮かべる。

　久美子は紅茶の種類に合わせてカップを選ぶのが趣味だ。

　芳醇なアッサムにはロイヤルミントン、気品のあるアールグレイにはウェッジウッド。中国の銘茶キーマンティーには中国風味シノワズリたっぷりのマイセンを、など。

　小さい頃から一緒に紅茶を飲むごとに、カップや紅茶葉の由来を聞かされたものだった。

　真田の実家は成城だから遠くないのだが、一年以上も帰っていない。もちろん父や兄に会うのが嫌だからだ。

（でも……）

　母親だけは真田の味方だった。久美子はふんわりとしたお嬢様で、争いごとを好まない。真田が警官になると言ったときには心配したが、「弱い人を助けるなんてとってもかっこいいわ」と最終的には賛成したのだ。

（今すぐ帰る気はないけど、お土産用にティーカップで綺麗なのでも探してみるか）

　洋食器もあるといっていたっけ……。

「ねえ、塩田君」と尋ねた瞬間、さきほどのカツヤが怖い顔で二人の間に割って入った。

「よう、サナダ、あんまり馴れ馴れしく呼ぶなよ、さっき言ったことが耳に入ってなかったのかよ」

（なんだ、このクソガキは）

　むっとした真田が言い返そうとした瞬間、塩田巡査長が柔らかい声で「カッちゃん、目上の人にはちゃんと『さん』をつけるのよ」とたしなめる。カツヤは見る間にふにゃふにゃの表情になった。

「はい、塩田さん」

（こんなちびでも男って奴は……）

　自分も男の一員なのだが、真田はやれやれと首を振って塩田の傍を離れた。

　すると体育館の入り口からわいわいと体育着の子供たちが出てくるのが見えた。エントランス正面の階段を元気よく走り降りてくる。年齢は小学生といったところだ。一番あとから先生らしいジャージ姿の若い男性が出てきた。その隣にやはりジャージを着た中背の男がいる。腹が少しばかり出ていて、中年体型だ。四角い顔を斜に向け、ちょっと怒り肩のその男は……。

「ショーさん！」

　驚いて真田は大声を上げてしまった。

　仕事をさぼることに情熱を燃やしている強行犯係の相棒・萩原はぎわら正造しょうぞう警部補ではないか。

　それがなぜこんな朝早く？　と真田は思わず両の拳で眼を擦った。

　ジャージ姿の萩原はひょいと片手を挙げる。

「おう、真田。剣道部の朝練か！」

「ショーさんは？」

　子供たちは蜘蛛の子を散らすように四方八方へと走っていく。

「じゃーね、先生！」

「また明日ねー」

　口々に叫び、萩原は「おう」と今度は子供たちに片手を挙げた。ゆっくりと階段を降りると真田のほうへとやってくる。

　すると散らばっていった子供たちの中から顔がそっくりの少年二人が、萩原のもとへ駆け戻った。おかっぱ頭で、手足は長く細い。きょろりとした大きな眼で、口も大きい。

「明日は魔球Ｘサーブ、教えてねー」

「絶対だよー！」

「や・く・そ・く！」

　最後の言葉が完璧にハモった二人の頭を萩原はぐりぐりと両手で撫でる。

「わかった、わかった」

　双子はきゃっきゃっと笑いながら仲間のもとへ戻っていった。

　唖然としている真田に「可愛いだろ」とやにさがる。

「可愛い……って？」

「あいつらだよ、『リク』に『カイ』。双子なんだけどね」

「見ればわかりますよ」

　それより、と真田は萩原を覗き込んだ。

「何をしてたんですか？」

「リハビリだよ、リハビリ。仕事前に卓球を教えてんのさ」

　子供たちは近くの濱町小学校卓球部の部員なのだった。

「夏休みだからな、先生だけじゃ大変だって、俺が手伝ってるってわけだ」

「ええっ、ショーさん、卓球なんてできるんですか？」

　じろりと萩原は真田を睨んだ。

「俺は高校んとき、インターハイに出たんだぞ？　まー仕事も忙しかったし、身体も壊しちゃったから、ここんとこ十年以上はやってなかったんだが。天満先生が体力回復にと薦めてくれてな」

　天満の名にぴくりと反応すると、萩原が「おいおい」と肩を竦めた。

「なんだよ、それ。天敵みたいに身構えて。天満先生とは上手く行ってるんだろう？　それとも痴話喧嘩か？」

　萩原は大川署ではただ一人、天満と真田の仲を知っている。それにしても、と真田は頬を紅潮させて萩原を睨んだ。

「ショーさん、それ以上言わないでください。個人情報保護法に違反します」

　その言葉に萩原は眼を剥いた。

「はいはい。けどなあ、真田、なんでも真面目に取りすぎるなよ？」

「ショーさんは不真面目すぎます」

　ぷいと顔を背けると、真田は胸の中にわだかまりを残したまま、塩田巡査長達のもとへと歩く。

（ガキのお守りばっかりして、俺たちはボーイスカウトか！　ＰＴＡか！）

　今まで配属された東池袋署や大久保署は事件の多いショカツだった。暇なショカツを馬鹿にしているわけではないが……。

　それにしてもやりがいのある仕事がしたい。

　なんてこった、と心の中で愚痴りながら戻ると、塩田巡査長は何人かの中学生と話し込んでいるところだった。

「ふうん……横網よこあみ中学の連中ね、その『ケラチョ狩り』をやっているって」

　真田より上背のある、スポーツ刈りの少年がうなずく。

「まあね、オレのスケが横網中なんだけどさ。こないだ夜、二人でカラオケボックスに行ったとき、訊いてみたんだ」

　ぴくりと真田は反応する。

「君、まだ中学生だろう、未成年者だけのカラオケボックスは都の青少年育成条例で……」

　すると塩田巡査長がじろりと睨んだ。黙ってろ、ということなのだろうと仕方なく真田は引き下がる。

（少年課だろうが！　いいのか、注意しなくて！）

　真田の疑念の視線をいっこう気にせず、塩田巡査は引き続きさりげなく職務質問ショクシツをかけ続ける。

「で、その子が教えてくれたの？　グループのことは？　名前は？」

　少年は何人かの名前を挙げる。

「けどよ、そーとーワルって言ってたぜ？　停学、食らってるって」

「あたしに名前、ばらしちゃってその子、大丈夫なの？」

　ちょっと塩田は心配そうな顔になる。

「でーじょぶだって」

「いざってときはあんた、守ってやんなよ？　あ、言うだけ野暮か」

「まーな」と少年は照れた表情で刈り込んだ頭を掻いた。

　脇に立っているこちらは眼鏡を掛けた優等生風の少年が「こないだの話だけどさ、ハッパなんかは最近はケータイサイトで注文取ってるんだ」と口を挟む。

「センター街とか行かなくても手に入るんだって」

「ふうん、そのサイト、教えて？」

「オレは知らないけど、今度、知ってる奴から聞き出してやるよ」

「ありがとう！　情報収集、また宜しく頼むわね！」

　塩野巡査の輝くような笑顔に中学生たちは張り切って敬礼をする。

　見ていた真田はカラオケボックスや怪しいサイトなどいささか腑に落ちない部分もあったが「へえ」と思った。塩野巡査は手帳をジャージのポケットにしまうと、真田を振り返る。

「さ、真田君、帰るわよ！」








「しかし、夜に中学生の男女二人でカラオケボックスというのは……それを情報と引替えのように不純異性交遊を見逃すようなことは納得できません」

「また古いな、真田、『不純異性交遊』なんて死語だぞ、死語。しかしな、少年課は不良少年をしょっ引くのが仕事じゃない。できればしょっ引かないで見守るってのも仕事だと俺は思うよ」

「大事の前の小事、ですか」

「まーなー」

　のんびりとした萩原の声に数歩前を歩いていた真田は憮然ぶぜんとした表情で振り返った。

　とっぷりと日は暮れたが、電柱に張り巡らされた提灯には灯が入り、夜風に揺れている。歩道にずらりと並んだ夜店にも明るい灯がともり、辺りは昼間のように明るい。

　二人は祭りの人混みをパトロールしている最中だった。

「ま、確かに性悪なガキもいるが、性悪な大人のほうがずっと数は多いしね。だいたいは大人のまねをして悪さを覚えるんだからね」

　以前、聞き込み調査地　　取　　りで訪れた雀荘で同じようなことを天満に説教された、と真田は顔をしかめる。

「あ、いや実はこれ、天満先生の受け売りなんだけどね」

　やっぱり、と真田は口を尖らせた。

「ショーさんの教祖ですか、あいつは」

「あいつ呼ばわりか、やれやれ。ほんと、お前ははねっかえりだなあ。肩の力を抜けや、せっかくの夏祭りだぞ？」

　大通りから四つ角を曲り、商店街の前を通って行くと、やがてグリーンベルトに突き当たる。以前はどぶ川だったのが暗渠あんきょになり、その上が綺麗な公園に生まれ変わったのだと聞いている。

　こちらにもたくさんの店が出ていて、萩原は「こっちを歩こうか」と道を折れる。

　綿菓子やらあんず飴やらを売る店には浴衣姿の女性が群がっていて、

「いやー、目の保養だなー」

　すっかり鼻の下が伸びている萩原に真田は疑惑の目を投げかける。

「ショーさん、こっちに来たのはこれが目的ですか」

「違うって」

　萩原は歩を緩め、香ばしい煙を上げている焼鳥屋の屋台を覗き込んだ。

「おおっ、美味そうだ、腹が鳴る」

「自分らは公務中ですよ？」

「いいから、ちょっと食おうぜ」

　町内会のボランティアがやっている店で、串をひっくり返していた中年女性が「あら、刑事さん、ご苦労様」とにっこりする。

「うちの秘伝のタレよ」

「うひょーっ、美味そうだ」

　萩原は女性の出した串を二本受け取り、一本を真田に手渡す。

「お金を払わなくちゃ」

　真田は手をジャケットの内側に入れた。

「いいのよお、いつもお世話になってるし」

「そんなわけにはいきません。公務員法に違反します」

「お堅いのねえ」

　それでも二枚目の真田に女性は気を悪くすることもなく「じゃあ、食券を買ってきてね」と応じる。

「町内会主催のお店は食券を買うことになってるのよ。あそこで売ってるから」

「ええっ」

　指した先にビニールシートをかけた木製の長机にビーチパラソルがさしかけてあって、甚平じんべいを着た男が一人、立ち寄る人に食券を手渡している。仕方なく真田は多分食券売り場であろうその机へと歩いていった。

「へい、焼き鳥二本で二百円です」

　豆絞りを巻いたパンチパーマの男が優しげな声で応じる。しかし声とは裏腹に見た目はテキヤかヤクザだ。

（町内会にヤクザかよ……）

　千円札を出して釣り銭を果して貰えるのかと一瞬躊躇する。

　するとパンチパーマは真田の後ろへ「いつも世話になってやす！」と声をかけた。

「おい、陸リク、海カイ、お前らも挨拶せんかい！」

「ショーさん！」

　机の陰から綿飴を手にした少年が二人、ひょっこりと顔を出す。朝、公園で会った双子だった。

　パンチパーマは立上がると、豆絞りを取って萩原に頭を下げる。

「本当にこのうるさいガキどもの相手をしてくださって」

「おいおい、いいって。こっちもリハビリを兼ねてなんだから」

「いやー、おれだってこいつらのうるささには手を焼いてんすからねー。あ、それより……」

　パンチパーマはにこにこしている双子に「食券、ちょっと見てな」と言いつけると、萩原の腕を引いて脇へと寄った。

「裏のコインパークなんですがね、ここんとこ、バンが長期駐車してましてね。週末になると、荷物の出し入れに来るんですよ」

「ふんふん」

　萩原は手帳を取り出す。

「携帯で連絡取り合ってますが、あ、車のナンバー、控えてますけど……」

（密告か？　やっぱりヤクザなのか？）

　耳をすませていると、真田はいきなり背広の裾を両脇から引っ張られた。

「おじちゃん、お釣りだよ」

「八百円！」

　受け取って萩原の傍へ行くと、もう話は終っていて、パンチパーマは再び食券売り場へと戻る。

「刑事さん、じゃあまた！」

　大声に真田は「どうなんですか」と首を傾げた。

「自分らが刑事とわかってしまってはパトロールもないのでは……」

「いや、これも犯罪の抑止効果って奴だ」

「さっきのコインパークもそうですか」

　まーな、とのんびりした声で応えると、萩原は再び歩き出す。真田も慌ててあとを追った。

「さっきの双子の親父、グッサンて言うんだけどな、ああ見えても真面目な男でなー。防犯協会の会長なんだよ」

「そうは見えません」

　ガハハと萩原は笑った。

「よく言うよ、真田、お前だって刑事にゃ見えんぞ」

　グリーンベルトは濱町公園へと繋がっていて、公園の入り口には射的やダーツ、金魚掬いなどの出店が並んでいる。赤や黒や斑の金魚がひらひら泳ぐ水槽の縁に朝顔の浴衣姿の女の子が屈んで、金魚を掬おうとしている。

「水面に平行にして、そこでこう、手首を返すんだよ。金魚を横倒しにするのがコツだ」

　聞き慣れた声に通り過ぎかかっていた足がぴたりと停まる。

　一歩そのままバックして眼を見開いた。

　体格の良い男が水槽の向こう側にしゃがんでいる。髪をオールバックにし、紺木綿の腹掛けにパッチという時代劇から出てきたようなスタイルだ。剥き出しの肩や背は筋肉質で、上腕二頭筋も盛り上がっている。

「これは天満先生！」

　萩原が先に声をかける。

「やっと気がついてくれたねえ」

　蹲踞そんきょの姿勢でこちらを見上げる天満はとても由緒正しい病院の跡取りには見えない、というかまず医者には見えない。

　絶句して真田は天満を見つめる。

（そういえば、こいつはコスプレが好きだっけ……）

　ある時はヤクザの若頭、ある時は下町の職人、ある時は一流企業のエリート……。

　天満はさっと立上がるとぱたぱたと膝を払った。

「そのまま行っちゃったら寂しくて泣いちゃうところだったよ。本当につれないねえ、君は」

　からかいの口調に真田は頬を紅潮させる。

「まさか金魚掬い屋に扮装しているとは思いませんでしたから」

「あ、僕がやってるんじゃないんだよ、ちょっとお留守番さ」

「じゃあ、その格好は趣味ですか？　テキヤかと思いましたが」

　天満はにっこりするとくるりと廻ってみせる。

「いやだなあ、これは伝統的な鳶とびの格好さ。町内の組頭から借りたんだよ。なかなかいいだろう？　医者って普段は真面目だからさあ、こういうときには羽目を外したくなるんだよねえ」

「いえ、先生は普段から不真面目だと思いますが」

　ガハハ、とまた萩原が笑った。

「いやー、天満先生、こいつと付き合ってると退屈しないでしょう？」

「そうなんだよ、萩原君。だからこの子を選んだのさ」

「やめてください、二人とも！」

「取れたよー！」

　可愛い声が上がり、振り向くと女の子が手に持った金属のボールを差し出した。中で真っ赤な金魚が一匹泳いでいる。

「よくできたね、ではご褒美にもう一匹あげよう」

「ええーっ、ほんと？」

　手を叩いて喜ぶ女の子の頭を天満は微笑みながら撫でた。

「金魚さん一人では寂しいだろう？　お友達がいたほうがいいからね」

　天満は水槽に屈み込み、さっと黒い金魚を掬い上げる。

　女の子は赤と黒の金魚が入ったビニール袋を手に「ありがとう！」と走り去った。

「萩原君、ちょっと真田君を借りてもいいかな？　せっかくだから二人でデートしたいんだが」

「いいですとも、俺が店番しますよ、ちょうど喉も渇いたところだったし」

　萩原はどっこらしょと置いてあった小さな丸椅子に座ると懐から缶ビールを取りだした。尻のポケットからはくしゃくしゃのスポーツ新聞を広げる。

「やれやれ、ペナントレースの行方も決まったなー。あとはクライマックスシリーズだ」

「ショーさん、いつのまに！　ていうか、公務中ですよ！」

　デートなどできるわけもない、と天満に断る以前の問題だ。

「警察官がパトロール中に飲酒なんて、言語道断です！」

「いいからいいから。それより確か、瀬戸物市で買い物がしたいって言ってたろ？　おねだりして買って貰えよ、どうせ相手は金持ちだ」

「そういうことじゃないでしょう！」

　やり合う二人に天満はくすくす笑いながら刺子さしこの法被はっぴを取りだして羽織る。

「萩原君はお休みだそうだ、となれば僕たち二人でパトロールといくか」

「そんなわけにいきません！」

　萩原はさっさとプルトップを引き上げ、缶に口を付ける。

「あっ、もう！」

　天満は真田の肩に手を掛け、片目を瞑る。

「アルコール飲んじゃったから、赤い顔でパトロールはまずいよね？　困ったなあ、巡回する人がいないと」

　天満の言う通りで、真田は「巡回しなくては」という義務感からついに天満の要求を呑むことになった。

　法被に鳶のスタイルの天満と背広姿の真田は妙な取り合わせで、歩くと皆が振り返る。

　しかも町の名士である天満には誰もが挨拶をする。

「若、若先生じゃありませんか！」

「かっこいいですわあ」

　その一方、真田へは皆、なにやら不審の目を向ける。天満はわざと真田の肩に手を掛けたり、腰に腕を回したりする。振り払うわけにもいかず、真田は赤い顔のまま一緒に歩く羽目になった。こそこそと囁いたり指さしたりする者もいて、次第に真田は苛立ってきた。

（どうみても変な格好は天満のほうだろう！）

　そのうちに隣を歩く天満がくすりと笑いを漏らし、真田はむっとして見上げた。

「なにが可笑しいんです！」

「いや……きっと僕のほうが変な格好なのに、と思ってるだろうなあ、と」

　今回は言い当てられてもむかつかなかった。

「ええその通りです。実際、変な格好でしょう」

「やだなあ、これはねえ、下町では由緒のあるスタイルなんだよ？　さっき『組頭』と言ったろう？」

　天満は法被の合わせを開いてみせる。

「江戸の昔から火消しってのは重要な職でねえ。ほら、時代劇で良く出てくる『め組』とかいうのがそうだ」

「め組」はさすがに真田も知っている。

（そう言えばＴＶの時代劇で、こんな法被を見たことがあるな）

　藍染めの刺子の法被を真田はあらためてじっくりと見た。

「今はもうほとんどいなくなってしまったが、まだ深川辺りやこの町にはその火消しってのが残ってるんだ。いわばボランティアの消防隊ってことだがね。それの頭が『組頭』というんだよ。町内のお目付役も兼ねているんだ」

　つまり、と天満は真田の顔を覗き込む。

「江戸の頃は鳶は地域課の役目も果たしてたんだよ。だからねえ、組頭には色々協力を仰いだ方がいい。今度紹介してあげよう」

「そうですね、お願いします」

　すると天満は大げさに仰け反った。

「うわあ、今夜はなんて素直なんだろう！」

　再びむっとして真田は天満を睨んだ。

「自分は任務のためならどんなことも厭わないんです！　あなたの嫌味やからかいだって我慢します！」

　ふっと天満は眼を和ませ、一瞬寂しげな光が眼に宿る。

「そうだった、君は真面目で素直な子なんだっけね。僕のほうだよ、素直じゃないのは」

「え……？」

　天満は真田から離れ、さっさと歩き出す。

「さっき萩原君が言ってたけど、食器を買いたいってどういうことだい？」

「いえ、ちょっと母にお土産でも買おうかな、と思いまして……」

　急に天満が立ち止まったので、真田は追突しそうになってしまった。

「真田君、君は母上が大好きなんだね？」

　天満の口からそう言われるのはからかわれているような気がして抵抗を感じる。再びむっとしながら真田は「まあそうとも言えます」と応える。

「あれえ、僕は別に君をマザコンだと馬鹿にしてるんじゃないよ？」

「そう言われるとなおさら馬鹿にされているように感じます」

　天満は大げさに肩をすくめる。

「これも自業自得だね、僕の普段の行いが悪いからだ」

　あれ、と真田は天満を見上げた。

（なんだか……）

　いつもだったらもう一言、からかいの言葉があるのだが……。

（今夜は妙に素直なんだな……）

　天満はきびすを返して歩き出す。

「なにが欲しいんだい？」

「その、ティーカップです。ですが自分にはいいのが選べないかと」

「じゃあ、僕が選んであげよう。こっちだ、さあ」

　やがて二人はテントを貼った夜店がずらりと並ぶ界隈に出た。

　瀬戸物市と言うだけあって、店にはありとあらゆるタイプの陶磁器が並んでいる。和食器から洋食器、花瓶、壺、大皿……狸の置物。有田・清水・益子と窯もさまざまだ。「サービス品」と札のついたワゴンにはとりわけ人が群がっている。

　幾つかの店をひやかしたあげく、天満はとある店先で歩を止める。

「父さん、それを見せてくれないか？」

「おや、天満先生、いいのに目を付けましたね！　これはちょいとなかなかない柄ですよ」

　天満の指した棚には青みがかった地肌にブルーの色彩で描かれたカップが載っていた。受け皿にはたくさんの帆を張った帆船が描かれている。カップのほうの絵は独特のつば広帽子にエリザベスカラーの上着を着て、下はちょうちんブルマー、腰からはサーベルを下げたつんと鼻の高い南蛮なんばん渡来人とらいじんだ。フリルのついた日傘を差した貴婦人や長い煙管をくゆらしている宣教師などの絵柄もある。どれも表情豊かだ。

「こんなのはどうだい？」

　真田はじっくりと眺める。花鳥風月や唐草模様のティーカップは実家にたくさんある。だがこんなユーモラスなものはなかった。

「これがいいと思います」

「だそうだ」と天満は店主ににっこりする。

「ティーセット、一式。うちのクリニックに届けてくれ」

「毎度ありい！」

　歩き出した天満に真田は「ちょっと待ってください」と追いかける。

「お金は自分が……」

「いいじゃないか、恋人にプレゼントさせてくれよ」

「そういうわけには……」

　ふいに天満が立ち止まったので、また真田は追突しそうになってしまった。

　振り返った天満を見上げて真田はどきりと胸が高鳴るのを感じる。

　いつも皮肉っぽく斜に構えているような眼は、今までにないほど暖かな光をたたえている。口元は柔らかな笑みを浮かべていて、普段からかいの言葉を零す同じ唇とは思えない。

「真田君、僕はねえ……嬉しいんだよ」

「は？　嬉しい？」

　なにが、と訊き返す前に天満は真田の肩を引き寄せると、抱えたまま歩き出す。

「僕だってこの年だ、恋の一つや二つはしたよ。おねだりをされれば喜んでヴィトンだろうがエルメスだろうが買ってあげたさ」

「はあ？」

　何を言おうとしているのか判らず、真田は天満を見上げたまま抵抗も忘れて歩を進めた。

「けどねえ……地元の夏祭りで、大好きなお母さんにあげるティーカップを選んでくれと言われたことはなかったよ。今夜のおねだりは僕の理想だなあ」

　微笑んだまま天満は顔を真田のうなじに寄せた。

「こんな気持ちは初めてだ……嬉しいよ」

　体温がかっと上がってきて真田は慌てた。

（な、なんだよ、これ……いつものように嫌味を言われたほうがずっといい！）

　素直な天満のほうが何倍も苦手だ、と気づき、真田はもがき始める。

「べ、べつに、ね、ねだったわけじゃ……ないっ」

「もちろんそうだ。じゃあ訂正しよう、単なる僕からのプレゼントだと、ね？」

（『ね』ってなんだよ、『ね』って！）

　言いたいが言えなかった。すでに喉はからからで、言い返す余裕はない。なんだか力も抜けてきて……。

　いつのまにか真田は引きずられて公園の端っこにいた。天満はなおも歩き続ける。すでに片腕で真田の腰をしっかりと捕らえ、まさぐっている。時折真田のうなじに唇を寄せ、息を吹きかける。

（ま、まずい……）

　下腹の熱が上がってきて、そろそろ臨界点を越えそうだと真田は焦った。

「ど、どこへ……」

　掠れ声で尋ねると、「大川端おおかわばただよ、君い」と答えが返る。

「な、なんで……」

「パトロール、パトロール」

　そうか、とぼんやりした頭で同意する。

　遊歩道の階段を転けそうになりながら下ると、そこは川面かわもに連なるテラスになっている。花火をやっている人がいるらしく、遠くに赤や青の火花が飛ぶのが見え、歓声も聞こえる。

「ここは花火禁止だ」

　職業意識が微かに芽生え、真田は声の聞こえるほうへと身体を向ける。

「真田君、いい雰囲気になってるのに……」

　天満は呆れながら真田を引っ張った。

「あっちへ行こう、人がいない」

　天満は街灯のない暗がりへと真田を誘った。植栽された木陰へ連れ込むと真田を抱きすくめ、顎に手を掛ける。

「とりあえずやることをやってから仕事に戻りなさい、ね？」

「『ね』ってなんだよ！」

「これだよ」

　熱い唇で息を掬い取られ、真田は眼を閉じた。

（ああ、くそ……どうして）

　どうして抵抗できないのだろう。「公務中だ」と胸を押し返して離れることがなぜできないのだろう……。

　混乱したまま真田は口づけに舌で応えていた。舌を絡ませ、注がれる唾液を飲み下す。荒い息を交換する……やがて頭の芯が痺れてきた。下半身に力が入らなくなり、両手で天満の首にしがみつく。するととんと押され、背中に何かが当たった。

「あ……」

「ここに寄りかかりなさい」

　耳元で天満の声が上がり、同時にジッパーが降ろされてあそこに指が入ってきた。昂ぶりを掴まれ、身体を硬直させる。

「やっぱり君は素直な子だなあ。ここもちゃんと悦んでいる」

「な、なにを……」

　もがこうとしても関節を押さえられて身体は動かない。

（くそ、合気道十段だったっけ！）

　後悔したがもう遅い。

「だめだっ、人が見てる！」

「誰もいないよ、安心して僕にさせなさい」

（そういうことじゃないんだっ）

　言い返そうとしてももう言葉が出なかった。

　その間も器用な指が真田を高みへと追い上げていく。

「あっ、あっ……も……」

　こんな公共の場で猥褻わいせつ行為などしてはいけない……頭の片隅では思っていたが、男の本能は停まらない。声が漏れないようにするだけで精一杯だ。

　ふいに目の前の男が身体を屈める。

「え……」

「木に寄りかかって」

　命じられ、くずおれそうになる身体を木で支えた。熱いモノがより熱いものでくるまれたのを感じ、見下ろすと、天満が股間に顔を埋めていた。

「あっ、だめ……だっ、そ、んなっ」

　大声を出すわけにもいかず、掠れ声で呟く。もちろん天満は応えるはずもなく、代わりにあそこへ答えがもたらされた。舌が棹に巻き付き、先端を強く吸われる。

「くうっ」

　発射しそうになり、必死でこらえる。すると吸啜きゅうてつが止り、真田はもどかしくて腰を揺らしてしまう。

「だめじゃない、吸って欲しいのだろう？」

　囁かれ、真田は喘いだ。

「『吸って』と言ってごらん？」

　指で先端を弾かれ、真田はぶるりと身体を震わせる。

（くそっ、だ、誰が言うもんか！）

　考えを読み取ったかのようにくすりと笑い声が漏れる。

「しょうがないねえ、頑固な子だ。まあ、惚れた弱みだな」

　再び吸啜が始まり、真田は安堵と歓喜の喘ぎを漏らす。

　柔らかな口の粘膜が全体を包み込む。根元から先端へと強く搾られると、全身が震えるほどの快感が突き抜ける。ちゅぶちゅぶという卑猥な音にも煽られていく。

「あっ、も、く……」

（出してはだめだっ）

　それでも手が勝手に男の頭を股間へ引き寄せてしまう。すると根元まで含まれ、付け根の果実がぎゅっと握られた。鈍い痛みと甘い悦びが同時に中芯を直撃する。

（あああああっ）

　悲鳴を心の中で上げ、真田は放った。

（俺は……警察官としてあるまじきことを……）

　公共の場で猥褻行為に及び、どころか口の中に射精してしまうなんて……。

　片隅で思いながら真田はその場に崩れ落ちる。

「大丈夫かい、君い」

　お気楽そうな声に怒りを覚えようと思ったが、暖かな胸に引き寄せられるとなぜかその怒りも溶けていくのを感じ、真田は混乱した。さらに自分の頬に涙が流れているのを知り、なおのこと困惑する。もちろん愉悦の涙なのだが、まさかそんなことがあるとは頭に浮かばない。

「泣くほど良かったんだねえ」

「ち、がう……」

　涙眼で天満を睨んだが、迫力のあるはずもなく、逆に「可愛いなあ」と頭を撫でられる。

「わ、わいせつざいで、げ、んこうはんたいほするぞ」

　なんとか言葉を搾り出す。

「うわー、なんて可愛いんだろう、君は」

　ぎゅうと抱きしめられて、真田は眼を瞑った。

「悪かったね、だって君があまりにも愛おしくてね」

（愛おしい？　からかったんじゃないのか？）

　強く抱かれているとなんだか心の底からなにか甘い懐かしさが昇ってくる……。

（てんま……えいすけ……）

　声に出さずに名前を呼び、真田はうっとりと身体を預けた。

　だが甘い想いに浸っていたその瞬間。肩に手がかかり、ぐいと引きはがされる。後ろの木立に押しつけられ、真田は瞼をゆっくりと開けた。

「な、なんだよ！」

　せっかく気持ち良かったのに、とは言えず、天満をむっとして見上げる。

「しっ、なにか匂わないか？」

「え？」

「焦げる臭いだ、様子を見てくる。君は歩けないだろうからここにいなさい」

　天満はさっと立上がると真田をおいてすたすたと歩き出す。

「ちょっと待てよ！」

　だが言われた通り、後ろに入れられたわけでもないのに膝に力が入らない。それでもなんとか木に掴まって立上がった。

　天満は遙か遠くの植栽の陰を覗き込んでいる。その身体の向こうにぼんやりと明るいものが見えた。

「あ……っ！」

　火だ、と認識した瞬間、身体が反応していた。おぼつかない足取りながら真田も走り出す。

　燃えているのは公園備え付けのゴミ箱だった。天満はさっと法被を脱ぐとそれで上から叩きつける。風に舞った紙切れを足で踏みにじった。駆け寄ってきた真田に「水だ！」と叫ぶ。

「でもっ」

　自分もと天満の傍に寄ると突き飛ばされる。

「可愛い君に怪我をさせたくないからねえ」

　にやりと笑うと天満は法被で何度も炎を叩いた。

（冗談だろ！）

「俺は刑事です！　市民を守るのが俺の仕事だ！」

　地面にひっくり返ったまま言い返したが「それより人手を呼んでくれ」と返される。

　それもその通りだと真田はジャケットから無線機を取りだした。

「濱町公園で不審火だ！」
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「いやあ、真田君だよ、お手柄は。ねえ？」

　署長室の応接セットで天満は足を組み、ゆったりと腰を掛けていた。冷たい麦茶の入った湯飲みを手に、隣に立っている真田へと片目と瞑る。

「たまたま僕が真田君のパトロールに着いていったら、彼が炎を発見して駆け寄ったんだよ。それで二人で火を消したんだ、ねえ？」

　いえ、と反論しかける真田のジャケットの裾を引っ張る。

「は？」

　人指し指をクイと曲げられ、真田は天満のほうへと屈み込んだ。

「真田君、もし僕が発見したことになったら、調書を取られる。直前の行為まで話さなくてはならないぞ？」

　囁かれ、真田はうっとなる。しぶしぶ背を伸ばし、「はっ、その通りです」と署長に敬礼した。

「それにしても、天満先生のお力でボヤで済んだようなものです。これは署長賞に値するかと」

　丸山まるやま署長は「ムーミン」のあだ名にぴったりの下膨れの顔を綻ばせ、揉み手をする。口さがない連中は「ムーミンなんて可愛らしすぎる。カバでたくさん」とも言っているのだが、それはともかく、大過なく定年を迎えたい署長にとって、地域の人々が楽しむ夏祭りの夜の火事などあってはならないことなのだった。

「それより原因はなんだい？　やっぱり連続青テント放火と関係あるのかなあ？」

　つい先日、大川端に住み着いているホームレスを狙った連続放火事件の捜査本部が川向こうの墨田署に立ち、大川署からも何人か署員を派遣しているのだった。

　天満が署長を見上げた瞬間、署長室のドアがノックされた。

「署長、古沢ふるさわです」

「おお、ちょうど良かった、フルちゃん、何か解ったか？」

　真面目な銀行員といった風貌の古沢刑事課長がファイルノートを手に顔を出した。

「はい、現場の様子からとりあえずのところ、ですが。幾つか証拠品は鑑識に回しましたので、正式報告は明日になります」

「とりあえずでもなんでもいい、天満先生にご報告申し上げろ」

　古沢はノートを捲ると、眼鏡を持ち上げた。

「現場には放火のあと、オイルのあとなどはありませんでした。どうも花火の不始末のようです。燃えがらを無神経にゴミ箱に捨てたようですね」

　署長はほっと安堵の息を漏らした。

「よかったなあ、放火犯の仕業だったら、祭りに浮かれて逃がしたなどと警視庁本店や墨田署の連中に嫌味を言われるところだった。花火の不始末なら町内会のせいにできる」

　相変わらずの事なかれ主義に古沢課長も真田も鼻白んだ。

　だが天満は「よかったですなあ、署長」と相槌をうつ。

「それなら僕はもう帰ってもいいかな？」

　もちろんですとも、と署長は深く頭を下げる。

「法被はだいぶ焦げてしまっておりますが……」

「いいよ、明日でも届けてくれ」

　解りました、ともう一度署長は身体を二つに折る。

「さて……真田君、肩を貸してくれないかなあ？」

　天満は両腕を真田のほうへと差し出す。

「ほら、優しく抱き上げてくれよ」

「はあ？」

　まさか署長の前でいちゃつくのか、と真田は眼を剥いた。

「なんで俺が！」

「あのねえ、さっき紙屑の火を足で踏み消したとき、火傷やけどをしちゃったんだよねえ」

　天満は組んでいた足を解き、雪駄せったを脱いで上げてみせる。くるぶしから下は素足なので、踵のあたりから足底にかけ、真っ赤になった皮膚に水ぶくれができていた。真田は息を呑む。

　かなり痛みがあるだろうに、今まで黙っていたのにも驚きだった。

「天満先生！」

　思わず怒鳴ると、署長も「医者を！」とわめく。

「医者を呼べ！」

「おいおい、僕は医者なんだけれどねえ」

「あっ、そうでした！　では救急車をお呼び致します！　古沢君、１１９番だ！」

　慌てふためく署長に「軽症だから大丈夫だ」と天満は呆れ声を出した。

「自分のクリニックで手当てするよ。真田君に送ってもらってもいいかい？」

「もちろんですとも！　ただ今、パトカーを用意させます！」









「若先生、身を挺して付け火を消すなんて、かっこいいですわん」

　上原うえはら看護師の嬉しそうな声が深夜の診察室に響く。

「そんなもんじゃないんだって。単なる花火の不始末さ。それより悪いねえ、呼び出したりして」

　いいえ、とふっくらした色白の中年女性は目をきらきらと輝かせた。処置カートからピンセットを取り出し、綿球入れの蓋を取る。

「飛んできてよかったですわあ。真田刑事、放火アカイヌなんでしょう？　それとも捜査上のひ・み・つ、ですか？」

　ミステリ好きかつ好奇心の旺盛な上原は期待を込めて傍で心配そうに見守っている真田を振り返った。

　真田はいちいち説明するのも面倒で「まあ、そうです」と呟く。それよりも天満の怪我の具合が心配だった。

　天満は処置ベッドに胡座あぐらをかくと、火傷をしたほうの足を膝に乗せ、怪我の状態を診る。

「まず生食、それからヒビテンだ」と上原に命じる。

　上原は生理食塩水の点滴ボトルを逆さにして、足の上からかける。十分洗うと、天満はピンセットで消毒薬を含ませた綿球を摘んだ。

　消毒しながら「うわあ、足の裏はやりづらいなあ」と文句を言う。

「でもまあ、自分のペニスをフェラチオするより簡単かな？」

「若先生ったら、いやですわあ、うふふふ」

　真田は固唾かたずを呑んで見守っていたが、その言葉で呆れて目を逸らした。

「でも若先生、かなりひどい火傷ですよお。ソフラチュールにしますか？　ずいぶんとお痛みじゃないですか？」

　それでも少し心配そうな上原の声に再び視線を戻す。

「まあ、裸足だったしね……それに近くにいる人に怪我をさせてはと必死だったからね」

　はっと真田は天満の眼を見る。天満は片目を瞑った。

　上原に手伝わせて包帯を巻き終ると、天満は「ありがとう、もう帰っていいよ」と告げる。

「明日はクリニックは夏休みだからね、また明後日あさってよろしくな」

　天満が立上がろうとするので、上原は「いいんですよ」と優しく押しとどめる。

「あんまり歩いてはいけませんよ。表の鍵はあたしが閉めていきますから、ぼっちゃまは休んでくださいな」

（そんなにひどい火傷だったのか）

　素人には傷の深さなど解らない。天満は痛そうな顔もしていなかったし、お気楽そうに喋っていたのに、と真田は上原の顔をうかがった。いつもはにこにこと人の良さそうな笑顔を浮かべている上原だが、今夜はまるでヤンチャの坊やを心配する母の瞳だ。

（なんてことだ……俺のほうがこいつを守らなくちゃいけなかったのに）

　先ほどの天満の言葉が蘇り、カッと頬が熱くなる。

　上原が出ていくと天満は「さてと」と真田を振り返る。

「部屋へ帰りたいんだが、また肩を貸してくれないかなあ？」

　クリニックの裏口を出ると、そこはマンションの廊下に繋がっている。

　天満の部屋は一階の一番奥で、真田は足を引きずる天満に肩を貸し、部屋に入った。

　リビングのソファに座ると、天満は「やれやれ」と溜め息をついた。

「さすがに疲れたなあ……あるときは金魚掬い屋、あるときは青姦をする恋人、あるときはパトロール警官、またあるときは消防士」

　相変わらずのふざけた言葉だが、真田はぐっと天満を睨んだ。

「先生。火傷の傷は重いのではありませんか？」

「そんなたいしたことはないよ」

　いえ、と真田は首を振った。

「俺があのとき、火を消さなければいけなかったのです」

　違うよ、と天満は両手をヒラヒラさせる。

「あのねえ、言ったろう？　僕の着ていた法被は鳶頭から借りたものだって。あれは刺子と言って特別の織り方をしてあって、重いし燃えにくいんだ。江戸時代からの火消しの知恵さ。君のサマージャケットなんかじゃ薄くて火なんか消せないよ？」

　そう理論的に言われると反論しづらい。それでも真田は納得できないものがあった。

「さて、僕はもう休むけれど君はどうする？」

　もちろん一緒にベッドへ行こう、というお誘いの意味を込めての問いだ。

「さっきの続きがしたいなあ」

　天満はにっこりしながら真田の答えを待つ。

「自分は署に戻らねばなりません」

　硬い声で答えると、天満が「あれえ」と覗き込んだ。

「どうしたんだい、また何か、君のことを怒らせたかい？」

「いいえ」

　真田は一端口を閉じたが、思い切って答えた。

「怒っているのではありません、後悔しているのです」

「後悔？」

　そうです、と真田は包帯に包まれた天満の足を指さす。

「先ほど、あなたは俺に怪我をさせないよう、とおっしゃいました。同じようなことを公園でも」

　おや、と天満は眼を細めた。

「いけないかい？　好きな子を守りたいと思うのは男の本能じゃないか？」

「いえ、自分のほうこそ先生のことを守らなくてはいけなかったのです。法被が燃えにくいとかは関係ありません」

　きっぱりといった真田を天満は真剣な表情で見つめる。

「君が男だから？　僕に守られるなんて沽券こけんに関わる？」

「いえ、そういうことではありません」

　真田は頬を赤らめて答えた。

（男、女、関係ないんだ、この場合は……）

　そう、たとえ自分が女であっても。

（警官である以上、市民を守るのが仕事なんだから）

　だが天満は居住まいを正すと、膝に頬杖をついて真田を見上げた。

「それは君、つまり……」

　言いかけたところで携帯の着信音が鳴った。

「署からの呼び出しかい？」

　真田はジャケットから携帯を取りだし、番号を確かめた。

「いえ、うちからです」

　失礼、と断って、真田は後ろを向いた。

「え……お母さんが？　そうか、解った」

　最小限の会話で済ませると、携帯を再び仕舞う。振り返り、天満に頭を下げた。

「すみません、明日、実家へ帰らねばなりません。母が病気だと連絡がありました」

　天満は明らかに気落ちしていたが、無理やり笑みを浮かべる。

「まあ、それでは仕方がない。あ、そうだ、もうティーセットが届いているから、持って行きなさい」

　天満の指した先には確かにダンボール箱が置いてあった。

　今の今までティーセットのことは忘れていた。はっと気が付き、もう一度頭を下げる。

「その……」

　こういう場合、やはり礼を言わなくては、と思い付く。

「……どうもありがとうございました」

　真田の言葉に天満はぴくりと眉を動かしたが何も言わなかった。

　箱を抱えると前から誘われていたことを思い出し、真田は大きく息を吸って天満を見た。

「その……明日、もう一度連絡致します」

　天満はぷいと横を向く。

「そうしてくれると助かる、では」

　素っ気ない別れの言葉とともに真田は外へ出た。

　署へ戻りすがら天満の不機嫌そうな顔を思い浮かべる。

（怒ったんだろうな……約束を破ったから）

　さすがにちくちくと胸が痛む。怪我をさせたあげく、お誘いも断った。しかも明日のデートの約束まで反故ほごにしたのだから。

（これが女の子だったら、速攻、ふられたに違いない）

　確かに警察官になってから、どんなガールフレンドとも三ヵ月以上続いた試しはなかった。仕事とデート、どちらを取るかなんて言うまでもないのだ。

（でも仕方がない、仕事なんだし）

　それに母が倒れたとあっては、たとえいやな実家でも戻らねばならない。明日の約束を破ったのだって、不可抗力だ。自分は悪くない……。

　それでも真田は歩きながら大きく溜め息をついた。









　大川署の刑事課に帰り着くと、まだたくさんの署員が残っている。

　祭りの夜にはこまごまとした事件が起こり、その報告書の作成がなかなか大変なのだった。

「掏摸の被害届が二件、置き引きが四件。少ない方だな」

　古沢刑事課長が課長机でファイルを捲りながら言う。帰ってきた真田に気づいて「天満先生は？」と尋ねた。

「はあ、どうも火傷がかなり深いらしく……」

　席でペットボトルのお茶を飲んでいた石川巡査部長が「使えない奴だな、真田は」と嫌味を言う。生活安全課の石川は真田の天敵といってもいい。真田より三歳上だが、巡査部長に昇進したのは一年遅く、それが気に入らないのだった。

　石川を睨んでいると、萩原が「こっちへこいや」と呼ぶ。萩原はデスクに足を乗せ、相変わらずスポーツ新聞を読んでいる。

「なんです、ショーさん」

　新聞から目を離さずに萩原は小さな声で言った。

「秋葉原署から廻ってきたんだがね、猥褻ＤＶＤを売っている連中はバンを根城にしてることが多いんだ」

「バン？」

　話が読めず、真田は首を傾げる。

「さっきコインパークに長期駐車してるってバンの話が出たろ？」

　萩原は新聞を置くとメモ長を取り出す。双子とそのヤクザのような父親の顔が浮かび、「ああ！」と真田はうなずいた。

「どうせ盗難車だろうが、明日にでもナンバーを辿ってみるか」

「明日にでも」というところが萩原らしいが、真田は内心驚くものがあった。

「ショーさん、秋葉原署のこと、知っててあの双子の父親に？」

「それほどのもんじゃないさ。だが二十四時間、街を見てる連中のほうが俺らよりも色んなことに気づくってことだよ」

「みなさーん、差し入れですよー！」

　明るい声が響き、少年課の塩野愛が顔を出す。

「町内会の皆さんからです！」

　掲げた大皿にはほかほかと湯気を立てている焼き鳥がてんこ盛りになっている。塩野巡査の後ろには副会長職の藤代ふじしろがにこにこしていた。

「いやあ、売れ残りですわ、たんと上がってください」

　古川課長が机を離れて塩野の皿を受け取る。

「すみませんね、会長さん」

　真田にガンを飛ばしていた石川も、矛を収めて塩野から串を受け取った。

「ところでゴエモンさん、ケータイサイトでハッパが買えるって聞いたんだけど」

「そのことだったら、俺も聞いてるぜ。それより交叉点とこのカラオケ屋だが、八時以降に中坊入れたら、消防法でガサかけるぞって一応俺も、クギ、刺しといてやったぜ」

「ありがとう、やっぱ補導するより、店の協力を得たほうがずっと効率がいいでしょう？」

　藤代は「町内の防犯協会も、見回りはやってんですがね」と頭を掻く。

「けどね、やっぱ、店子には強いことが言えないって大家もいるんですよ。おまわりさんたちから言ってもらえると助かりますよ」

　藤代はふと、串を頬張っている真田に気が付いた。

「あっ、あんたはうちのじじいを泥棒と間違えた刑事さんだね！」

　藤代のご隠居はおん歳九十歳なのだが、なんと薬局から男性機能回復剤を無断で持ち出し、真田が逮捕しかけたことがあるのだ。

「すみませんでした、その節は」と真田は串を口から離して頭を下げる。

「いや、うちのじじいにも悪いところがありましたからね」

「誰が悪いって？」

　甲高い声と共に、禿頭の老人が戸口から顔を出した。単衣ひとえの長着に兵児帯へこおびを締め、チャンチャンコを羽織っている。

「あっ、じじい、地獄耳でやがるな、もう！」

　藤代会長の舌打ちも気にせず、ご隠居はすたすたと刑事部屋に入ってきた。

「ふん、半分地獄に堕ちてるんだから当たり前だろうが。あとの半分は天国だがな」

　へっへっと笑いながらご隠居は真田に近づいた。じろじろと全身を舐めるように見る。

「ふーん、なるほどなあ。確かに……へっへっ」

「なんですかっ」

　ご隠居はふいに袂から手を出し、真田の尻をさっと撫でた。

「へっへっ、いいけつ、してるなあ、天満の若が言ってた通りだ」

「なっ……」

　真田は真っ赤になると、串を皿に戻し、ご隠居を睨んだ。

「あっ、じじい、なんてことを！　すみません、刑事さん、ここんとこ、じいさん色ボケなんで」

　藤代会長はご隠居の手を引っ張ると、慌てて戸口へと向かった。

「それより、さっきの花火の不始末ですが、やった連中にはちゃあんと説教してやりました！　で、お詫びに夜、大川端の見回りをさせることにしましたから！ついでにこのじじいにもさせますんで刑事さん、逮捕しないでやってください！」

「なにが悪い、わしゃ、褒めたんだぞ？　それに触ったからって減るもんじゃないだろうが！　けど、大川端の見回りはやってもいいかな、へっへっ、警察のお墨付きでのぞきができるってことだろ？」

　二人の大声はハモりながら階段を降りていく。

　やれやれ、と真田はまだ顔を赤らめたまま、食べかけていた串を手に取った。

　いつのまにか萩原が隣にいて、真田の腰の辺りをじっと見ている。

「なんですか、ショーさん！」

「いや……地域密着の警察はいいところもあり、悪いところもあり、ってとこかな？」
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　扇風機の廻る音に軒先で鳴る風鈴の音が重なると、なま暖かい風でも少しばかり涼味を増す。

　樹木の生い茂る広い庭の上を過ぎてきた空気は、多少は都会のヒートアイランドより温度が下がっている。母・久美子くみこがエアコンを好まないので、庭には常にスプリンクラーで水が撒かれており、それも空気を冷やすのを手伝っている。

　純然たる日本家屋の家でこの部屋だけが洋間になっている。高い天井からはファンのついたシャンデリアが下がり、木のフローリングにはラタンの家具が置かれ、暑さも手伝ってまるでバリ島のコテージのような雰囲気だ。

　真田は螺鈿らでんを施したインド風のテーブルを間に、ピーコック椅子に座る久美子と向かい合っていた。ポロシャツにチノパンというラフな服装でもかなり暑い。久美子のほうはハイビスカス柄のムームーで、涼しげな表情だった。

「まあ、なんて可愛らしいんでしょう！　良志よしゆきちゃん、ありがとう！」

　はしゃいだ声で礼を言う久美子を真田は憮然ぶぜんとして眺めた。

「お母さん、ぴんぴんしてるじゃないか」

　真田の文句に久美子はまったく耳を貸さない。ティーカップを手の上に乗せると、目の高さに持っていく。

「これは南蛮人なのね！　とっても素敵だわ！　こんな絵柄、どこにもないわよ、お母さん、初めて見たわ！　ほんとにありがとう、良志ちゃん！」

　細い眼をさらに細め、色白の頬をほんのりと赤らめ、久美子は子供のようにはしゃぐ。

　これほど喜んでくれれば、贈ったほうも嬉しくなる、と真田も頬を緩めないわけには行かない。

「良志ちゃん、あなたが選んでくださったの？　高かったのではないかしら？」

　母親に嘘は言えない。二つの問いに真田は正直に答えることにした。もちろん贈り主が「恋人関係にある男」であることは伏せてだが。

　まあ、と久美子はカップをテーブルに戻し、真田をじっと見た。

「良志ちゃん、ちゃんとお礼は言ったの？」

「言ったよ、当たり前だろう？」

　憮然とする真田に久美子は掌を頬に当て、溜め息をついた。

「良志ちゃんはいい子なんだけれど、とっても言葉数が少なくて、それにお口が下手だからお母さんは心配だわ」

「どういう意味だよ、口が下手って！」

　真っ赤になって真田が怒鳴ると、久美子は今度はひどく悲しそうに溜め息をついた。

「良志ちゃん、ぶっきらぼうに『ありがとう』って言ったんじゃないかしら？　お礼を言うだけでは駄目なのよ、嬉しいという気持ちを相手に伝えなければ。良志ちゃんて、表情はとっても豊かなのに、なぜかお喋りが下手なのよね……相手のかたに失礼がなかったのならいいのだけれど」

　うっと真田は詰まった。

（俺はそんなつもりはないけれど……）

　ふと、大学時代に付き合った女性達のことを思い出す。

　数は少なかったが、そこそこ真田はもてていたものだ。だがたいていの場合、いつのまにか連絡が来なくなり……切れてしまっていた。

（そう言えば……何を考えているかわからないと言われたかな……）

　女性にプレゼントをあげたこともある。そんなとき、たいがいの女性は表情や態度全体で喜んでくれた……。

（その点、俺は……）

　プレゼントをくれた女性からはっきりと「嬉しくないわけ？」と非難されたこともあった。

　昨夜の天満の不機嫌そうな顔が思い浮かび、真田はふたたびうっとなった。

（お礼の言い方がまずかったのかな）

「そ、それより」と前の話題に戻す。

「倒れたなんて兄さんが言うから、慌てて駆けつけてみたら、どういうことだよ？」

　久美子は脇に除けてあった盆を引き寄せた。グラスを取って真田へと差し出す。

「カサブランカよ？　お水から入れたから濁っていないでしょう？」

「お母さん……」

　アイスティーを一口飲むと、真田は先ほどの問いを繰り返す。

「あのねえ、更年期なんですって。目眩がして、冷や汗が出て、脳溢血かしらって思ったのよ？　でも往診していただいたら、そう言われて……」

「ちゃんと言ってくれよ、心配したんだから」

　睨む真田に久美子は微笑んだ。

「だって平気だなんて言ったら、会いに来てくれなかったんじゃない？」

　そうかも、と真田は口ごもる。その様に久美子は得意げな顔になった。

「実はねえ、あなたにどうしても会いたくて。でも嘘じゃないのよ？　目眩がして倒れてしまったのは本当ですもの」

　久美子はグラスに口を付けると「美味しいわ！」と顔を綻ばせる。

「こうするといい香りねえ。お湯から入れて冷やすと、どうしても香りが飛んでしまうし。一晩寝かせておくと、コクが出るのよね」

　相変わらず自分の世界に浸りきっている久美子である。仕方がないと思いつつも、真田は重ねて問いかけた。

「お母さん、さっきの話だけど、なんでどうしても会いたいって思ったんだい？俺だってそう言われればちゃんと帰ってくるよ」

「だって理由を言ったら絶対帰ってきてくれないと思ったんですもの。そうしたら正志まさゆきちゃんが、大げさに言えばって」

　いやな予感がする。

（正志兄の差し金って……）

　大きく息を吸うと久美子を睨んだ。

「で、用ってなに？」

「あのねえ、良志ちゃん、お嫁さんを貰わない？　お見合いをしたらどうかなって思ったの」

　やっぱり、と真田は口を噛んだ。だからこの家には近づきたくなかったのだ。

「お断りだよ」

　きっぱり言うと久美子は「あらあ」と悲しそうな声を出した。

「なぜ？　ひょっとして好きな人がいるのかしら？　だったら、ぜひ連れてきてちょうだい？」

「違うよ。だいたい兄貴だって結婚してないじゃないか。なんで弟の俺なんだよ」

　それがねえ、と久美子は心配そうに真田の顔を覗き込む。

「正志ちゃんは仕事が忙しくてそんな余裕がないって言うのよ。だったら良志ちゃんに結婚して貰って、孫を早く抱きたいって思ったのだけれど……だめかしら？」

「だめもなにも、どうしていきなりそんなことを考えたんだよ！」

　勝手な言い分だ、と真田は腹が立ってきた。母の久美子はいささか浮き世離れしているが、自分の気持ちを押しつけたりするような人間ではない。それが今回は何故、と久美子を睨む。

「怒ったの？　でも正志ちゃんが、それが一番だって。良志ちゃんは仕事を辞めたいって思ってるから、ちょうどいいタイミングだって言ったのよ」

　真田はぐっと顎を引いた。

（やっぱり正志兄の入れ知恵か！）

　ぷいと横を向いた真田の耳に聞きたくない声が飛び込んでくる。

「良志、話ぐらい聞いたらどうだ？」

「兄さん！」

　思わずソファから立上がる。居間の大きな樫の扉が開いていて、スーツ姿の正志兄が立っていた。

　真田より一回り身体の大きい正志は、きっちりと髪を撫でつけ、銀縁の眼鏡にグレイブルーのスーツといった服装で、いかにもエリート社員といった雰囲気だ。

（親父そっくりだ……）

　今さらながら、真田は父を思い浮かべ、納得する。

　兄が父の道を行くのは顔がそっくりなだけではない。精神的にも父とうり二つに違いない。

（傲慢でエリート意識の塊で……）

　正志は麻のジャケットを脱ぎながら居間に入ってくる。エルメスのタイのノットを緩め、真田の脇に立った。久美子を見下ろし、「ここは相変わらず暑いですね、お母さん」と話しかける。

「この頑固者には僕が話しますよ」

　真田をじろりと見て「エアコンのきいた部屋へ行こう」と眼で合図した。

　暑いのは真田も同じで、仕方なく正志の後を付いていく。

　ふと思い付いて「親父は？」と訊いてみた。

「留守だ」

　肩越しに「ほっとしたか」と皮肉な声を投げかけられる。

「別に」

「まあいい。親父が絡むとかえってお前は反発するからややこしくなるしな、わざわざいない日に呼んだんだ」

　え、と真田は前を行く背中を凝視した。

　そのあとは黙ったまま長い廊下を歩き、客間として使っている二十畳の広い部屋に入った。ずいぶんと前から冷房が入っていたらしく、ひんやりと冷たい。

　正志は大観の掛け軸がかかった床の間の前に座る。自分の前の座布団に座るよう顎で指した。

　真田は黙って座ると正志を睨んだ。

　まるで待っていたかのように手伝いのものが盆を掲げて入ってくる。ビールが載っていた。栓を開け、正志はグラスに注ぐ。

「飲め」

　グラスを前にしかし真田は「どういうことだ」と尋ねる。

「なぜ俺が仕事を辞めたがっているなんてお袋に言ったんだ」

「おや、違うのか？」

　正志は一口飲むと、グラスを盆に戻す。じっと真田を見た。

「不祥事を起こして左遷されたのだから、嫌気がさして辞めたがっていると思ったよ」

「俺は刑事という職業に満足している。どこに配属されようとそれは変わらない」

　きっぱりという真田に正志は眼を細める。眼鏡を外すと胸のポケットからチーフを出して拭いた。

「良志、潮時だ。確かに刑事もいいかもしれない。だがお袋はどうなる？　お前は知らないだろうが、いつもお袋は危険な職業だと心配しているぞ？」

　それは考えたことがなかった。真田は息を呑む。すると正志はにやりと笑ってまた眼鏡を鼻の上に戻した。

「うちの真田ホールディングスだが、今度、セキュリティビジネスを立ち上げることになったんだよ。保険と介護・警備といった全般を取り扱う。しかも富裕層向けのものだ。ご令息・ご令嬢の送り迎えや海外赴任のさいの警護、なんかもね」

　何を言いたいのかと真田は首を捻る。正志はもう一口ビールを飲むと続けた。

「業界大手の東都警備保障を吸収合併する予定なんだよ。正確に言えば、経営者一族の持ち株を取得するんだがね。そこの会長の娘はどうだ？　ちょうど二十二歳、女子大を来春卒業する。こんないい縁はないだろう？」

「ふざけるなよ！」

　大声を出す真田に正志は眼鏡をもう一度外してにっこりする。

「お前は刑事だ。学歴は三流だが、職歴は真田ホールディングスの重役を納得させるだろう。うちの系列でもこの新しい会社なら社長になっても学歴コンプレックスを抱くことはないぞ？　いい話だろうに」

「結局はそれかよ！　親父とおんなじだな、兄さんは！　いつまでたっても変わらない！」

　真田の罵倒にも正志は笑顔を崩さない。

「良志、さっきも言ったろう？　お袋を心配させ続ける気か？」

「お袋を出せば俺があんたの言うことをきくと思ってるのか！」

　いいや、と正志は首を振った。

「お前の頑固さは知っている。そうじゃない、いいか、僕はお前のことを考えて言っているんだよ」

「兄さんが俺のことを？　そんなことあり得ないな！」

　はっ、と真田は吐き捨てる。

　すると正志は手を伸ばし、真田の膝を叩いた。

「良志、お前は誤解している。お袋だけじゃない、僕だってずっとお前のことが心配だったんだ。警官なんて、危ない職業だ」

　ぐいと身を乗り出すと、正志は真田の顔を覗き込む。いつもはレンズ越しで冷たく感じる切れ長の眼は、真田の視線を真っ直ぐに受け止めている。

「僕がお前に厳しかったのは、親父との間に立ったせいだ。親父もお前と同じ頑固だからね。まったく親子はこんなに似てるのかって呆れるくらいだ」

　え、と真田は動揺して目を逸らす。

「俺は親父に似ていない」

　すると正志は明るく笑い出した。

「何を言っている、お前は親父そっくりだよ。顔はお前のほうが親父似だ。僕のほうはお袋に似ているかな？　それだけじゃない、お前は親父と性格も似てるんだよ。人の言うことを聞かないところも、節を曲げないところも」

　そして柔らかく微笑む。

「一番似ているところはお袋に弱いところかな。僕は結構お袋には冷たいからね、見習わなくちゃな。もうお袋も年なんだからね。今回倒れたのでそう思ったよ。単なる更年期障害で本当に良かった」

　久美子の笑顔が目の前に浮かび、真田は正志のほうを振り返った。

「正志兄さん……」

「いつかはお前にわかってもらえると思っていた」

　正志の顔が近づいてきて、はっと真田は腰を引いた。いくら言われても刑事を辞めるつもりはさらさら無いのだ。それでも今すぐ、断りの言葉を吐くのはためらわれた。

「とにかく、少し時間をくれないか、兄さん」

「もちろんだよ、良志、そうだ、今夜、どこかで食事でもするか？　とりあえず東都警備の会長にも会って貰いたいしね。ちょうど今夜、顔を合わせる予定だからその席に来ないか？」

　ちょっと待った、と真田は兄を睨む。

　この強引さと人を言うなりにしなくてはすまないという態度が気に入らない。

（なんだよ、変わってないって……）

　一瞬でも昔とは違う、なんて思ったのは甘かったのかもしれない。そう思いながら真田は「先約があるんだ」と冷たい声で告げた。









　川面に映った対岸のビルの灯はちらちらと瞬いている。風があるらしい、と真田は思った。水面にさざ波が立っているに違いなかった。

　流れが二つに分かれるところで、橋の向こうには海抜の低い下町を象徴する水門が見える。

「このあたりは昔は霊岸島れいがんじまといってね、風情のある名前だろう？　魂の霊、に岸辺の岸だ。霊岸寺というお寺があったんだよ。あそこの橋が霊岸橋だ。あ、知っているよねえ、あの先の湊みなと橋を越えると大川署の所轄になるんだものねえ」

　天満の言葉に真田はうなずいて「はい」と答えた。

　実家を出てすぐに携帯で連絡を取り、そこで天満に指定された店は川縁のアンティークなビルの一階にあった。倉庫を改装したパブで、天井は高く、漆喰の壁には配管が剥き出しになっている。椅子やテーブル、カウンターは英国調の木製で、レトロな雰囲気を醸し出している。

　兜町が近いので辺りには証券会社が建ち並び、エリート証券マンやキャリアウーマンといった外見の客が多い。

　同じ下町だが、橋を越えると街の雰囲気はガラリと変わる。同様にここの所轄署・八重洲署の雰囲気も大川署とはまるで違う、と萩原から聞かされていた。

　天満は目の前の席でのんびりとギネスビールを飲んでいる。今日の服装はダークグレイのスーツに白いシャツ、ぴしりとブルータイを決めていて証券マン風だが、唯一、靴がゆったりとしたデッキシューズで、これは右足に包帯を巻いているからなのだった。

「どうしたんだい、真田君？　非番なんだからくつろぎなさい」

　話しかける表情は柔らかく和なごんで、昨夜別れたときとは雲泥の差だ。

　反対に真田はいささか緊張している。いつも天満のマンションで逢っているので、こういった場所でのデートは初めてだった。所轄が違うとは言え、知った顔に出会わないかという心配もあって、肩の力が抜けない。

「誰かに見られないか心配なのかい？」

　見透かされ、頬を紅潮させる。

「いえ……でもこんなところで会うのは初めてなので」

「なにを言っている、鮨屋で飲んだこともあるし、料亭にも連れていってあげたろう？」

「でもあれは、その、つまり、うう、そういった関係になる前でしたので……」

　天満は額を手で押さえるとくっくっと笑い出す。

「真田君、二人きりなのにそんな他人行儀な言葉遣い、いいかげんでやめてくれないかなあ？」

「そんなわけにはいきません。あなたは警察医で俺の上司に当たります。公私混同はしない主義です」

　なるほど、と天満は片目を瞑る。

「君のプライベートはベッドの中だけなんだね？　では早くプライベートな君を見せてもらおうかなあ」

　慌てて真田は辺りを見回し、天満を睨む。

「大声を出さないでください！」

「大声を上げてるのは君のほうだよ？」

　天満はひとしきり笑うと、柔らかな表情でギネスのグラスを持ち上げ、乾杯の仕草をして見せた。

「仔猫ちゃんに乾杯！」

（機嫌がいいみたいだ）

　昨夜別れる前の不機嫌さとはまるで違う。ほっとする真田だったが、

（な、なんでこいつの機嫌がいいのが嬉しいんだよ！）

　またしても動揺してしまう。慌てて自分もギネスを一口飲むと、「ショーさんは前はここの所轄だったんですね」と話を逸らした。

「そうだねえ」

　天満はじっと黒目がちの眼を真田に注いでいる。なんとなくまた肩に力が入り、真田は椅子の上で身じろぎをした。「ショーさん」繋がりで思い出し、疑問を口にする。

「その、ショーさんは地域の子供たちに卓球を教えてるんですね。先生が薦めた、って聞きましたが」

「ああ、それか」と天満は片手の拳を顎に当てた。

「うちのデイケア施設ではお年寄りを預かるだろう？　卓球はデメンチアのリハビリにいいんだよ。萩原君もリハビリを兼ねて、うちでお年寄りの相手をして貰ったことがあってね。すごい腕前だから感心したよ。それで子供たちでも指導したら、と言ったのさ」

「はあ」

　文脈からなんとなくわかったが「デメンチアとは？」と聞き返す。

「ああ、悪い悪い、『痴呆ちほう症』のことだ。今はもう『認知にんち症』と言わなきゃならんのだがね」

　天満は肩をすくめるとグラスに手を伸ばした。

「くだらん言葉狩りってのがこの国にはあるなあ。元々『デメンチア』はラテン語が語源だ。『de』が『から』とか『外に』という意味で、『mens』は心、または精神という意味だ。つまりは『out of mind』、『go mad』。それを翻訳した『痴呆』が悪ければ学名も変えろと騒ぐべきなんだ。僕は抗議の意味で認知症ではなく、学名のデメンチアを使うことにしたのさ」

　天満は過激なことを淡々と言ってのける。

「痴や呆が差別用語ならドストエフスキーの『白痴』も芥川龍之介の『ある阿呆の一生』も変えないとねえ。どころか『情痴』や『呆然』だってねえ」

　真田は眼を丸くして天満を見た。

「先生はひょっとしてかなり反社会的ですね」

　くすりと天満は笑いを漏らす。

「その通りだよ、君い。逮捕するかい？」

　いえ、と真面目に真田は首を横に振る。

（反社会的、というより……）

　天満は三代も続いた名門の病院を潰し、まったく違う事業を始めた、と聞いた。だが別の形で地域に貢献しているのだ、と真田は思う。逆らうだけでなく既存の形式を壊して新しくするのは、単に反社会的と言うよりも……。

「それよりも反逆者なのではありませんか？」

　真田の言葉に天満はぴくりと眉を動かす。

「反逆者、か。つまり君もファミリーの中でそうだというわけかな？　それで二人は気が合うのかなあ？」

　いつものお気楽な口調だが、眼は笑っていない。見透かされて再び真田は動揺した。

　昼間、成城の家で兄に言われたことを思い出す。

（俺は言う通りになんかならない。俺の人生は俺が決めるんだ）

　それでも「お前のことを考えてきた」という兄の言葉に一瞬、気持ちがぐらついた……。

（何を考えてるんだ！　兄貴が俺のことを思って言ってるなんてあり得ない！）

　はっと気が付くと天満はまだじっとこちらを見ている。慌ててグラスに手を伸ばした。

「ところでお母さんの容態はどうだったんだね？　何も言わないところを見ると、心配はないのだと推測するが」

　尋ねられ、真田は「あっ」と思い出した。

「すみません、ティーセット、とても喜んでました。お礼を伝えてくれと。それから身体のほうは単なる更年期障害だそうで。兄がわざと重症のように言ったのです」

「それなら良かった」

　だが天満は表情を緩めない。

「そのわりに君の顔色が冴えないのは何か実家で揉め事でもあったのかな？」

　相変わらずの推理力と洞察力に、真田はむせてしまう。

「いえ、別に」

　天満は身を乗り出し「それより」と口を開いた。だが次の言葉は出ずに、真田の肩越しに視線を投げかける。「柏原かしわばら」と呼んだ。

（かしわばら？　知り合いか？）

　振り返ると、白い麻のスーツを着た男がカウンターの脇でこちらを困ったように見ていた。中背だががっちりした体格で、髪はやや長めに後ろへ流している。鼻は丸みを帯びているが大きすぎると言うほどではない。目は大きく、造作のはっきりとした俳優のような顔には見覚えがあった。

（ＴＶで見た顔だ……かしわばら？）

　記憶を探ってあっと天満を見る。

「ひょっとして有名なあのテラポートの……」

　テラポートという業界二番手のＩＴ産業の社長に違いない。主業のブロードバンド事業やネット産業だけでなく、金融にも手を出してインターネット証券会社も持っている。つい先だっては通信関係の企業を買収したことでしばらくＴＶの画面に出ずっぱりだった。派手な肩書きにぴったりの二枚目だ、と感想を持った覚えがある。

（そういえば、本社は箱崎だ……）

　橋を二つ越えた箱崎町に高層のインテリジェントビルがあり、そこに本社を置いているはずだ。

　同じ箱崎にはＩＢＭ本社もあり、ソフト・ハードを問わずコンピュータ関連の会社も近隣に多く、大川署に配属されてすぐの頃には下町の中に突然出現したシリコンバレー、といった印象があった。

　会社が近いのだから、この店に立ち寄ることもあるだろう。だが天満が名前を呼んだのには違和感があった。

（やっぱ、まずいだろう、知り合いに会うのは）

　自分だって、できれば人に見られたくないのに。それが相手は有名人ならなおさらだ。

（だいたい、なんで知り合いなんだ？）

　そういえば天満のことは何も知らない、と真田は急に思いあたった。

「先生、あの有名人とお知り合いなんですか？」

「知り合い、というか、僕は彼の会社で働いているんだよ」

「は？」

　つまりね、と天満は柏原に向かって手を振りながら真田に説明を続ける。

「産業医という言葉を知っているかい？　会社員五百人以上の企業は労働環境を守るために医者を置かなくてはならないんだよ。それが産業医だ」

　年に一回は真田も検診を受けている。

「健康診断をするのですか？」

「それもあるが、最近は過剰労働や精神的な悩みの相談も多いね。僕は彼の会社に週二回、産業医としてコンサルタントをしているんだ」

「テラポートはそんな大きな会社なんですか！」

「前はもっと少なかったんだがね、幾つかの会社を買収したために、急に大きくなったんだ。だから急いで産業医を置かなくてはならなくて、僕が頼まれたんだよ。まあ、非常勤という形だがね。」

　はあ、と真田は口の中で答える。

（やっぱり何も知らない……）

　天満は柏原に向かって「こっちへ来いよ」と声を掛ける。その言葉遣いにも真田は違和感を覚える。

（友達言葉だ。雇われているはずなのに）

　年齢は同じだったか、と気が付く。

（だからなのか？　にしても……）

　本当に天満のことは何も知らないのかも、と真田は目の前の男を睨んだ。

　柏原は天満の招きに従って二人の元にやってきた。だが席に座るのはためらっている。

「プライベートなんだろ？　邪魔しちゃ悪いよ」

　ちらちらと真田をうかがう。天満は笑顔で前の席を指した。そして真田の手を取り、自分の隣へと導く。

「君は僕の隣だ」

　はあ？　と真田はためらったが、ここで逆らっても柏原に変に思われる、とおとなしく天満の隣に移動した。

「ほら、こっちに座れよ」

「でも……」

「いいから座れよ、何を遠慮しているんだ？」

　じゃあ、と柏原は腰を掛けたがそれでも真田を何度も見る。しかも顔色はひどく青ざめていて、

（なんだよ、ガン飛ばしかよ！　俺の顔がそんなに変なのか？　青くなるほどなのかよ！）

　なんとなく面白くない。二人だけの席に天満が柏原を呼んだことを含めて。そして天満のことを良く知らない、と思った瞬間から。

（俺と一緒にいたいんじゃないのかよ）

　真田の葛藤をよそに、天満は機嫌良くボーイに合図を送る。

「柏原、ギネスでいいんだろう？」

　視線を戻し、なにやら緊張した空気に気が付いた。

「あ、悪い悪い、ちゃんと紹介しなくっちゃね。真田君、こっちは柏原勇気ゆうき。木の柏に勇気凛々、ＴＶで見る顔だから知ってるだろ？　大学時代からの親友だ」

　柏原のほうを向き、真田の肩に手を掛ける。

「こちら、真田良志君。真田十勇士に良いこころざしと書いて良志と読むんだよ、とってもいい名だろう？　僕の恋人だ」

　真田と柏原は同時に眼を剥いた。

「て、天満、お前、そうだったのか！　知らなかった……」

「人生には色んな事が起こるもんだよ」

　柏原はズボンのポケットからチーフを出すと、額に当てた。流れる汗を拭く。

　真田のほうは強張った表情のまま天満の手を肩から外す。グラスを掴んで一気飲みした。

　天満はくすっと笑って真田の耳に口を寄せる。

「これでいいだろう？　ちゃんと紹介をしたからふくれるのはやめなさい」

　またしても見透かされたのだ、と真田は頬を赤くした。

　ギネスが運ばれてくると天満は「乾杯」と柏原のグラスに自分のグラスを触れあわせる。そして探るような目を柏原に注いだ。「どうしたんだい、顔色が悪いが」と切り出す。

「今日の東証ではテラポートの株は続伸。最高値たかねを更新中だろう？　経済新聞に寄れば、新しく買収した部門も好調だそうじゃないか？　好材料ばかりなのにそのすぐれない表情、ということは逆に会社の問題かな？　今のところ、僕が知る限り交友関係はうまく行ってるしねえ？」

「相変わらず人の顔を読むのがうまいな……」

　柏原は再びチーフを額に当てる。

「なるほど、やっぱり仕事のことか。まあ、僕は産業医という立場上、医療相談室で過重労働や職場の人間関係で悩む社員の相談に乗っているからねえ。そういったクライアントはだいたい君と似たような顔つきをしているよ」

　顎を片手で支え、その肘をもう片方の手で支えると、天満は椅子にゆったりともたれかかる。

「悩みの元は情報漏洩か？」

　柏原はグラスを取り落としそうになり、「なんで！」と喚いた。

　すぐに小声になり、「なんで知ってるんだ」と天満を睨む。

「あれえ、当たっちゃったねえ。まあ、簡単な推理だよ。先週、君の会社に行ったら、入り口ですでにＩＤカードが更新になったと足止めを食らった。前の週にはそんなことはなかったのに。警備員は新顔で、それは人数が倍になっていたためだ」

　柏原は口をぽかんと開けて天満を見る。隣にいる真田も自分が同じような顔をしていると悟った。

「医療相談室に行ってコンピュータを立ち上げようとしたらパスワードが変更になっていた。ＳＥがやって来て、これからは毎週変わると言われた。今まで医療相談室は非常勤の医師が代わりばんこに来るためにパスワードは一定だった。そのセキュリティがいきなり厳しくなったわけだ。これらの事実から推理すれば簡単さ」

　はあ、と柏原は大きく溜め息をついた。

「天満、お前のことをよく知ってなけりゃ、お前が犯人だと疑うところだよ。その通りさ……」

　天満はじっと柏原に視線を注ぐ。

「そのことで脅迫か？」

「なんで！」とまた柏原は喚き、あっと周りを見回す。

「なんでわかったんだ！」

「簡単なことさ。セキュリティが強化されたのは先週だ。その後、株価が下がることはなかった。情報流出なんて不祥事で社会的信用が落ちれば、株価は下がるのが当たり前。つまりは外部に情報漏れが知られていないし、そのことを発表もしていない。漏れた情報は公開されていないということだ。にもかかわらず、君はたいそう悩んでいる」

　すなわち、と天満は柏原に微笑んだ。

「情報保護法が施行されたこんにち、それが意味するところは脅迫だろう」

「天満、お前が脅迫してきたのならよかったのにな……なんでも言うことを聞くのに」

　柏原は青ざめた顔にまたチーフを当てた。

「おいおい、それはつまり、脅迫されたことを認めるんだな」

　会話を聞いていた真田はぴくりと身体を動かす。企業恐喝は重大な犯罪だ。見逃すわけには行かなかった。

　すると天満が片目を瞑り、しっというように人指し指を唇に当てた。

（どういうことだ？　俺の身分を黙っていろと？）

　だが企業が恐喝の事実を社会に伏せることもまた犯罪だ。犯罪者との取引をこちらも見逃すわけには行かない。反射的に警察手帳を取り出そうと尻のポケットに手を入れたが、「しまった」とほぞを噛む。

（持ってこなかったんだ！）

　実家を訪ねてそのまま天満と待ち合わせの場所に赴いたせいで、警察手帳は寮に置きっぱなしだ。

（ここで名乗りを上げても信じて貰えないかもしれない……）

　しかもさっき、天満は真田を恋人だと紹介しているのだ。ゲイの警官がいると一般の人が納得するだろうか。

（どうしたら……）

　迷っていると、ふいに尻を誰かの手がさわさわと撫でる。

（なんだよ！）

　もちろん手の持ち主は天満で、

「真田君、お尻に手をやるから触って欲しいのかと思ったよ。それともなにか、とってもやばいものを僕の友人に見せようとしたのかなあ？　だめだよ、やんちゃをしては」

　囁かれ、頬が熱くなる。またしても行動を見透かされていたのだ。

　天満は腰から真田の股間へと手を伸ばしてくる。

「ほら、触って欲しいのなら言いなさい？」

　仕方なく真田は両手を膝に戻した。

「違いますよ。わかりました、おとなしくしてますから」

　もちろん柏原は二人がいちゃいちゃしているのとばかり思っている。溜め息をついて「いいよなあ、お前はお気楽な性格で」と愚痴をこぼした。

「普通、親友が脅迫されていると知ったら、もっと真剣になるだろうに」

「柏原、あのねえ、だいたい僕は真田君とデートしてたんだよ？　いちゃついてどこが悪い？　君の力にはなりたいが、ここで真剣な話はもともとできないだろう？」

「それはその通りかも」

　急に柏原は納得という顔になる。

「天満、お前って言い方はちゃらんぽらんなんだけど、言ってる内容はすごく正しいんだよな。このギャップが人を馬鹿にしてるように見えるんだな。頭も良くて切れ者なのに、人から信用されないのは昔からだったっけ」

　その通りだ、と思わず真田もうなずいてしまった。

　柏原は居住まいを正し、ふいにテーブルに額が付くほど頭を下げる。

「天満、お前は昔から洞察力に優れ、難問を解決するのが得意だったな。頼む、俺に力を貸してくれ！」

　真田は天満の顔をうかがう。

（安易に引き受けたりしないだろうな）

　なんといっても犯罪は犯罪だ。いくら親友の危機とは言え、天満が犯罪者との取り引きを支持するなら……。

（たとえ恋人関係にあっても見過ごすわけには行かない！）

　身構える真田に天満はまた片目を瞑った。

「大丈夫だよ、君い。でも君に手錠を掛けられるのもちょっと変わったプレイみたいでいいかなあ」

「天満、俺は本気だ！　おちゃらけてないで、頼む！」

「わかってるって。とにかく柏原、僕は警察に届けることを進言するよ？　恐喝となったらもう一個人ではどうにもならないだろうに」

　だが柏原はいいやと首を振った。

「そんなことはできない。株価が下がる」

「馬鹿を言うんじゃないよ。君の会社の実績や体力から言えば一時的なものだろうに。犯罪者と取引をしたら、そしてそれが表に出ればもっと被害は大きくなるぞ？」

　柏原はそれでも首を横に振り続ける。やれやれと天満は肩をすくめた。

「なにか事情がありそうだねえ」

　たとえば、と天満は柏原の表情をうかがう。

「株価が一時的にでも下がっては困る状況か……Ｍ＆Ａか？」

「なんでだよ！」

　大声を出し、柏原は慌てて口を手で塞ぐ。

「また当たっちゃったなあ」

「どうしてだよ！」

　簡単なことだよ、と天満は肩をすくめる。

「ついこの間、派手な買収劇をやったじゃないか。第二幕を仕掛けていると業界では噂されてるからね。そんなことは経済新聞を読めば解る。しかも次は社会的に影響が大きい買収劇らしいなあ」

（医学のことだけでなく、経済にも強いのか）

　真田は天満の顔を穴の空くほど見つめてしまった。

　柏原は慌てて天満の膝を掴んだ。

「今は大事な時期なんだ！　とにかく外に漏れたら……」

　天満はゆっくりと辺りを見回す。

　八時を回り、客が増えて、ウェイターも席の間を忙しく動き回っている。

「これ以上、話さないほうがいいだろう。明日あらためないか？　そうだな、僕のマンションに来いよ。会社ではまずいだろう？　内部に犯罪の協力者がいるみたいだからね」

「どうして！」

　真っ赤になった柏原に天満は片目を瞑った。

「セキュリティの厳しいシステムであればこそ、情報は内部から漏れるんだよ。常識だろう？　ねえ、真田君？」

　その通り、と真田はうなずく。現金輸送車襲撃や金庫強奪など厳しいセキュリティの虚を突いて行われる犯行は、たいがい内部の協力者なしにはあり得ない。コンピュータ関係でもそれと同じに違いなかった。

　とにかく、と天満はグラスを脇へ押しやり、柏原をじっと見た。

「話は明日だ」








　体内にくわえこんでいるものの嵩が増したのを感じ、真田はびくんと背を反らす。さっき放ったばかりのそれはしばらくなりをひそめていたが、今は熱さも硬さも倍増中、といったところだ。

「あれえ、感じちゃったかな？」

　囁かれ、上に載っている男を睨む。

「感じてるのはあんただろ！　太くなったしっ」

「ううむ、そうとも言えるなあ。でも君も感じているようだよ？」

　確かにその通りで、天満のモノが育つに連れ、心地よい圧迫感に内壁がびくびくと蠢うごめいてしまう。

　甘い疼うずきが芯に生まれたのを感じ、真田は天満の胸を慌てて押した。

「もう十分だろ！　さっさと抜けよ！」

「いいのかい、抜いても？」

　天満は笑いながら腰を僅かに引く。瞬間、狭い部分を擦られて疼きが背筋を駆け上る。真田は「あっ」と声を出した。

「君も欲しがっているんだね」

　くすりと笑い声が振ってきて、真田は頬を紅潮させる。

「恥ずかしいことを言うなよ！」

「そうかなあ？　本当のことを言っただけだ」

　くすくすと笑いながら天満は腰を進めた。

　往還おうかんがゆっくり始まり、また身体の奧にうねりが生じる。二度、三度と訪れるその波を期待して待つ。それでも何度も搾り取られてしまった身体にはなかなかその時が訪れない。

「ああっ、んんっ、くっ」

　焦れて真田は身体を捩る。喘ぎすぎて喉が痛い。もどかしさに目尻から涙が零れた。

「は、はやくっ」

「達いきたいかい？」

　可笑しそうに言われ、睨んだが、涙眼では迫力などあるわけがない。

「解ったよ、真田君」

　杭の動きが早くなり、粘膜がとろけていく。やがて大きな波が近づいてきて……。身体がどこかへ持って行かれそうになり、真田は思わず天満の首にしがみつく。そのままシーツから掬い上げられ、高みへと翔け昇った。

「あ、あああっ、あっ、くっ」

　白い液が放出される。

　脳の奥に火花が散り、逆に目の前が暗くなる。

　痙攣けいれんが収まるまで優しく背中をさすられる。そっと頭が枕に降ろされ、真田はなんとか眼を開ける。うーっと睨んだ。

「なんでだよ！」

「なんで、ってなにがだい？」

　天満は飄々ひょうひょうとして身体を離すと、真田の腹を丁寧にバスローブの裾で拭いてやった。

　大きな眼を見開いてこちらを睨む真田に頬が綻ぶ。

（この膨れているのがいいんだな……ついからかいたくなる）

　搾り取られてまだ力の入らない身体を真田はなんとか引き起こそうと試みるが、諦めて枕に頭を落とした。

「なんでこんなにしたんだよ！」

「真田君、怒鳴ってはだめだ、声が掠れてるよ？　あれだけ喘いだんだから当然だが」

「あんたのせいだろ！」

「よしよし、水をまず飲みなさい」

　天満はサイドテーブルからグラスを取ると、エビアンを飲ませた。

「さっきのパブでの膨れ顔があんまり可愛かったからさあ。つい、燃えちゃったわけだ、ね？」

　一口、二口と飲んでいると、ようやく息が戻ってくる。

　真田は上体を起こすと、ベッドの端に腰掛けている天満へ顔を向けた。

「膨れ顔、ってどういうことだよ」

「柏原に妬やいてくれたんじゃないのかい？」

「うっ」

　天満は真田に顔を近づける。黒い目に捕らえられ、心の動揺を悟られそうになって慌てて視線を逸らした。「違う」と否定する。確かに柏原と天満の親しそうな様子は少しばかり気になった。

　でもあの時感じた動揺は……。

「じゃあ、なんで拗すねていたのかな？」

　尋ねられ、「その……」と口ごもる。弱みを見せたようで言いたくない。それでも、

（焼き餅を妬いたと思われるよりはましだ）

　決心して天満を見た。

「あんな有名人とあんたが大学の同期なんて知らなかった。それで俺はあんたのことを全然知らない、って思ったからだ」

　天満はぴくりと眉を動かし、腰を引いた。

「君は僕のことを知らないって？　ここまで親密になっておきながら面白いことを言うなあ」

「そうじゃなくて、俺は本当のあんたのことを良く知らないんだ」

「じゃあ、君の知っている僕ってどんな男なんだい？」

　天満は面白そうに真田を見ている。

「警察医で、エリートで、洞察力がある。でも人を馬鹿にしてる。言い方がちゃらんぽらん。反社会的、信用できない」

　ふむふむ、と天満は微笑みながら相槌を打つ。

「それから？」

「合気道十段。料理が上手い。麻雀もできる」

　なんでもできるから癪にさわる、とは付け加えなかった。

　なるほど、と天満はうなずく。

「その……セックスも巧い。キスも」

「それは大変な褒め言葉だねえ」

　離れていた天満の顔が再び近づいてきた。

「それだけ僕のことを知っていたら充分じゃないのかい？」

「でも……」

　全然足りない、という気がする。

　天満はじっと真田の瞳の中を覗き込む。

「足りないのかい？　だとしたらひょっとしてそれは僕のことをもっと知りたいという意味かい？」

　自分でも気づいていなかった本心を言い当てられ、真田はうっと息を呑んだ。次の瞬間、男の両手が肩に掛かり、ベッドにフォールされる。熱い唇が押し当てられ、口腔を犯された。激しい口づけに息ができず、喘ぐ。

「な、なんだよっ」

　抗議の声にも構わず、天満は真田の口を貪る。息を盗まれ、唾液を吸引される。酸素が足りなくなって、頭が痺れてきた。

　やがて唇を離されると、真田は天満の胸に身体を預けていた。

「可愛いことを言ってくれるなあ、もう一度やりたくなったよ」

「言ってないよ！」

　はあはあと酸素を補給しながら真田は胸の中から天満を睨んだ。

「知らないと言っただけだ！」

「ふうむ、頑固だなあ。そこがまた可愛いんだが」

　笑いながら天満は真田の身体を抱え直す。顎に指をかけた。

「それより今日、家であった揉め事とはなんだね？」

「揉め事なんかない！」

「でも、逢ったとき冴えない顔をしていたよ？　喧嘩でもしたのかい？」

　別に、と真田は顔を背けた。硬い口調で答える。

「喧嘩なんか。ただ、見合いをしろと言われただけです」

　天満はぴくりと肩を震わせ、真田の顔を覗き込んだ。

「見合いだってえ？　まさか君、その話を受けるつもりじゃないだろうね？　冗談だろう？」

　非難がましい声音に真田は「なぜですか？」と訊き返す。

「俺が見合いをするのは変ですか？」

　やれやれ、と天満は首を振る。

「だって君は僕と付き合っているんだろう？　ゲイなのに女と結婚する気かい？」

（ゲイ？　俺が？）

　天満と付き合っているのは事実だ。だがゲイと決めつけられるのには抵抗がある。

（左遷の原因だったのに、この俺が？）

　顎を引くときっと天満を見返す。

「俺はゲイじゃない」

　天満はその答えに再び眉を動かした。

「おいおい、僕とセックスをしておいてゲイじゃないとは」

　違う、と真田は首を振る。

「セックスはできるんだ」

　それはもちろん、相手が天満だから。巧い・下手ではなく。

（男はあんたとしかやっていない）

　というか、他の男とはできないだろう。

　それを告げるのもやっぱり癪にさわる……。

　真田は口を噤んで天満を見上げた。ぎゅっと唇を引き締める。

　沈黙を続ける真田に天満は質問を投げかける。

「セックスはできるって、じゃあ僕は君のセフレかい？　やれやれ、目的は欲望の処理だけかな」

　目の前で黙りこくっている可愛い顔を天満は見下ろした。

（さっきまであんなに素直によがっていたんだがな……）

　それも単に性欲だけなのかと思うと、胸のあたりに何かがつかえたような気分になる。わざと明るい口調で言い放った。

「確かに若い子はすぐ溜まるからねえ。君もいくら抜いてあげても足りないぐらいだし、気持ちは判るけどねえ。だったら風俗にでも行ったらいいだろうに？」

（風俗だって？）

　そんな趣味はない。

（というか、好きじゃない奴とセックスなんて！）

　そんなことは考えたこともない。ぐっと顎を引いて答えた。

「俺はソープにだって行ったことがありません！　警官ですから！」

「そういうことじゃないと思うんだが……まあいい」

　溜め息をつくと天満は真田の肩に手を掛け、自分から離した。

「それより誰に見合いをしろと言われたんだい？　君の大好きな母上からかい？」

「いいえ、兄からです」

　猫の喉をくすぐるかのように、天満は指で真田の顎を擦る。

「そういえば、君は僕に抱かれて兄上の名前を呼んだっけなあ。それも二度も」

　二度？　真田は眉を寄せる。そんな記憶はなかった。

「覚えていないんだねえ。一度目は酔っぱらって背中の上で。二度目はセックスが終ったあとで、だよ。ひょっとして君はブラコンなのかな？」

　さらりと言われ、むっとして真田は天満の指を払いのけた。

「俺はブラコンじゃない」

「だったらいいんだけどね」

　天満の探るような眼に真田は胸がどきんと躍る。昼間、座敷で正志に眼をのぞき込まれたときに同じような動揺を覚えた……。

（いや、こいつは兄貴には似てない）

　正志が持っているいやな部分がない……。嫌味だし、エリートだけど、そして人をおちょくったりするけれど、本当は優しい……。子供や老人にも。真田を見下したりは決してしない。

（だが、ということは……）

　こうあって欲しい、という姿に俺は重ねてるんだろうか？

（まさか！　それじゃ本当にブラコンじゃないか！）

　かっと頬に血が昇ったのを感じ、慌てて真田は横を向いた。

「やれやれ、考えが顔に出る刑事、ってどうなんだろうねえ」

　再び顎に指が置かれ、力が込められる。ぐいと顔を正面に向かされると同時に熱い唇が押し当てられた。

「あ、あっ、も……」

　やめろ、という間もなく関節を取られ、抵抗を封じられる。足が開かれ、あそこを硬いものに貫かれる。すぐに快楽を引き出され、真田は喘ぎながら天満の首にしがみつく。

「真田君……本当に君は手強い恋人だよ……」

　男の呟きの意味が判らぬまま、真田は腰をゆらめかせ、嬌声を上げていた。







　　　　　　　　　　５




「どうしよう、捜査本部帳　　場なんてこの十年、立ったことがないのに。フルちゃん、やっぱ、本店の連中はまず料亭で接待したほうがいいかな？　ほら、あのミシュランで星を取ったとことか。あっ、あんな高いとこ、無理だよねえ。慣れないから機嫌を損ねやしないかと、もう心配だよ」

　おろおろと歩き回る丸山署長に古沢刑事課長はやや呆れた眼を投げかける。

　刑事部屋にはほぼ全員が揃い、緊張の面持ちでいる。それもそのはず、もうじき警視庁捜査一課特殊犯捜査第二係から捜査員がやってきて、捜査本部が設置されることになっている。

　もちろん、テラポート社社長柏原が被害届を提出したためだ。

「署長はどっしり構えていてください。この所轄に事件がないのは我々の努力のたまものですと胸を張るべきですよ」

　それでも丸山署長はハンカチを取りだして額の汗を拭く。

「だけどねえ、事件の解決が長引けば支店のせいになるのは目に見えてる。それだけじゃない、お金だってかかるんだよ？　ねえ、只見ただみ係長？」

　後ろに控えていた総務部会計課の只見係長は丸い鼻にあらためて眼鏡を載せ、手元のファイルを捲った。

「はあ、なんといっても捜査員の弁当代や詰めている新聞記者へのドリンク代、布団の賃貸料など、余計な出費がかさみますからね。一年かけてちびちび貯めた剣道大会の祝賀会費用にも食い込まないとも限りません」

　丸山署長は大きくのけ反って舌打ちした。

「今年は悲願の優勝を果たし、華々しい祝賀会をあげるのが夢なんだ。みんな、祝賀会費が削られないように頑張ってくれよ」

　相変わらず退職の花道を飾ることしか考えておらず、刑事課の面々はやれやれといったふうに署長から視線を逸らす。

「それに武道場に布団を敷いて寝ることになったら、剣道の練習も滞る。なんとか早く解決しなくちゃ！　頼むよ、いいな！」

　冷たい雰囲気に気づかず、署長は檄げきを飛ばした。

「準備ができましたよー」

　交通課の若い婦警が戸口から顔を出して皆を呼ぶ。三階の第二会議室にに捜査本部が置かれる予定で、真田以下、署員たちは刑事部屋を出るとぞろぞろ階段を上がっていった。二十畳ほどの部屋には長机とパイプ椅子が並べられ、入り口のところにはコーヒー缶が積まれている。

「天満先生からの差し入れです、皆さん、一本ずつ取ってお入りくださいねー」

　モモコ巡査がホワイトボードを引きずりながら指示し、丸山署長は「そうか、被害届を出したのは天満先生の知り合いだったもんな」とうなずく。

「なんとか弁当代もカンパしてもらえないかなあ」

　萩原は「ケチ」と呟くと署長の脇を擦り抜け、すでにパイプ椅子についていた真田の隣へやって来た。丸めたスポーツ新聞で肩を叩く。

「なあ、真田、お前、色々聞いているんだろう？　ちょっと情報を漏らせや」

「俺は別になにも」

　それは嘘だ。昨日の朝一番、天満のマンションを柏原は約束通り訪れ、説得されて被害届を出す決心をしたのである。もちろん前の晩に腰が抜けるほどセックスをたっぷりし、そのまま帰れずにお泊まりをした真田も同席していた……刑事である身分を隠し、「恋人」として。しかもバスローブ姿で、二人とも並んでソファに座り……。

（ありえない！）

　思い出し、真田は顔から火が出そうになる。

　だが腰がくたくただった真田は、ソファで天満に抱き寄せられてもさっと立上がって離れることができず……。

　仕方なく平静を装って並んだまま柏原の話を一緒に聞いたのだった。

「柏原、この子と僕の間に隠し事はいっさいしないと約束しているんだ。つまりは一心同体だよ、だから安心してくれよ」

　天満はそう言い通し、柏原も受け入れたというわけだ。

（あいつは何を考えているんだろう……）

　真田の身分を隠しているのはたんに恋人が刑事ではまずい、という理由からではなさそうだ。何か天満には策があるに違いなかった。まるで見当も付かないのが癪にさわる。

（俺は本職なのに！）

　話が済むと柏原と共に天満はただちに大川署の署長室へ向かった。そこから先は真田も知らない。ただ、「株価などに影響が出ないよう、極秘のうちに捜査を進めること」という条件を今までの警察医としての貢献度をたてに天満は出したらしい。

　被害届は受理され、警視庁へと捜査が一任された。そこで今日の「捜査本部設置」である。

（なんで俺のことを伏せているんだろう……俺が地取りとかに行ったら面が割れるに決まってる）

　考えながらコーヒーを飲んでいると、署長が窓へと近寄る。

「あっ、本店がやってきた！　フルちゃん、お出迎えだ！」

　黒塗りの車が何台も連なって署の表玄関に到着する。

　やがてぴしっと黒いスーツを纏った男達が隊を組んで会議室に入ってきた。

　ボードの脇の机には管理職がずらりと並ぶ。前のほうの席にどやどやと座ったのは一課の刑事たちだ。叩き上げの彼らはノンキャリの憧れの的で、真田もじっと広い背中を凝視した。かつては真田も本店勤務を夢見ていたのだ……配属されていた東池袋署の署長を殴ってからその夢は泡と消えたが。

（それにしても所轄だけの捜査会議ではなく、いきなり捜査本部とは……やっぱり今をときめくＩＴ産業の大会社だからなのかな）

　長机の中心に座った三十代後半と見られる男性が目礼をした。七三に前髪を分け、肩幅は狭く小柄だが、がっちりとした顎に太い首、ＴＶドラマの刑事そのものだ。

「捜査一課管理官佐伯さえきだ」

　続いて右隣の肩幅の広い男が目礼をした。オールバックの髪、細面の顔に切れ長の鋭い眼。いかにもキャリアといった冷酷そうな男で、真田は自分が殴った男を思い出す。

　男はぐるりと室内を見渡す。目礼をした。

「捜査二課理事官鷺沼さぎぬまという。よろしく」

　その瞬間、所轄の面々に緊張が走った。

（二課の理事官だって？）

　二課は企業ぐるみの犯罪や政治家の汚職・詐欺・横領などの知能犯担当で、企業恐喝事件に二課が絡むのは希ではない。だが理事官と言えば課長の補佐をするＮＯ・２の地位にあり、よほど重要事件でなければ現場に出ることはない。それが現場の指揮を取る管理官を飛び越えて理事官のお出ましとなると、なにか恐喝の裏にもっと大きなものがあるかもしれない。そういった憶測が真田達の頭をかすめた。そして一課の管理官がいかにも嫌そうな顔を隣の男に向けるのを目撃し、事態はいっそう複雑なのだという予感が走った。

（二課は招かれざる客というわけか）

　古沢刑事課長が被害届の概要を説明し始める。

　真田が昨日聞いた事実とほぼ同様で、要するに柏原社長のもとに脅迫状が送りつけられたというわけだった。

　ある朝、社長秘書が郵便物の整理をしていると、一つからＣＤＲＯＭが出てきた。会社の封筒で、むろん差し出し元は会社の住所が印刷されている。宛名は「社長親展」とインクジェットプリンタで印刷してあった。

「記録されていたのは一連の数字で、秘書には意味が判らず、とりあえず社長を呼んで見せたところ……」

　真田の頭には柏原の言葉がみよがえる。

…………マンションのリビングで柏原は苦悩に顔を歪ませながら説明した。

「その数字の羅列られつは俺のパスワードだった。俺は毎日、パスワードを変えている。俺だけしかアクセスできないファイルがあって、そのセキュリティを守るためにね。そのパスワードの履歴りれきだったんだよ……」

　つまりはこのディスクを送りつけた人物は、会社の一番中枢にアクセスし放題だった、という宣言なのだった。

「他の社員達も一ヵ月に一度、パスワードを変更するよう、推奨している。二ヵ月以上の変更がないと警告が行くようになっていて、警告を無視すると」

「クビか？」

　まさか、と柏原は手を振った。

「さすがにそんなこと、労働法が許さない。だが個人ファイルに記録され、勤務評定のさいには参考にされる」

「個人ファイル……」

　天満は何か閃いたらしく、真田の腰を撫でる手が止った。眼で問いかけると「しっ」と耳に息を吹き込まれ、思わず身体を震わせる。

　天満は笑いながら真田のうなじに顔を寄せた。

「真田君、難しい話はもうじき終りだからねえ、我慢しなさい。すぐにたっぷり可愛がってあげるからね」

「天満、真面目に聞いてくれ」

「悪い、悪い。この子はお盛んでねえ、年の離れた恋人はいいけど、こっちもお相手には苦労するよ」

　哀願する柏原に天満は鷹揚に笑ってみせた。だが眼には鋭い光が宿っている。

「それより柏原、一ヵ月に一度なら解るがパスワードを毎日変えるというのはどうなんだ？　君自身がそれをどう決めている？」

　続けて発せられた天満の質問は当を得たものだった。

「もちろん、自分で忘れてしまったら話にならない。だから変えかたにも一連の法則性があるだろう。日付・その他から類推されたということもあるんじゃないか？　すなわち一度法則を見破られたらされたら、逆にセキュリティを破るのは簡単にならないか？」

「ああ、その通りだよ、だから実は来月から指紋か虹彩か、とにかく生体認証を取り入れることになっている。そのことは社内にも公表済みだ」

　その前に、という時期の意味するところはやはり社内にその犯人がいる、ということなのだ。そう真田は取った。もちろん会社の封筒を使った、ということも、自分が獅子身中の虫であることを知らせるためかもしれない。

「やはりお前の言う通り、犯人は内部にいると考えてもいいのかな？」

「それはどうかな、裏をかいて逆かもしれない。今の時点で結論するのは難しい。で、犯人からの要求はあったのか？」

　天満が尋ね、柏原は苦渋の表情を浮かべ、うなずいた。

「昨日の朝、秘書が……」

　今度も会社の封筒で、秘書は直ちに社長室へとそれを運んだ。中身は実にアナクロな脅迫状で、なんの変てつもないレポート用紙に新聞の活字の切り抜きが貼られていた……。

　そしてそこには…………。

「そこまでで何か」

　古沢課長の声が途切れ、はっと真田は意識を現在に戻す。

　一番前の席に座っていた捜査一課の刑事が手を挙げた。

「ＩＴ産業の会社にそんな脅迫状とは不釣り合いですね」

　佐伯管理官はじっと発言者を見る。

「コンピュータ従事者なら電子メールなどを使うのではないでしょうか？」

「それが違うんだな」

　反応したのは鷺沼理事官だった。

「君たちは知らないだろうが、ウィルスを警戒して会社などでは発信元の不明なメールを決して開けることはない。一般の会社ならいざ知らず、ＩＴ関連の会社だ、当然そういったセキュリティは厳しいはずだ。それにメールであれば発信元を逆に辿られる。ネットカフェを利用しても十分辿ることは可能だ。プリペイド携帯という方法もあるが、どちらにせよせっかく送っても開けられずに削除される可能性は高い。逆にこのアナクロな形態が確実に相手に届くしかつ一番、特定しづらいんだよ」

　明快な論調にざわめきが上がった。

「さすが、二課だな……知能犯相手ってこういうことなのか」

　萩原が囁くが、真田は鷺沼課長から目を離せなかった。

（天満も同じことを言っていた……）

「現在、鑑識で封筒・便せん・ディスクを分析中ですが、どれも汎用タイプで特定は難しそうだとのこと。またもちろん指紋は社長及び社長秘書のものしか出ていません」

　その後も幾つかの質問と応答があり、最終的に佐伯管理官が口を開く。

　捜査の道筋をどう立てていくか。

　新聞記者への対応はどうするか。

　被疑者を絞り込むための手段。

「当然、内部のものと外部のものに分けねばならない。そして過去に会社を辞めたもの、解雇されたものも当然含まれる」

　それはおびただしい数の人間、という意味で、会議室にはいやな雰囲気が漂い始める。ふいに隣に座っていた萩原が挙手をした。丸めたスポーツ新聞で自分の肩をゆっくりと叩く。

「所轄の萩原ですが。どうもこのものものしい捜査本部設置がいまいち、納得がいかんのですが」

　いつもののんびりとした口調に真田は驚いて萩原を見た。萩原は飄々とした顔つきだが、眼は管理官をじっと見据えている。

「脅迫状の内容も現実味が乏しい。『６億用意しろ』。これだけで、接触方法にも言及していない。いたずらの線は捨てきれんと違いますか」

　管理官は眼を細め、ちっと舌打ちをした。ショカツはこれだから、という露骨な侮蔑の表情を浮かべる。

「わかっていないな、社長のパスワードが向こうにあるということは、すべての情報が人質になっているということなんだ。今の時代、人質は情報なんだよ。そしてその情報が漏れ出せば、もちろん会社の責任ではあるが、人質を取り戻せなかった我々警察の面目も潰れるんだ。いたずらだろうがなかろうが、被害届が出た時点で下駄は我々に預けられたんだ」

　佐伯管理官は強い口調で一気にまくし立てる。

「一課でも会議を開き、対応を検討した結果のことだ。個人情報保護法の施行以降、メディアを含めての注目度は大きい。失敗は許されない」

　萩原は「了解しました」と答え、椅子に座る。真田に片目を瞑った。

「こういう場合、本店の本音を引き出さんといかんのさ。八重洲署でもしょっちゅう帳場が立ったが、同じように質問したもんだ」

「では今のは……」

「本店の言い分がわかったってことよ。失敗すればショカツのせい、それも時代についていけない連中だからってことだ。しかも本店ではこの件を重要視してる。なぜか知らんが、まだ隠されてることがありそうだ」

「そんなことまでわかるんですか、ショーさん！」

　萩原はいつもの人の良さそうな笑顔でにやりと笑った。

「お前はまだまだひよっこだなあ。ていうか、正直もん、て顔してるしな。刑事としてどうよ、とは思うがなー」

　天満と同じことを言われ、真田は頬を紅潮させる。

「俺はそんな顔ですか！」

「いいんじゃないの、可愛いし」

　でもまあ、と萩原は呟いた。

「なるほど、『人質は情報』か。いかにも今風だな」

　その後も幾つかの質疑応答があり、最後に管理官が「あとは班に分かれての捜査会議だ」と宣言する。

　真田が萩原と共に刑事課に戻ろうとすると、丸山署長が「真田君、ちょっと」と呼び止める。

「二課の理事官が内密に話があるそうだ」

「え、自分にですか」

「署長室を使うよう言ってある」

　わざわざ理事官がなぜ、と真田は警戒心を抱きながら署長室へと向かった。

　ノックをし、入ると、正面の窓際には大きな木製の両袖机があって、壁の長押部分には歴代署長の写真が額に入ってずらりとかけられている。さすが、警察組織創生期からの伝統ある所轄署だけあって、額はほとんど部屋を一周している。鷺沼課長は中央の応接セットに足を組んで腰掛けていた。

「真田巡査部長か」

　鷺沼は細い眼で真田を見上げる。直立不動のまま、真田は舐めるような視線に耐えた。高い位置から見下ろさないよう、長押の署長達を見る。キャリア風の若い署長、叩き上げなのであろう定年間近の署長。どれもひどく得意そうな顔だ。

「君の武勇伝は知っているよ。西園寺さいおんじを殴ったそうだね」

（西園寺……）

　東池袋署長の名を聞き、真田は背筋に悪寒が走った。強張った表情を見て鷺沼課長はくすりと笑いを漏らす。

「西園寺と僕は同期なんだよ、あいつは先に警視正になったがね。鼻持ちならないいやな奴だったから、あいつを殴った君には一度会ってみたいと思っていた」

「それでお呼びになったのですか」

　乾いた声で尋ねると「もちろん違うとも」と返る。

「君には特別任務についてもらおうと思ってね。それで呼んだのだ」

「特別任務？」

「潜入捜査だよ」

　真田は思わず直立不動のまま、鷺沼理事官を見下ろしてしまった。

　元々理事官は課長を補佐する役職で、現場のエキスパートが就くのが慣例だ。しかし企業犯罪や贈収賄など、社会的影響の大きい事件を扱う二課は特別だ。ここはキャリアの指定席であり、内偵捜査や検察庁との合同捜査決定権など特別の権限を持たされている。潜入捜査を命じることは十分あり得るが、

（それにしても……）

「なんのために？」

「色々あるんだよ。このたびはなんとしてもテラポートの企業価値を下げてはならないのだ。理由を語るつもりはないが。わざわざ出てきたのは、君の顔を見たいからではないよ。一課の管理官ごときに首を突っ込まれたくないからだ」

　キャリアである鷺沼理事官は管理官より上の地位とは言え、階級から言えば佐伯管理官と同じ警視だ。しかしノンキャリの佐伯管理官にとっては警視は到達しうる最高地点で、よほどのことがなければその上の警視正に昇進することはない。一方、鷺沼にしてみればまだこれからピラミッドの頂点へ向かって昇っていく通過点に過ぎず、雲泥の差だ。「管理官ごとき」発言は本音に違いない。

　真田はまじまじと鷺沼理事官の酷薄そうな顔を見る。

「そんなことを一介の巡査部長の前で口に出しても宜しいんですか」

「君は組織の中では未来がない身だからね」

　簡単に評され、真田はぐっとなった。

（その通りだけど……本当にキャリアって鼻持ちならないな）

　それより、と鷺沼は眼を細めた。

「私の手足となって働けば、その未来を取り戻してやろう。どうだ、いい話だろう？」

「では……」

「ああ、本庁に呼んでやる」

　それにしても、と真田は顎を引いた。

「どうやって潜入捜査を行うのですか」

　鷺沼はその問いに答えず、足を組み替えると、逆に尋ねる。

「君は真田ホールディングスと関係があるんだね。調べさせて貰ったよ」

「はい」

　この場合、そう答えるしかない。

「ホールディングとは持ち株会社の意味だ。知っているか」

「はあ？」

　経済用語と今回の脅迫とどう繋がるのだ、と真田は内心首を捻る。

「つまり親会社は子会社の株の大半を有し、それで支配するわけだ。逆に言うと、株の売買だけで合併や吸収を簡単に行うことができる。君は真田ホールディングスの子会社の株を売ると柏原社長に持ちかけるのだ」

「それはつまり……」

　鷺沼の作戦えが読めて真田はぐっと肩をいからせた。

「俺に家の力を借りろと言うわけですね」

「そうだ、君は真田ホールディングスの重役として、柏原社長に近づくのだ。内部から脅迫者に迫れ」

「社長を疑っているのですか？」

「そうではないが、脅迫者との取引の可能性もある。それに敵を欺くにはまず味方から、と言うだろう？」

　鷺沼の目が光る。

「成功すれば本庁勤務だ。本庁勤めを何年かやれば、警備会社の社長に納まるのにまことに都合がいいのではないか？　さらに私が口を利けばＶＩＰや重要なイベント警備の受注など思いのままだぞ？　私は一年後には警視正に昇進して警備部参事官になる予定だしね」

　真田は息を呑んだ。

（なぜ、それを……）

　いや、調べるつもりならどんなことも探り出せる。それが警察組織だ。正志の警備会社を買い取る計画など、お見通しなのだろう……。

（冗談じゃない！）

　正志の言うなりになるつもりもないが、家族を丸裸にするような連中の言うことを聞くつもりもない。

「お断りします」

　鷺沼は特に怒ったふうもなかった。

「即答だな。時間をやろう」

　手を振って「出ていけ」の仕草をする。ここで重ねて「絶対引き受けない」などど逆らっても意味がないと、真田は敬礼をして部屋から出た。









「ふうむ、それで君は潜入捜査を引き受けたのかい？」

　目の前では板前が天麩羅を揚げている。揚げたてを食べさせる有名な店で、畳敷きの座敷にカウンターが設けられ、そこは一段と低くなっている。客は椅子席のように足を降ろして食事をすることができる。

「地元では話ができないから」との理由で銀座まで足を伸ばし、天満は老舗の天麩羅屋を選んでいた。今夜の天満は英國屋のオーダーメイドスーツで、とらやの白いパナマ帽を膝に載せている。銀座の老舗の若旦那、といった服装だ。

　天満の質問に真田は硬い表情で答える。

「断りました」

「ではどんな仕事をするんだい？」

　守秘義務に反するのでは、と思ったが、元々天満の説得で柏原は被害届を出している。事件の当事者といっても差し支えない、と真田は結論する。とは言え、「なにも」と答えなければならなかった。

「なにもって？」

「俺はどこの捜査班にも入っていないんです」

「干されたのかい？」

「そうとも言えます」

　あのあと、本店特殊犯の刑事達は所轄を伴ってそれぞれの仕事へと散っていった。

　ある者は社長宅に逆探知装置を仕掛けるためＮＴＴへ、ある者はテラポート社人事課へ過去の退職者名簿を貰うため。

　知能犯係はテラポート社の財務調査に入っている。ライバル社の調査に乗り出した者もいた。

　だが真田は。

　会議室に戻ると「お前は二課付きだろう」と一課の管理官に冷たい眼で見られ、天満の表現を借りれば「干された」のである。

「つまり君は二課理事官の元で潜入調査を行うことになっていて、それ以外の選択肢はないわけだ」

「そうとも言えます」

「海老です」と板前の声が割って入り、和紙を敷いた皿に揚げたての海老が供された。

「塩でどうぞ、赤穂の天然塩です」

　天満は箸で摘むと口に放り込む。

「うん、美味い」

　真田は海老を見つめるだけだ。

「君はキャリアをよく敵に回す男だねえ」

「敵に回す気なんかありません」

「じゃあ、キャリアの言うことを聞かない頑固者」

　むっとして真田は睨む対象を海老から天満へと移した。

「お兄さんに話して、計画に協力して貰ったらどうだい？　お兄さんは真田ホールディングスの役員じゃないか」

　天満の助言にも真田は硬い表情で首を横に振る。

「もし自分が今回、兄の力を借りれば、必ず代償を求められます。兄はそういう男です」

　長い鉄箸がマシュマロのような丸い揚げ物を皿に載せる。

「アイナメのすり身です。中に銀杏とキクラゲを入れてあります」

　言いながら板前は先ほどからまったく手を付けていない真田に不安の目を向けた。

　天満は「まあ食べなさい」と真田を促す。

　真田はやっと箸へ手を伸ばした。

「代償ってなんだい？」

「見合いですよ、決まっているでしょう」

「うわー、それは絶対だめだ。そんなことになったら、僕は悲しくて死んでしまうよ」

　ふう、と天満は息を付き、お猪口を取り上げ、くいと空ける。

「うん、美味い！　さすが十四代！」

　こいつ、と真田は天満を睨んだ。

「あんたは本当にちゃらんぽらんだな！　俺のことなんてどうでもいいんだろう！」

　すっくと立上がろうとしたが、何しろ腰を掛けている状態なのでカウンターに膝が勢いよくぶつかる。

「あいたたた！」

「もうやんちゃな子だねえ、ヨッシーは」

「その呼びかたはやめろ！」

　いいから、と天満は真田の肩に手を置く。

「とにかく急せいてはことをし損じる、腹が減っては戦はできぬ、だよ。せっかくの天麩羅がもったいない、まず食事を終えてから作戦会議だ」

　確かに腹が減っている。朝から口にしたのは水と天満の差し入れの缶コーヒーだけだ。

　真田は溜め息をつくと、また座り直す。

（こいつの言うことは癇しゃくに障さわるけど正しい）

「わかりました、いただきます」

　板前がやっと笑みを浮かべる。

「へい、じゃんじゃん揚げますからね！」









　硬い杭の往還と共に奥から熱が昇ってくる。粘膜がとろとろに溶けて杭に絡みつく。掻き回されると柔らかく液状になった内部に渦が生じる。渦巻きはやがて大きくなって、全身を呑み込んでいく。それでもいつものように頭の中が真っ白になることはなく、真田は片隅に何かを抱えたまま、男の首にしがみついていた。

　ふいに回していた腕が解かれる。シーツに肩を押しつけられ、黒い瞳がじっと真田を捕らえる。

　イサム・ノグチのスタンドから淡い光が差し、寝室の中は十分表情が解るほどの明るさだ。

　天満は怪訝な顔で真田を見つめている。いったん腰の動きをやめ、真田の身体を抱え直した。

「どうした？　集中できない？」

「え……」

「何を考えているんだい？」

「別に」

　ぷいと枕の上で横を向くと、「やれやれ、しょうがないねえ」と溜め息が振ってくる。

「気になることがあるんだね？　さっきの話だろう？　そんなに本店勤務がしたいかい？」

　え、と視線を戻し、真田は間近の男を見た。

「そんなんじゃない！」

　そんなことが気になっているのではない。潜入捜査はいいアイディアだとは思う。

　ただ、実家の力を借りるのがいやなだけで。

（でも犯人を確保するためにどうしてもしなくてはいけないとなったら……）

　そうするしかないのか。そのことが真田を悩ませていた。

（正志兄は見合いを押しつけてくる……）

　そう、見合いのことも真田を悩ませる理由の一つだ。

　いったん見合いをすればどうしても結婚しなくてはならない。最初の相手とは限らないが、何回か重ねればいずれは。

　となると、天満とは……。

　ずきりと胸が痛み、慌てて真田は言葉を吐き出した。

「俺はどうしたら犯人を捕まえられるかと」

「なるほど、刑事だものねえ、仕事のことが頭から去らないわけだ」

　からかうつもりか、と真田はぎゅっと口を尖らせる。だが天満の表情は真面目だ。

「僕に抱かれながら仕事のことを考えている恋人なんて、初めてだよ。本当に君は手強いなあ」

「俺は別に……」

「この前は兄上の名前を呼ぶしねえ。セックスのときに僕のことだけを考えていないと、お仕置きしちゃうよ？　いや、セックスのときだけじゃない」

　最後のほうは独り言のようにフェイドアウトし、聞き取れなかった。

「え？」

「いや、なんでもない」

　天満は抜挿ばっそうを開始する。しがみつこうと腕を伸ばす真田を反対に押し退け、身体を横へと回した。

　足を太股のところで交叉し、胸の中に閉じこめる。ぐいと腰を突き上げた。

「あっ、そんな、とこっ」

　不自然な角度で抉られ、避けようと真田は背中を反らす。だが天満の分厚い胸に阻まれ、杭はやはり同じ場所に打ち込まれる。

「あっ、あっ、あたるっ、あたるっ、や、だ、そこっ、あっ、や、い、いいいっ」

　あの場所に当たったままぐるりと腰を回され、悲鳴を上げる。

「で、る、でるっ、あああああっ、ああっ、ああっ」









　硬いものを引き抜かれ、真田はなんとか瞼を開けた。

　天満がバスローブで自分の下腹を拭っているのが見え、真っ赤になる。

「お、お、俺、その……も、も……」

「大丈夫、失禁はしていないよ？」

　くっそー、と真田は手に触った枕を引き寄せ、天満の顔へと投げつけた。天満は笑いながらひょいとかわす。

「なんであんなとこ、したんだよ！」

「あれえ、良かったんじゃないのかい？　それにしてもたくさん出たからねえ、驚いたよ。ひょっとしてそれで勘違いしちゃったかな？」

　顔から火が出そうになり、真田は周りを見回したがもう手近に投げるものはなかった。

「くそー！」

　まだ下半身には力が戻らない。足で蹴ることもかなわず、真田は天満にやすやすとまた抱きしめられてしまった。

「君の弱点を見つけたようだね」

　笑いながら天満は真田の顎を指で上に向かせる。真田はうーっと天満を睨んだ。

「俺が別なこと、考えてたからお仕置きしたってわけか？」

「とんでもない」と天満は唇を重ねる。しばらく息を交換したあと、上体を起こし、離れた。バスローブを羽織ると、ベッドから降りてバルセロナチェアへ移動した。オットマンに片足を乗せた。

「言ったろう？　腹が減っては戦はできぬ、と。食欲と性欲を満たしてから作戦会議だ」

　まだ怒った眼の真田にくすりと笑う。

「気が散っているようだから、高等テクを使ったまでだよ。あっと言う間に達けたろう？」

　くそ、と睨みつけても事実は曲げようがない。今までの行為は天満にとってはお子さま相手だったのだと気づいた。

（セックスでもまるで適わないのか……）

　惨めな気分になって天満をうかがうと、天満は真面目な表情で腕組みをしている。

「潜入捜査、ねえ……君を柏原に刑事と紹介しなかったのはその役をさせるためだったんだけれど」

「ええっ、そうだったんですか」

　驚く真田にちらりと天満は眼をやる。

「というか、だいたい君は刑事に見えないからね、潜入捜査にはぴったりだ。ショカツの刑事を使うだろうとは思ったが、持ちかけてきたのが特殊犯係ではなく、まさか本店二課とは……これこそ想定の範囲外、という奴だねえ」

　まあいい、と天満は椅子から離れるとベッドサイドに立ち、真田を見下ろした。

「ところで君、パソコンは少しはいじれるかい？」

「まあ、並には……ＳＥというわけにはいきませんが」

「それは上できだ。相手はエキスパートだからね」

　天満は真面目な表情のままうなずく。

「僕も柏原の話を聞いていろいろ考えるところがあった。とにかく君は干されているんだし、明日、僕と一緒にテラポート本社へ行こう。僕は産業医としてだがね」

「俺はなんに化けるんですか？」

「おお、わかっているねえ。僕の助手だよ、データベースを作成するための助手、としておこう」

「データベース？」

「それよりも、となると作戦が終了するまで、君は僕と一緒に住まなくてはいけないなあ。いいねえ、毎日、楽しいことができる」

　天満ははらりとバスローブを払い落とす。すでに臨戦態勢になっているものが現れた。

　えっと真田は慌てて上体を起こした。

「なんでだよ！」

「だって、僕の助手が警察の独身寮に帰るわけにはいかないだろう？　犯人が内部にいたら相手に警察官と知れてしまうよ？」

「それはそうだけど……」

（こいつと一緒に毎日……）

　なぜかひどく緊張してきて、真田は焦った。天満を見上げ、固まる。

（一緒に暮らす……）

　朝起きて、おはようと言って、朝食を食べて……。

（そんなのっ）

　それじゃまるで新婚夫婦じゃないか！

　新婚という言葉に真田はかっと頬を紅潮させる。天満はぴくりと眉を動かした。

「僕と毎日セックスするのはいやかい？」

「そういうことじゃないよ！」

　急いで否定すると、天満はくすりと笑いを漏らす。

「なるほど……毎日してもいいんだね？」

「そういうことじゃないって言ってるだろ！」

「じゃあ、なにが問題なのかなあ？」

　恥ずかしいんだ、とは言えなかった。口ごもっていると天満の身体が覆い被さってくる。抗う間もなくシーツに押し倒され「作戦会議だろう！」とわめいた。

「作戦会議はもう終ったじゃないか、これからがお楽しみだ。今度は君のいいところを充分に可愛がってあげるよ」

　それとも、と耳元で囁かれる。

「さっきのあそこがいいかな？」

　醜態が蘇り、真田はまっ赤になる。もうあんな簡単に降参したくない。

「いやだ！　あそこは……」

「じゃあ、どこがいい？」

「どこだっていいよ！　あそこじゃなければ！」

　天満は笑いながら真田の太股に手を掛ける。足を開かせると、身体をその間に割り込ませた。

「君は本当は素直な子なんだね……」
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　十五階の大きく開いた窓からは隅田川を飛び越えて佃島つくだじまの高層ビルが見える。さらにその向こうにはベイエリアの高層ビル群が見はるかせる。

「週に二回が僕の担当だが、あとの三日はＫ大消化器内科から二人、精神科から一人、派遣されてくる。今日の担当は精神科の中島先生だよ」

　天満は自動ドアの前に立つと真田を振り返った。

「君を紹介しておかないといけないな」

　入ったところはロビーになっていて、受付に中年女性が座っていた。

「天満先生、あら、今日はどうされたんですか？」

「実はカルテを整理しようと思ってねえ」

　受付女性が大きくうなずいた。

「それはいいですわ、先生方はすぐにあのカルテがない、とかあれはどこだ、とかおっしゃいますからね」

　苦笑いをしながら天満は「中島先生は？　在室かい？」と尋ねる。

「ええ、まだ誰も見えてませんから、どうぞ」

　こっちだ、と天満は並んだ個室の一つをノックする。

　どうぞ、と声がして、天満は扉を開けた。内部にはパソコンの載った事務机とソファが置かれ、面談室になっている。社員はここで健康相談や検診結果の報告を受けるのだが、それだけではない。

「社員の中には一ヵ月の労働時間が４００時間を超える、なんてのもいるんだ。『過労死』を避けるために、勤務時間が多い社員を呼びだして注意するんだよ」

「どうやって見つけるんですか？」

「勤務時間数はみんな個人ファイルに記録される。超過勤務が１００時間を超えると、自動的にここへ報告される。連絡をしてアポイントを取るんだ」

　説明しながら天満はデスクへと近寄る。机についていた中年の太った男が顔を上げた。

「中島先生、うちの助手の真田君です。実はここでも電子カルテを導入したいと思いましてね、データベースを作ろうと思うんですよ」

「電子カルテ？　ああ、まあここもＩＴだし、いいかもしれませんね。ただ私はコンピュータ苦手ですが、大丈夫ですか？」

　心細そうな男に天満はにっこりしてみせた。

「それはもう、初心者でも大丈夫なソフトにしますから」

　話し終わると天満は真田を隣の個室へと連れていった。同じようなレイアウトで、天満は事務机からカルテの束を取り出す。

「君の仕事は全員のカルテを調べて、受診者のリストを作ることだ」

　受診はすべてアポイント制になっていた。ただ、初回のアポイントは個人ファイルに記録されるが、その後は医者とクライアントとの個人的な約束になっている。

　そして詳細はカルテに記録され、それぞれのドクターが机に個人保管をしている。

　天満は「ＩＴ企業なのだから、医務室もペーパーレスにするべき。電子カルテに移行するための準備」と称して、真田が他のドクターのカルテを閲覧する許可を取ったのだった。

「とりあえずこれからだ」

「わかりました」

　クリニックに戻る天満を戸口で見送ると、隣の中島の部屋に社員が入っていくところだった。顔色は青ざめ、痩せて猫背の若い男だ。

（典型的な過重労働者だな……）

　さっきの天満の話が蘇った。

（過労死寸前か）

　真田はデスクに戻ると教えられたパスワードでログインする。作業を開始した。

　取り立てて大変な作業ではない、と軽く見ていたのだが、これが落とし穴だった。

「医者って奴はどうしてこんなに悪筆なのが多いんだ？」

　大学から派遣されてくる医師は医局人事でときどき変わる。どの医師もおおむねよく言えば達筆、客観的に言って悪筆なのだ。さらにそれに医学用語という素人にはさっぱり解らないテクニカルタームが混入する。それも英語だけでなくドイツ語も混じっているから、スペルさえ推測できない。

「天満の奴もそうだ……」

　癖のある字で、額に入れて飾れば味があるのかも知れないが、かなり判読が難しい。ふう、と真田は溜め息をついた。

「警察学校以来のデスクワークだ……」

　それでも昨日、萩原が電話してきて、同じようなデスクワークをしているとぼやかれている。萩原は財務状態を調べる係に回っていた。「干された」真田に同情して、捜査状況を知らせてくれているのだが、目的は愚痴をこぼしたいからなのだった。

「意外と地味な事件だな……」

　事件の起こらないショカツにしては珍しく派手な事件、と張り切っていたのに。

（ちょっと待てよ？）

　俺は潜入捜査員なんだ、と真田は思い当る。

「カルテ整理は会社に入り込むための方便じゃないか！　馬鹿か、俺は！」

　なんで真面目にやっているんだ、と真田は事務机から離れた。それよりも社内を歩き回ったほうがいいに決まっている。

　左手の時計を見ると十二時。

「ちょうどいい、そろそろ昼だし」

　社員食堂は最上階にあり、全面がガラス窓でテーブル席のほかにソファも置かれ、観葉植物が配置されている。熱帯魚の泳ぐ水槽もあり、ホテルのスカイラウンジといった雰囲気だ。五時からは酒も供される。ＩＴ業界とは言え、アメリカのようにパワーブレックファストやパワーランチだけでは仕事を取ることはできない。日本企業につきものの「ザ・接待」は欠かせず、そのための設備なのだ。二十四時間働くＳＥも夜食に利用しているらしい。

　メニューは画面タッチして選び、読み取りパネルにＩＤカードをかざすシステムだ。真田はハンバーガーとポテト、アイスティーを選ぶと、受け取り口に並んだ。

　社員食堂を利用しているのはおおむね男性ばかりだ。

（なんでだろう？）

　お喋りな女子社員は情報源にはうってつけなのに。

　男子社員はオタクふうがほとんどで、みな、背を丸めて孤独に食事をしている。「ご一緒しませんか」とは容易に言い難く、仕方なく真田は一人、食堂の片隅に席を取った。

　ハンバーガーもポテトも箱に入っていて、

（キーボードを操作しながらでも食べられるようになっているのかな）

　観察すると、ヤキソバやうどんなどもカップ入りでフォークが挿してある。社員食堂定番のショウガ焼き定食や焼き魚定食などのメニューも完備しているが、あまり注文する人はいないようだ。

（社員の平均年齢が三十以下、って社長が言ってたな……さすがＩＴ企業だ）

　ふと、少し離れた席に三人組の若い女子社員がいて、ちらちらと真田を見るのに気づいた。ショートヘアの一人には見覚えがあって、

（人事課の子だ）

　朝方、天満が人事課へと真田を連れていったとき、ＩＤカードを渡してくれた子だ。「どうも」と軽く頭を下げる。

「真田さん、でしたね？　ご一緒しません？」

　願ったりかなったりだ。トレイを持って移動する。

「真田さん、天満先生の助手だそうですね」

「はあ」

「天満先生って、どんな人なんですかあ？」

「なんか、すっごくいつもカッコよくって、最初見たとき、社長のお仲間だと思いましたけど」

「そうそう、ヒルズ族！」

「有名な病院の跡取りなんですってね！」

「何歳なんですかあ？　あ、独身ですか？」

　最後の質問が真田本人に向けられたのではないことは明白だった。

（なんだよ！）

　質問するのはこっちなのに、と真田は呆れた。相変わらずの天満のもてぶりに面白くない。むっとしたがここで答えないわけには行かない。助手をしているのに「知らない」というのも変だ。

「まあ、天満先生はいい男ですからね」

　女子社員が「あ、あなたも結構イケてるわよ？」と慰めてくれる。

（結構、か……）

　適当に答えたあと、「ところで食堂に女子社員はあまり見かけないけど」と訊いてみた。

「だってＩＤカードで何をどのくらい食べたか、全部個人ファイルに記録されちゃうんですもの」

「なんか、ねえ？」

「みんな外へ食べに行ってるわ」

　うんうんとうなずく若い女性社員の前にはグリーンサラダとダイエットコークが並んでいる。

（これなら知られてもいいってことか）

　確かにごつい食べ物を注文してそれが記録されるのは楽しくないだろう。

「みんなに知られるのがいや？」

　ううん、と三崎みさきという人事課の子が首を振る。

「個人ファイルは人事課の端末からでないとアクセスできないから、公になるわけじゃないけど。でもやっぱりいやかな？」

「そうよねえ、人事の人には見られるんだし」

　そうなのか、と真田は納得しながら三崎を見た。

（それにしても人事と知り合いになるのは都合がいい）

　人事には社内の噂が入りやすい。

（俺は潜入捜査員なんだから）

　心を決めると、ショートヘアの女子社員ににっこりして見せた。

「ええと、三崎さん、でしたね？　今度、社内を案内して貰えませんか？」

「ええ、いいわよ、そうだ、せっかくだから私たちで歓迎会してあげるわ」

「てゆーかあ、三崎先輩、合コンにしません？」

「あ、それ、賛成！」

　やった、と真田はそっと拳を握り締めた。









　店内には陽気な曲がかかっている。あちこちのテーブルからは曲に合わせてかけ声がかかり、ビールを一気飲みしている様子だ。

　居酒屋よりはもう少しこじゃれた和風ダイニングと称する店で、ビルの４階だが入り口には石の灯籠やら手水鉢やらが置いてある。内装は洋風で大きな木製のテーブルが幾つも配置され、どこも若いグループで盛り上がっている。

　真田は三対三の合コンに参加しているのだった。

「あ、僕、経理課の加々見かがみでーす。お姉さまがた、宜しくお願いしまーす」

　真田に続いてニキビ面の痩せた青年がおどけてお辞儀をする。

「総務の村山むらやまです」

　こちらはがっちりした体格で、おじさん臭いが、多分自分より若いのではと真田は推測した。

（経理に総務、人事か……いいメンツだ）

　幹事役の三崎は生ビールのピッチャーからみなのジョッキに注いで回る。

　宴もだいぶたけなわになったところで、真田はさりげなく「ところでセキュリティがずいぶん厳しいね」と振ってみた。

「天満先生は以前はそんな厳しくなかったっておっしゃってたけれど」

　まあねえ、と三崎がうなずいた。

「個人情報保護法のせいもあるんじゃないかしら？」

　別の女子社員が同意する。

「なにしろ、パスワードを変えないでいると、画面にうるさく注意が出ちゃって……」

「それは仕方ないなー、真面目に変えないとだめだよ」

　総務の子が女子社員をたしなめた。

「ここんとこ、社内も結構、いろいろあるしね」

　え、と真田は聞き耳を立てた。

「そりゃそうよ、合併とか買収とかあるとねえ」

「それに今度、持ち株会社に移行するらしいじゃない？」

「俺たち社員の自社株はどうなるんだろう」

　真田は「社員はみんな、自分の会社の株を買ってるのかい？」と訊いてみる。

「だいたいベンチャー企業ってそうよ。ストックパーチェイスプラン、っていうんだけれど、社員に自社株購入を勧めるの。テラポートも初めはベンチャーだったしね。社員にはストックオプション、っていって、買う権利があるのよ」

「ほとんどの社員は持ってるんじゃない？」

「でも私たちなんか、入社はそんな古くないから、株価も上がってて、あんまり持ってないけど」

　女子社員たちが真田に説明する。

「じゃあ、自分のとこの株価には興味がある？」

「そりゃもう、下がったら困るわよお」

「でもさあ、下がったら買い増しができるわねえ」

　ふうむ、と真田は考えこんだ。

（自社株を持っている社員が株価が下がるような事件を起こしたがるかな……）

　そうなると、犯人が社内にいる、という推理は間違っているのだろうか……。

（いや、下がったときを見計らってストックオプションを行使し、買い増すのかも）

　考えこんでいる真田に経理の加々見が話しかけた。

「真田君もうちの株、買いたいのかい？　うちの株は有望株だから買ったら？　下がる要素がないんだから」

「そうなんですか？」

　加々見は大げさに「極秘だけど」と声を潜めてみせる。

「近々、大がかりな合併があるかもよ？　そうなったらまたどーんと上がるから」

「え、でも、そんなことを聞いて購入したらインサイダー取引って罪になるのでは」

　総務の村山が幅広い肩を震わせて笑った。

「真田君、億の単位で買うならともかく、１０株や１００株くらいじゃ、誰も何も言わないよ」

「そんなもんなのか……」

　でもまあ、と加々見がまた大げさに手を口に当てて声を潜めた。

「ここんとこの最高値たかね続伸ぞくしんは、大口の買いが入っているからで、多分、どっかで情報を摑んだ奴がいるに違いないよ」

　ますますわからなくなってきた。株価が下がって困る人間が犯人とは思えない。だがそれにしても、

（柏原社長はなぜ一時的にでも下がっては困るのだろうか……社員も言う通り長期的に見れば有望企業なのだから）

「それより、真田さん」

　真ん前の女子社員に話しかけられ、はっと真田は我に返った。

「真田さん、どこの大学出たんですかあ？」

　答えようとしたところで、内ポケットの携帯が鳴る。

（大川署か？）

　慌てて押し当てた耳に届いたのは氷のように冷たい声だった。

〈真田君、お楽しみのところを悪いが、すぐ戻ってきなさい〉

「て、天満っ……」

　真っ赤になって飛び上がる。周囲の怪訝な顔に「せんせい」とつけたした。

「な、なぜ……」

〈いいからすぐ帰ってくるんだ！〉

　携帯をポケットに戻し、真田は「すみません」と頭を下げた。

「上司からじゃあ、しょうがないわよね」

　宮仕えの身は全員が同じなのだった。









　リビングの一画は一段と高くなっていて、畳が敷かれ、茶室にも使えるようになっている。

　天満は茶色の紬絣に鼠色の袖無しの羽織を合わせ、優雅にそこで茶を点てていた。

　入ってきた真田に「まあ、一杯どうだね」と呼びかける。

「いえ、自分は……」

「それとも今までの続きで酒のほうがいいかな？　若い女の子はいないけれど、僕で良ければ付き合おう」

　嫌味なのだと真田は頬を赤らめる。

「なんで……」

　天満はさっと裾を押さえて立上がる。

「おお、簡単な推理だよ。実は僕は六時過ぎに健康相談室へ行った。パソコンを調べると、君は五時ぴったりにログアウトしている。そして受付に訊いたら人事課の社員から言付けがあったと言うじゃないか。それはもう、五時ぴったりに仕事を放り出すくらいの楽しい計画に違いない」

　畳から降りると、坪庭に面したサッシへ行って、ガラス戸を開け放した。

「朝や夜はだいぶ秋の気配が感じられるようになったねえ。中秋の名月はまだ先だが、一緒にお月見をしようよ」

　その、と真田は立ったまま天満を睨んだ。

「俺は別に遊んでいたわけじゃない。潜入捜査なんだから、人事やら総務やらの話を聞いてみたいと思っただけだ」

　なんだか浮気を弁明しているようで、言いながらだんだん真田は腹が立ってきた。

（俺は俺のやり方で捜査を進めているんだ！）

　天満は振り返り、ゆっくりと真田に近づく。

「今、自分のやり方で捜査してなにが悪い、と思ったんじゃないのかい？」

「な、なんで……」

　ぎくりとするが、天満は表情を変えずに真田に顔を寄せた。

「僕の命じたことをしなさい。それの意味はやがて判る」

「そんなっ、勝手なこと……」

「勝手じゃない、考えがあってのことだ。それもみんな君のためなんだよ」

　上からの物言いが気に入らない。

（正志兄みたいだ……俺のため、だって？　ふざけるなよ！　よく知りもしないくせに！）

　さっきだって、重要な情報を聞き出すことができたのだ。そのことを報告しようと思っていたのに……。むかついて顔を背ける。

「君が合コンに参加したのを別に怒っているわけじゃないんだ」

「じゃあ、ほっといてくれ！　俺は俺のやり方で捜査する！」

　天満のほうへ顔を戻すと、顎をぐいと掴まれる。

「なるほど……まあいい。だったら色仕掛けで情報を採るぐらいの覚悟はしなさい」

　いつもより冷たい眼に真田はより反感を覚える。

「色仕掛けだって？　いいのかよ？」

「ああ、君が刑事として職務を全うするためなら仕方なかろう？　だが……」

　手もなく床に引き倒され、真田は息を呑んだ。

　関節を取られ、身動きができなくなる。

「本番はだめだ、寸止めなら許そう」

　そして、と天満は口の両端を持ち上げたが眼は笑っていなかった。

「念のため、この前のように、やりたくてもできないようにしておこう」

「や……っ、な、に……っ」

　決まっているだろう、と冷たい囁きが耳に吹き込まれる。

「もう出なくなるまで、搾るんだよ」

　えっ、と真田は息を呑む。

　初めて天満に弄ばれた夜のことが蘇った。

（あのときは二丁目のクラブで……）

　そう、ゲイが一夜限りの相手を見つけるためのクラブへ捜査に必要と真田は天満と潜入したのだ。そして個室に連れ込まれ……目の前が黄色になっても天満は真田を達かせ続けた……。屈辱が蘇り、真田は必死で逃れようと身体を捩る。

「ばか、やめろっ」

「あれえ、気持ちいいことをしてあげるんだから、ヤンチャはだめだよ」

　天満の指が肌をまさぐり始める。指はまだ触れられたことのない部分へと這っていく。

「や、だっ、やだっ」








　眼を閉じたまま、真田は自分がゆらゆらと運ばれていくのを感じていた。

　もう全身が脱力して、首に摑まることすらできない。

　扉の開く音がして、自分が寝室へと運ばれたのが解った。

　優しくベッドに降ろされ、真田は手足を縮める。火照った身体に冷たいシーツが心地よい。

　このまま寝込んでしまいたい……。

　それでも傷つけられた自尊心がそれを許さず、真田はなんとか瞼を開けた。

　目の前には着物姿の憎い男が立っている。天満の着物はまるで乱れていない。

（くっそー……）

　自分は全裸だというのに。

　真っ裸に真田を剥いたあと、天満のほうは裾を割っただけで行為を遂げたのだ。

　天満はしらっとした表情でベッド先に腰を下ろし、真田の乱れた髪を梳いた。

「そんな怒った顔をしないんだよ、真田君？　別にレイプされたわけじゃないんだから」

　その通り、と天満の指を感じながら真田は再び瞼を閉じた。

　レイプどころか。「もっと」とか「そこ」とか「いい」とか口走ったのは自分だった。

（いや、早く、とも……達かせてくれ、とも）

　まだ身体の奧が疼いている。散々弄られた部分がひりひりと痛む。

　あんなセックスは初めてだった……。

「あんなセックスは初めてだったのかな？」

「ううう……」

　唸ると真田は天満の指を振り払う。

「真田君、本当に素直な子だねえ、身体もだが」

「……うるさい」

　力無い声に天満はくすくすと笑い出す。

「馬鹿にしてるんだな」

「とんでもない、褒めたつもりだ」

　閉じている瞼の上に柔らかいものが触れる。

「え？」

　ゆっくりと眼を開けると至近距離に天満の顔があった。

「悪かったねえ、真田君」

「はあ？」

　天満は何故か寂しそうな表情だった。

「君だって一人前の刑事だ、自分のやり方でやりなさい。ただ……」

　ただ？　と天満を見つめる。

「僕の助言も忘れないんだよ？」

　もう一度顔が近づいてきて、真田は瞼を閉じる。

　優しい口づけを待った。
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「卵はサニーサイドアップ、焼き方は半熟だったねえ。二個でいいかい？　昨日、うんと出しちゃったから、三個にしておこうか？」

　重い身体を引きずりながら、真田はバスローブのまま、キッチンへと向かった。お気楽な声に怒りをかき立てようとしたが、焦げたバターの香ばしい香り、耳に心地よいジュウジュウという音にはかなわない。

　広いキッチンにはカウンターがあり、なんと裸にピンクのエプロンをつけた天満がいそいそと皿を並べているところだった。

（どういうカッコ、してんだよ！）

　唖然としていると天満は片目を瞑った。

「どういうカッコだ、って思ったろう？」

「普通、思うよ」

　ぶすっと答えると、天満は腰に手を当てて振って見せた。

「新婚さん、いらっしゃいだよ」

　相手にするのをやめて真田はカウンターへ向かう。

「ほら、早く食べなさい。会社に遅れるよ？　今朝の紅茶はピーチティーだ」

　天満はくすくす笑いながら仏頂面をしている真田に椅子を引いてやる。

「こうやっていると、旦那さんを送り出す奥さんみたいで楽しいなあ。行ってらっしゃいのキスをしてもらおうっと」

　言い返す気力もなく、真田は黙ったままフォークで卵を口に押し込んだ。とろりと溶けた黄身、かりっと焦げた白身、天満の目玉焼きは絶妙の焼き具合だ。

（こんなところも巧いんだな……オールマイティってこういうことなんだ）

　ちらりと目を向けると天満は隣に腰掛け、シナモントーストを頬張っている。

　真田は目玉焼きを二個ぺろりと平らげると、バターをたっぷり塗ったトーストに手を伸ばした。残っている一個をその上に載せる。

「目玉焼きはどうだい？」

「美味しい」

　盛大な食欲を見せる真田を天満はニコニコしながら見詰める。

「いいなあ、こうやって朝ご飯を一緒に食べるのは。真田君、うちに引っ越してこないか？」

　真田はティーカップを持ち上げると天満のほうへ向き直った。

「俺は刑事です。そんなことはできません」

「そうなんだよね、わかっているよ……」

　ふいに天満は立上がった。その声が寂しげだったので、真田はあっけにとられる。

「真田君、もう行かないと遅れるよ」








（なんなんだ、さっきのは……）

　清澄通りを歩きながら真田は首を捻った。

（引っ越してこい、だって？　冗談じゃない、早いとこ、警察の寮に戻らなきゃ）

　そのためにも事件を解決しなければ。天満と一緒に棲むなんてとんでもない。いくらコスプレ好きといっても裸エプロンは勘弁して欲しい……。いや、だけじゃない。

（あんなこと、しょっちゅうやられたら……）

　昨夜のことをが思い出され、真田はかっと頬を紅潮させる。今朝起きたら、胸の突起は腫れ上がり、先端は咲きかけた蕾のように割れていた。今もシャツに擦られるとひりひりと痛む。

　そりゃ、弄られてるときは気持ち良くて「もっと」と言ったかも知れないけど……。

「もういい加減にしておきなさい」と笑われたことも確かだが……。

（でも、ここまでやることないだろう！）

　さっきは腹が減っていて怒る気力がなかったが、今は余裕で天満に対する怒りを爆発させる。

（だいたい、なんだよ！　色仕掛けだって？　ふざけるな！　普通、言うか、恋人に向かって……）

　大股で歩きながらも怒りの原因がなんだかずれているので、真田は戸惑う。

（だって、立場が逆だったら……）

　もし、だ。人生にもしはありえないと言うけれど。天満が刑事で、事件捜査に色仕掛けを使うなんて自分に宣言したら。

「ぜったい、赦ゆるしてやらない！」

　思わず口に出てしまい、はっと立ち止まる。その瞬間、黒い車が後ろから尾行つけてきているのに気づいた。車種はフーガだ。すっとスピードが上がり、真田の横に停車した。助手席の扉が開けられる。

「気づくのが遅い。乗りなさい」

「理事官……」

　助手席に乗り込むと、鷺沼さぎぬまはそのままフロントグラスを見つめる。

「署長から聞いたが、とりあえず社内に入り込んだそうだね」

「はい」

「なぜ私のやり方でやらなかった」

　真田は黙ったまま、鷺沼の横顔を見た。尖った鼻に削げた頬、張った顎はいかにも厳格な官僚といった感じだ。眉根は寄せられ、眉間には深いしわが寄っている。下瞼が神経質そうにピクピク動いている。

（勝手に怒ってろ）

　答えない真田に焦れたのか、鷺沼はハンドルを軽く叩く。

「まあ、いい。事件の早期解決が全てだ」

　ふいに冷たい光をたたえた眼が真田に向けられた。

「なぜ西園寺さいおんじを殴った？」

「なぜ知りたいんですか」

　逆に問い返した。鷺沼は唇の両端を僅かに持ち上げた。

「言ったろう、私は西園寺と同期だ。警察組織では上へ行けば行くほど椅子は少なくなる。まあ、フルーツバスケットだな」

「は？」

　フルーツバスケットというまるで似合わない単語が出てきたので、真田は思わず鷺沼の顔を覗き込んだ。だが鷺沼は真面目な表情だ。

「西園寺の弱点を知っておくことは私にとって悪いことではない、そうだろう？」

　なるほど、そういうことか、と真田は呆れた。

（キャリアってのはどいつもこいつも同じだ）

　西園寺の肩を持つつもりはない。しかしここで真相を話すつもりもない。

（そういうのは好きじゃない）

　あの時に決めたのだ。すべては自分の胸に納めると。

「プライベートな理由です」

　きっぱりと答える。鷺沼はもう一度唇を歪めた。

「ふむ、プライベートか。ますます知りたいな」

　運転席から身体を捩ると、ぐいと真田の顎を掴んだ。

「西園寺はエスだからな」

「エス？　組織内内通者という意味ですか？」

　顎を掴んだ指が頬に移動する。冷たい指は頬を舐めるように擦る。鷺沼は上体を真田に覆い被せ、うっすらとまた嗤わらった。

「そういう意味じゃない、わかっているくせに。ところで私はどっちだと思う？」

「質問の意味が理解できません」

　鷺沼は首を振りながら手を離す。「頑固者とは聞いていたがね」と呟いた。

　顎を引くと、運転席に背をもたせかけた。

「真田君、君は私に協力したほうがいいよ」

「捜査において充分協力しているつもりですが」

　鷺沼は黙ってキーを回した。フーガが動き出し、真田ははっと身体を固くする。

　くすくすという嗤いが車内に響いた。

「真田君、なにも拉致らちして拷問に掛ける、などということはしないよ。気の回しすぎだ。テラポートまで送っていってあげよう」

　車を降りた真田に投げられた言葉は「私は狙った獲物は逃がさない主義だ」だった。言われるまでもない。

　走り去るフーガのテールを睨みながら思った。

（俺だって。犯人を必ず捕まえてやるさ）








　プワゾンの香りに真田は首を巡らせる。

　音もなく扉が開いて、立っていたのはゴルティエのファッションに身を包み、ピンヒールのミュールを履いた大柄な女性だった。ドレスには脇にスリットが入っており、筋肉質の太股が見える。

（確か、社長秘書の北浦きたうら明日香あすか女史……）

　秘書課のしかも室長、要するにトップだ。

（脅迫の一件ももちろん知っているはず……）

　構えていると、北浦女史は腰に手を当て、くっきりと描いた細い眉を寄せた。アイラインを施した大きな眼も真っ赤な口紅を塗った大きな唇も、成熟した女性の色香を存分に漂わせている。ねじ切れそうな細いウェストと逆に腰と胸はＬＬサイズだ。いや、胸はスーパーサイズと言っていい。

「真田さん、お話があるの」

　パソコンのウィンドウを閉じると、真田は黙ったまま、前のソファを指した。

「いいえ、すぐ出ていくから」

　北浦女史はデスクに両手をつくと、真ん前から真田の手元を覗き込む。一部を結い上げた長いカールした髪が肩からこぼれ落ちた。同時に大きくカットされた胸元からもたわわな果実がこぼれ落ちそうになる。真田は目のやり場に困ったが、平静を装ってカルテを捲る。

「お仕事、大変かしら？」

「いえ、そうでも」

「じゃあ、お昼休みに秘書課へ来てちょうだい。ちょっと相談があるの。社長室の隣よ、いいわね」

　北浦女史はまた音もなく出ていく。大柄なので猫という感じではないが、確実に猫科だ。

（ピューマかな……）

　強い残り香に、真田は唾を飲んだ。

（なんでだろう）

　どうもこの香りに弱い。嗅いでいると、なぜか反射的に唾が出てくるのだった。たまに電車の中でこの香りに出会うと、よだれが垂れそうになり、周囲から怪訝な顔をされることもあった。

（なんで唾が出るんだろう？　柑橘かんきつ系だからかな？）

　北浦女史が自分を呼びつけた理由よりもずっとそのほうが謎だ。

（だって、その理由は昼になればわかることだからね）

　再びウィンドウを開くと、カルテを読み始めた。








　秘書課の扉を開けると、そこは長い毛足の絨毯が敷きつめられた二十畳ほどの部屋だった。パソコンの載ったデスクが六台、二列に並び、窓際には中小企業だったら十分社長机といってもいい特大の高級デスクがあって、そこに北浦は腰を掛けていた。

　ほかには誰もいない。

　周りを見回しながら入ると、北浦はにっこりして立上がった。

「大丈夫よ、ほかの秘書はみんなパワーランチにやったから。あたしたち二人だけ」

「はあ」

「いらっしゃい」

　怪訝に思いながらも真田はデスクへ歩を進めた。

「なんのご用ですか」

「いやあねえ、取引よ」

「はあ？」

　北浦はデスクの前に回り、はち切れそうな尻を乗せる。おもむろに足を組んだ。スリットから出たなま足が夏の日差しを浴びて輝く。

「あなた、探偵さんでしょう？」

「ええっ」

　若干外れてはいるが、真田は焦った。

「な、なぜ……」

　ちっちっ、と北浦はネールアートを施した指を左右に振る。

「あたしが脅迫状を社長に手渡したのよ？　警察の人にも事情を話したわ。社長が警察に届けると決心したのは天満先生の説得のおかげ。そして警察に届けた翌日に、天満先生があなたを連れてきた。仕事の助手としてね。馬鹿でもわかるわよ」

　北浦は長く逞しい腕を真田に差し伸べる。

「天満先生は警察だけじゃ心もとない、って思ったんじゃないの？　ここの所轄署はぼんくらですもんね」

　むっとして真田は北浦を睨んだ。

「天満先生がそう言ったんですか？」

　違うわよ、と北浦は真田の肩に手を置いた。

「言ったのは社長よ」

（くそ、柏原め！）

　ぐいと腕に力がこもり、真田は北浦に引き寄せられる。至近距離でプワゾンが香り、じゅるっと口の中に唾が湧く。

（うわ、たまらない！）

　その様を見て北浦はくすりと笑う。

「あたししか知らないことを教えてあげるわ。だから……」

　北浦はひょいと身体を入れ替え、真田をデスクに腰掛けさせる。両膝の間に太股を差し込んだ。

「うふふ、社長秘書って燃えない？　しかも秘書室よ？　殿方はイメクラでもこういうのがお好きなんでしょう？」

「は？」

　いつの間にか真田は背中をデスクにつけていた。北浦はのし掛ると、真田の頭を胸の谷間に押しこんだ。

「さっきも唾を何度も飲んでたわね、私ってそんなに美味しそう？　いくらでも食べていいのよ？　うふふ」

「そ、それはっ」

　プワゾンに弱いだけで、パブロフの反射なんで、と言いかけたが言えない。

　北浦はさっさと自分のパンティを降ろす。

「若い子っていいわあ、あたしも久々に燃えちゃう！　探偵さんなんて初めてよ！」

　はあはあと荒い息を付きながら北浦は真田の股間に手を伸ばした。

（うそだろ！）

　どういうわけか、今、真田は襲われているのだった。

　しかも「抗拒こうきょ不能」。ここで拒んだら情報が取れない、と真田は眼を瞑った。

　天満とああいう関係になる前なら、喜んでお相手をしたかも知れない。しかし。

（三分間、保もってくれ！）

　昨夜、一滴も余さず搾り取られたことが返す返すも残念だった。

　だが奇跡は起きず、舌打ちと共に「なによ、これ」と吐き捨てられる。

　恐る恐る眼を開けると、まなじりを決した北浦が腕を組み、仁王立ちしていた。

「どういうこと！　この役立たず！」

　北浦は一歩下がると、般若はんにゃのごとき面相で真田を睨む。

「後ろ、向いてよ！」

「はあ？」

「気が利かないわねえ、パンティを上げるのよ！」

　再び真田が北浦のほうを向いたときには、怒りがだいぶ収まっていた。

　デスクの椅子に腰を掛けると、引き出しからミントキャンディを取り出す。

「あんたも舐める？」

「ありがとうございます」

　はあ、と溜め息をつくと北浦は乱れた髪を手で直す。真田をちらりと眺めた。

「あんた、ゲイでしょう」

　うっと真田は息を呑んだ。

「やっぱりね……」

　それでも北浦はほっとした表情になる。

「よかったー、あたしに魅力がないから勃たなかったわけじゃないのよね？」

「はあ、まあ。北浦さんはたいそう魅力的です」

　いいのよ、と再び北浦は腕を組む。

「お世辞はいいわ。それにしてもなんであたしが目を付ける男はみんなゲイなのかしら。天満先生もそうだし社長もそうだし」

「ええっ」

　ごくりと唾を飲み、北浦を見る。

「天満先生……がゲイ？」

（なんで知ってるんだ？）

　まさか俺と同じように迫ったのでは、と真田は不安になった。

　なに、言ってるのよ、と北浦は鼻白む。

「あんた、探偵でしょう？　それぐらいわからないの？」

「は、はあ……」

　北浦は「コーヒー飲む？」と真田に尋ねる。

「はあ、いただければ」

「隣の部屋よ、あたしの分も持ってきてちょうだい」

　真田が運んでくるのが当然、といった雰囲気だ。

　情報を取るためなら、と真田はおとなしく隣のミニキッチンへと向かう。コーヒーメーカーからカップに注ぎ、デスクへと運んだ。

「ミルクとお砂糖は？」

「ブラックでいいわよ」

　カップを渡すと、真田は先ほどの発言を確かめてみる。天満に言い寄ったのか、とは聞きづらい。とりあえず尋ねた。

「社長がゲイということは……北浦さんは社長に言い寄ったんですか？」

「まあね。あんたと同じで全然反応がなかったけど」

　いや、それだけでゲイとは決められないのでは、と真田は思った。

（俺だって、ゲイじゃないんだけど……）

　そう、天満と付き合ってはいるけれど。そして昨日搾り取られたおかげで勃たなかっただけで。多分……。

（だよな……）

　不安になってきて、慌てて真田は北浦に注意を戻す。

「その、誘ったんですか？」

「当たり前じゃない。向こうから誘ったのなら反応はあるでしょうよ」

　その通りだ。

「要するに玉の輿を狙ったわけですか？」

　遠慮ない質問に北浦は柳眉りゅうびを逆立てる。

「違うわよ、あたしは自分の能力で充分な給料を稼いでるし、タックスヘブンのファンドに投資もたっぷりしてるの。男の世話になるつもりはないわ」

　じゃあなぜ、と重ねて問うと、「一度は味見をしようと思ったからよ」と返される。

「悪い？」

「いえ……」

（まさかそれを根に持って社長を脅迫？　いや、そんな単純なわけはないだろう……）

　もし脅迫の動機が振られたことなら、プライドの高そうな北浦のことだ、天満にも何かを仕掛けるだろう……。あのパブで会うまで友人の柏原社長でさえ知らなかったのに、北浦が天満をゲイと知っているのは、

（天満にもお誘いをかけたんだな、きっと）

　そしてやはり相手にされなかったに違いない。

　それにしても、と真田は妙な安心感を覚えていた。

　自分は搾り取られたから勃たなかっただけだが、天満なら絶対誘いに乗るのでは、と思った。

（だって、バイなんだし）

　それなのに。

（あいつはこんな美人を相手にしなかったんだ……）

　なんだか嬉しい……。

「なに、爽やかな笑顔を浮かべてるのよ」

　きつい声に我に返ると、北浦が扉を指さしていた。

「もういいわ、帰んなさい、休憩時間も終りよ」

　あーあ、と溜め息をつく。

「せっかく久しぶりに若くて可愛い子を見つけたと思ったのに……社内の可愛い子は食べ飽きちゃったのよね。真田君、同僚にいない、いい男？」

「ええっ」

　人事課の三崎から「北浦のあだ名はカマキリ（もちろん交尾後に雄を食べる雌のほう）」だと知らされたのは、残り少なくなった休憩時間に慌てて社員食堂へと飛んでいったときのことだった。








　再び北浦から連絡があったのは五時を回ったところだった。

　午後はおとなしくカルテの読み取りに専念し、だいぶデータも溜まってきている。

　頻回に面談に訪れている社員も少なからずいる。「神経症」「鬱病」などの病名がつけられていて、これはドイツ語だったり、略語だったりするので判読がかなり難しい。

　どうしても何を表わすかわからない単語も幾つかあって、

「天満に訊いたほうがいいかな」

　迷っているときに卓上電話が鳴った。

（天満や署員だったら携帯にかけてくる）

　また合コンのお誘いかと、ちょっと期待に胸を膨らませ、受話器を取り上げた。

「真田君、お仕事をお願いしたいのよ」

「うわっ」

　思わず叫ぶと向こう側で「ゲイを二度も誘ったりしないわよ」と呆れ声がした。

「社長を迎えに行ってちょうだい。運転手が急病で帰っちゃったのよ」

　北浦の説明を受け、真田はなるほどと思った。

　社長はとある投資ファンドのマネージャーと株の増資について会談をしている。そこから自宅に戻るのに、会社の車をやるのだが、運転手がいない。代わりのものをやらなければならないが、いっそ社員よりは探偵である真田に頼むほうが安全だ。それが北浦の言い分だった。

（探偵ではないけれど……社長の近辺を探るには好都合かも）

　勘違いもたまには役に立つ。

　そして襲われたことも無駄にはならなかった。

（身体を張った捜査とはこのことだ）

　ログアウトすると、カルテをロッカーにしまった。

　その瞬間、なにかがちらりと頭をかすめる。

　まだなになのかは具体的にわからないが、真田はふと手を止め、パソコンをじっと見た。

（天満は昨日、このパソコンでログアウトの時間を調べた、って言ってたな……）

　なんだか行動を見張られていたようでむっとしたのだが……。

（本人を見張らなくてもパソコンの使用状況から色々なことが解るんだ……）

　もう少し、この場にいて頭の中を整理したかった。

　だが社長を迎えに行くことも重要で、真田は諦めて部屋をあとにした。








　六時きっかりに、真田は銀のロールスロイスを汐留に建つ超高級ホテルの玄関につけた。

　柏原がゆっくりと回転ドアから出てくる。

　真田は運転席から降りて、ドアマンを制し、自分でリヤシートのドアを開けた。

（俺の姿を見せておいたほうがいい）

　社長にはすでに捜査員が張り付いているはずだ。真田が身辺警護をしていると思うだろう。気を緩めるか、逆に抜かれたと追いかけてくるかは知らない。それでも真田は一矢報いたという気分になっていた。

　干されたと馬鹿にされているのは知っている。なんとか犯人を挙げて他の捜査員をあっと言わせてやりたい。

（そのためにも抜いてやる！）

　車を発進させると、柏原がリヤシートから「真田君」と呼んだ。

「なんです、社長？」

「その、北浦君から聞いたんだが、君は探偵なんだって？　北浦君は君なら信用できるから、運転手の代わりをさせると言っていたが、本当かい？」

　社長も同じ勘違いをしているなら好都合だ。署員に漏らしていないことも聞き出せるかも知れない。真田は内心快哉を叫びつつ、「はい、その通りです」と答えた。

「そうか……」

　しばらく黙って走り続けると、真田は「あれから犯人から接触がありましたか？」と訊いてみる。萩原から捜査状況を毎晩知らされてはいたが、今日一日、あったことについては蚊帳の外だ。

「いいや、全然。いっそ、早く仕掛けてきて欲しいよ……こんな状況では」

　柏原は大きく溜め息をついた。

「固定電話には逆探知機をつけられちゃうから、個人的な話はできないし、だからといって携帯も履歴が取られるし、マンションには見張りが付くし、おかげで誰も訪ねて来られなくて……不便で仕方がない。それだけじゃない、色々訊かれて答えても、胡散臭そうな顔をされて、まるでこっちが犯人みたいだ」

「皆さん、そうおっしゃいます」

　口を滑らせ、慌てるが、柏原は気落ちしているためか気が付かない。

　六本木の高層マンションが社長の自宅で、真田は地下の駐車場へと車を乗り入れる。生体認証の出入り口に警備員もいて、ここなら万全の保安システムだ。

　真田が「どうぞ」とドアを開けると、柏原はじっと真田を見上げた。

「その、相談があるんだ。ちょっと部屋に来てくれないかな？」

（げっ）

　何時間か前、北浦に言われた言葉と同じで、真田は腰を引いた。

（社長はゲイ……）

　さきほどの柏原の愚痴が思い出される。

（誰も訪ねてこられないし、個人的な話もできない、不便で仕方がない……そして俺がゲイだと思っている。その上で部屋に誘った……）

　体力のある成人ゲイ男子なら、意図することは一つだ。

　だが、ここで断るわけには行かない。色仕掛けだろうがなんだろうが、どんなことでもする、と昨夜天満にも宣言している。「承知いたしました」とにっこり笑った。

（俺だって剣道三段だ、いざとなれば……）

　部屋は最上階に近い階で、コンシェルジェを通過してからエレベータに乗るシステムだ。玄関は生体認証鍵になっている。大理石のフロアは外履きのまま入るようになっている。

「どうぞ、楽にしてくれ」

　ソファを指されたが、真田は広いリビングの真ん中に立ち尽くす。ぐるりと視線を巡らせた。

　開口部の広い間取りだ。カーテンの開いた大きな窓からは東京タワーが見える。白と黒のモノトーンで統一したインテリアで、ホームバーは高級ステンレス製のカウンターだ。壁面には液晶ＴＶ。奥に続く扉は閉まっている。

（誰か、いる……）

　警察官の勘という奴だ。

（社長は独り暮らしのはず）

　どんなセキュリティでも破られない保証はない。さっとジャケットから手錠を取りだした。

　スーツの上を脱ぎ、すでにソファに座っている柏原は怪訝な顔をした。

「なんだい、真田君？」

「しっ」

　言うなり真田は自動開閉式のカーテンに突進した。

「うわーっ」

「動くなっ」

　膨らんだカーテンの中からスーツ姿の男が転げ出て、真田とぶつかった。男は見上げるほど高く、分厚い胸に広い肩幅をしている。一瞬ひるんだが真田は男の腕を取り、背中へと回す。足払いをかけ、床に引き倒した。

　体格の良さに似合わず、男はまるで抵抗をする様子がない。真田が手をねじり上げると「あいたたた！」と悲鳴を上げた。

「住居不法侵入罪で現行犯逮捕する！」

　カチリと手錠を填めたところで、やっと柏原が反応した。

「菊池きくち！　っていうか、真田君！　き、君……」

「１１０番してください、社長！」

　男に跨って真田が言った。

「違う、違うんだ！」

　異口同音に男と柏原がわめく。

「説明させてくれ！　知り合いなんだ！」

「じゃあ、なぜ隠れた！」

　男の背中に載せた膝に力を込める。

「だ、だって、か、可愛い子を連れ込んできたから……柏原はゲイなんだ、邪魔しちゃまずいって気を利かせたんだよ！」

　菊池と呼ばれた男が真田のほうへ首をねじ曲げて叫ぶ。

　その顔には見覚えがあった。少し面長の顔。ぎょろりとしたどんぐり眼。短く刈った髪。ここが球場でユニフォームを着ていれば、一目見て判ったろう。それほど野球ファンでない真田だが、いつも萩原が持っているスポーツ紙の一面で見る顔だ。

「ひょっとして……きくち、って……」

「ああ、もうこれだからいやだったんだ……警察に届けるのは……」

　真田は男を引き起こし、柏原を睨んだ。

「とにかく説明してください」

「その前に手錠を外してくれませんか」

　菊池は恨めしそうに真田を見下ろす。その表情は東京タイタンズの主力打者とは思えない情けなさだった。








「その、『新規参入』という言葉がキーワードなんだよ」

　柏原はソファにぐったりを背をもたせかけたまま、話し始めた。

「プロ野球オーナー会議というやつはとんでもなく閉鎖的でね。オーナーたちも年寄りばかりで、ＩＴってなに、みたいな」

「つまり、社員の噂にもなっている新しい買収計画とは……」

　真田の問いに柏原はうなずいた。

「正確には買収じゃない、新しく球団を立ち上げるんだ。俺の昔からの夢だった、球団のオーナーになるのはね。金なんていくらかかってもいい。ただ、問題がオーナー会議なんだ」

　菊池がキッチンからビールを持ってやってくる。カールスバーグの小瓶を受け取ると柏原は「ありがとう」と礼を言った。

「球団経営はどこも赤字じゃないんですか？」

「それは年寄りどもの経営が古くさいからだ」

　きっぱりと柏原は言う。

「球団経営はコンテンツの増加を意味する。ネットでの配信、グッズ販売、俺に言わせればいくらでも道はあるんだ。新規参入で株価が下がることはあり得ないね」

「初めてお会いしたとき、天満先生に株価が下がるのは困る、とおっしゃっていたのは……」

「まだ極秘事項だったからね。実際株価が下がるのはありがたくないし」

「事件が表沙汰になって株価が下がると、オーナー会議で否決されて新規参入はできなくなるんですか」

　そうじゃないんだよ、と柏原はしかめつらをする。

「年寄りどもは、社会的に尊敬できる企業でないと球団を持つ資格なし、と言うわけさ。プロ野球は子供の夢だから、だとね。単に敷居を高くするための言い訳なんだが、株価や資金源ではなくそれが一番のネックなんだよ」

「情報漏洩で社会的な問題になること、がですか」

　そうだよ、と柏原は一口ビールを飲む。

「できれば金を払って解決したかった。でも犯人との取引が表沙汰になれば、もっと信用を無くす、そう天満に言われたんじゃな……ここまで来るのにどれだけ大変だったか……名前は出せないけど、有名な代議士にも散々口をきいてもらったしな。連中、うちの株を今頃買い込んでいるだろうよ」

　それでか、と真田は思い当った。

（本店が出てきたのは……）

　政治家から株の価値を下げさせるな、と命令が下ったに違いなかった。

（株価がどうの、というのは外部の連中なんだ）

　二課が出て来た裏には、キャリア上がりの警察官僚の絡みもありそうだが、そこまでは真田にも見当が付かない。

　柏原は真田を見て「そういうことだったんだよ」と話を締めにかかる。

「それにしてもこんなに行動が制限されるとは想像もつかなかったよ」

「で、なんで菊池選手がここに？」

　菊池はビール瓶に口を付けたまま、柏原の隣に仲良く並んで座った。

「彼は、その、色々相談に乗って貰って……」

　社長はゲイだと言っていた……。なかなか二枚目のプロ野球選手の顔を真田は見た。

「ひょっとして柏原さん、恋人ですか？」

「違う！」

　柏原は真っ赤になってわめいた。

「だって、マンションに出入り自由のようだし……」

　菊池のほうは柏原の狼狽ぶりと反対に、しらっとしてビールを飲んでいる。真田を見てにっこりと笑った。

「いやあ、さすがおまわりさんだね。ちっちゃくて可愛いのに、腕を取られたらまったく抵抗ができないんだからな。あれって逮捕術だろ？」

　お気楽そうな口振りに柏原は降参といったように両手をあげた。

「その、ああもう、本当のことを言ってやる、菊池は来季からうちの監督になるんだ。トップシークレットなんだよ、これは。サプライズ人事って奴だ。オーナー会議での発表の前にスポーツ記者に抜かれないよう、外では会わないことにしてたんだ。ここのマンションならセキュリティもばっちりだし、外部から記者が入り込むこともないからね」

　柏原と菊池が付き合っていようがいまいが、関係ない、と真田は矛先を収めた。なによりも重要なのは、社長の関心が株価にはないことだ。

「はあ、もう、ここんとこ睡眠不足だし、酒量が増えるし、γ-ＧＴＰがまたあがっちまう……今度の健診がいやだよ」

　ぶつぶつぼやきながらも柏原はビールを飲み続ける。

「天満の奴に怒られる……」

　ふとまた真田の頭を何かがかすめた。

「その、社長も健康相談室で天満先生と面談するんですか？」

　まさか、と言いながら柏原は新しい瓶に手を伸ばす。

「もちろん、あそこで受けることはできるけどね」

　それが訊きたかったことだ、と真田は確信した。

（パスワードを変えないと、警告が出るといっていた……）

　送りつけられたのは社長のパスワードの履歴だ。それなら個人ファイルに記録されている。検診結果と同じように。そして食堂での注文メニューと同じに。

「それは社長の個人ファイルが健康相談室から見られるという意味ですか？」

「え？」と柏原は真田を見る。

「つまり人事課以外に個人ファイルへアクセスできる端末があの部屋にもあるんですね？」

「そうか、ひょっとして……」

　いいえ、と真田は首を振った。

「健康相談室に勤務している医師のうちに犯人がいるとは思えません。精神科の中島先生を初め、コンピュータには弱い人ばかりです。たとえ、相談室の端末からアクセスしても、ガードを破るのはできないでしょう。特に社長のファイルなどなおさらです。でもアクセスさえできれば、専門家なら何度か……」

　自分で考えをまとめながら言っているうちに、真田ははっと背筋を伸ばした。

（リストを作れ、そう言ったのは……）

　何度も面談を受けている社員のリストを作れ、と天満が言った意味が今初めてわかった。

　単に会社へ入り込むための方便だと今の今まで思っていたのに。

「君のためだ。僕の助言を忘れないように」

　昨夜、眠りに落ちる直前に囁かれた……。

（天満は最初からわかっていたのか？）








　他の階にはまだたくさんの社員が残っている、というよりは二十四時間眠らずに勤務している社員がたくさんいる、と言ったほうがいいだろう。だが十五階に上がると廊下のライトは落とされ、人っ子一人いない。

　真田は足を忍ばせて健康相談室へと向かった。柏原に「明日ゆっくり調べればいい」と言われたのだが、どうしても気になっていることがあった。

　自動ドアが開いて、真っ暗な待合室が現れる。三つある面談室は当然のことながらどれも無人だ。

　まず天満の部屋に入り、自分が昼間使用していたパソコンにログインする。

（これは天満がいつも使っているやつだな……）

　ログインとログアウトの時間を調べる。天満が在勤している曜日以外はログインの記録はない。

（これじゃないんだ……）

　隣の部屋へ向かい、パソコンの前に立った。

（このパソコンのパスワードがわからないな……）

　この部屋を使用する医師たちは消化器内科から派遣されている、と聞いていた。デスクを調べたがパスワードを記録しているようなものはない。明日、連絡を取ることにして最後に精神科の中島が使用しているパソコンを調べることにした。

　中島の部屋も同じように真っ暗で、パソコンの載ったデスクがなんとか暗視順応した眼に確認できる。傍へ行ってデスクのライトを点けると、辺りを調べる。

　なんとキーボードに製薬会社のおまけのポストイットが貼ってあり、そこにパスワードが書かれていた。

（こんなんじゃ、侵入したい放題だ……）

　いささか呆れながら、そのパスワードでログインする。履歴を調べた。

（これは……）

　中島の勤務は週に一日、火曜日のみだ。

　もちろん、別の医師がこの端末からファイルを閲覧することはあるかも知れない。だが火曜日以外のログインの履歴はみな、深夜帯だった。

（やはりここから侵入したんだ！）

　ポストイットにパスワードが書かれているのを、面談に来た誰かが知ったのだろう。

（そしてここから個人ファイルにアクセスできると感づいたんだ……）

　だとしたら、中島の面談を何度も受けているに違いない。屈み込んでデスクの袖の引き出しを開けた。記載済みのカルテの束が入っている。

「これだ！」と声に出していった途端。

　頭の上から何かが振ってきて、同時に暗がりにもかかわらず目の前に眩しいほどの光が散った。

（な、なにが……）

　起ったのか理解できなかった。ただ、潰れたカエルのようにひれ伏している自分に気が付く。すぐ横には回転椅子が横倒しになっている。そして手に持っていたカルテの束がない。

　はっと身体を起こすと、あとから激しい頭痛が追いかけてきた。

「いたたたた……」

　後頭部に手をやると大きなたんこぶに触れる。その瞬間、初めて襲われたのだと気づいた。

　ふらふらと定まらぬ身体をなんとか立て直す。デスクに掴まって身体を支えると、ばたばたと廊下を走っていく足音が聞こえた。意識を失っていたのは一瞬だったのだ。

（逃がすか！）

　反射的に力が戻る。

　犯人に違いなかった。

（今さらカルテを奪ってもどうしようもないだろうに！）

　それでも事実の暴露を畏おそれて自分を襲ったのだろう。だが飛んで火に入る、とはこのことだ。真田は廊下へと飛び出した。

　廊下は非常灯の表示でぼんやりと明るい。すぐさま足音の方向へ走り出す。

（あっちだ！）

　耳に達していたばたばたという足音が一瞬消える。だが方向は間違いない。廊下はＴ字で、右へ曲ったはずだ。

　給湯室の前を横切り、角を曲がった瞬間。大音響と共に鉄のパネルが真横から突進してきた。頭からスライディングして壁との間に挟まれるのを間一髪で擦り抜け、床に倒れる。一瞬の遅れで右脛に激痛が走った。

　それでもなんとか防火扉と壁の隙間から足を引き剥く。パネルの取っ手を持って立ち尽くしている男を見上げた。

　男はよれよれのスーツで、ぶるぶる震えながら真田を凝視している。

　初めて真田は男の顔を見た。皮膚は土気色で頬が痩けている。こちらへ目を向けているにもかかわらず、視線の先は自分の身体を貫いてどこかへと飛んで行っている、と真田は感じた。逃げるときに奪ったカルテが床に散乱していた。

「動くな」

　真田は足を引きずって立とうとする。だが「うわーっ」という声と共に、男の身体を受け止める羽目になった。視野が回転し、天井が目に入る。痛めた右足にまたも激痛が走り、真田は廊下に頭を打ちつけた。再び目眩がして、その隙をつかれる。男は真田に跨り、首を絞めにかかる。火事場の馬鹿力、という奴で、真田はスーツの襟を搾られ、意識が落ちそうになった。

（逃がしてたまるか！）

　真田は襟を摑んでいる男の指を必死で引きはがしにかかった。

　ふいに上に乗っている体重が軽くなる。

　ぼんやりと霞んだ視界に、男の首ねっこを別の手が摑んでいて、持ち上げているのが見えた。

「真田君、大丈夫か！」

（天満……）

　意識をはっきりさせようと何度も頭を振る。よろよろと起きあがり、天満の手からぶら下がっている男にかちりと手錠を填めた。

「傷害罪、及び公務執行妨害で現行犯逮捕する」

　とりあえずの罪名を告げる。右足の痛みがひどくなり、立っていられない。がっくりと膝をついた。そのまま床に額を着け、眼を閉じてくたくたとくずおれる。

「真田君！」

　懐かしい声の方向へなんとか顔を向ける。力強い腕が自分を抱いた。

「なんでここに……」

「柏原から聞いた、会社へ行くってね。心配だから来たんだ。君の相棒も呼んでおいたぞ」

「それで……」

「真田君」と名前を呼び続ける天満の声に別の声が被るのが解った。

「おい、真田！　しっかりしろ、傷は浅いぞ！」

「ショーさん……他人事ひとごとだと思って」

　呻いて真田は天満の腕に身体を預けた。
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「うーん、やっぱり折れているねえ」

　シャーカステンに貼られたＸ線写真には足の骨が写っている。膝から下の部分で、太い骨と細い骨が並び、素人の真田でさえもはっきりと細い骨のほうが真ん中あたりで折れ、左右にずれているのが解った。

「こっちの太い骨が脛骨けいこつ。細いほうが腓骨ひこつ。腓骨の単独骨折かあ。さすが、真田君だね」

　そんな褒められかたをしても嬉しくない。真田は診療ベッドに横たわったまま、天満の顔を睨んだ。                      

　脇から「それは一大事だ！」と太い声が上がる。

　天満クリニックの診療室には丸山署長も駆けつけていた。

「天満先生、骨折ですか！　剣道大会に間に合いますかね、困ったな」

「犯人逮捕よりそっちかよ」

　萩原が後ろで呟くが、署長には聞こえない。

「そうだねえ……腓骨だけなら、ギブス固定で治癒を待つのが一般的だが……これだけ骨折線がずれていると、観血的整復をしたほうが治癒は早い」

「つまり、それは手術ということですか？」

　真田の問いに天満は「そうだ」と答える。

「もちろん、君が望めばだが。脛の外側を切開し、ずれた腓骨を元通りにする。あとは鋼線固定、つまり針金で縛って固定だ」

　丸山の期待に満ちた顔を見ないでも心は決まっていた。

「お願いします」

「それではすぐ始めよう」

　あ、と天満は真田に微笑む。

「嫁入り前の大事な身体だ、傷跡が残らないよう丁寧にやって上げるよ」

「そうすれば大会には間に合いますかね、先生？」

　丸山が揉み手をせんばかりに尋ねる。

「もちろん」

　よかった、よかった、と丸山はカバのように大口を開けて笑った。

「真田君、ここでゆっくり養生するんだよ。あ、現行犯人逮捕手続書はなるべく早く書きなさいね」








　十二床ある天満クリニックの病室はほとんど個室で、しかもかなり広い。ベッドはキングサイズのリクライニングで、バスルームも完備している。それもそのはず、金持ち相手の自由診療だからだ。

「もちろん君は僕の恋人だから無料ただだよ」

　そうは言われているが……。金額の問題だけでなく、寝ているだけの生活は退屈でたまらない。

「そろそろ退院できないかな……」

　真田はベッドをギャッジアップし、窓の外に目をやった。

　まだ差し込む日差しは暑く、植え込みの夾竹桃きょうちくとうは咲き誇っている。それでも雲は高く、秋空を予感させる。そろそろ陽は西に傾いて、白い月がビルのてっぺんに顔を見せている。

（もうじき秋だ……）

　あの月がまん丸になれば中秋の名月だ。

（そういえば……）

　天満の部屋から帰った夜、見上げた空には下弦の月がかかっていたっけ……。

（まだ半月ぐらいしか経っていないんだ……）

　そのあいだに大川署にとっては大事件が発生し、そして解決した。スピード解決と言っていい。しかし真田にとっては何ヵ月も経ったような気がする。

（多分それは……）

　色々なことがあっただけではない。天満との間に濃密な時間ときが持てたからなのだ。

　真田は窓から視線を室内に戻した。

　深夜の逮捕劇から五日。そして手術からも。

　右の膝から下はシーネという金属板に固定され、包帯でぐるぐる巻きだ。腫れと痛みはほとんどなくなってきている。

　天満は毎日顔を出すが、なんだか忙しそうであれからまともに喋っていない。

　というか、避けられている気さえする。

（なんでだよ……）

　普通、恋人が怪我をしたらもっと心配するだろうに、と思ったところでかっと頬が熱くなった。

（恋人……そうだよ、俺は恋人なんだろう？）

　そして自分もそう天満のことを思っている……。

　今、はっきりとした自分の心に真田は大きく息を吐いた。

「おーす、真田」

　お気楽そうな声と共に戸口から萩原が顔を出した。

「どうです、ショーさん」

「取り調べのほうはぼちぼちってとこだ」

　大川署からは毎日萩原が来て容疑者の取り調べ状況などを報告してくれていた。動機については今ひとつ不明だが、過重労働の末にうつ状態になり、待遇改善などの要求をしようとしたらしい、とのことだった。

「それがいきなり脅迫に繋がるとは思えないんですけどね」

「明日、中島先生が簡易鑑定を行うそうだよ。もしかしたら、重度の神経症ってことで不起訴処分になるかもな」

　萩原は椅子に腰を下ろすと、サイドテーブルのバナナを手に取った。

　あの夜、真田は捕らえた男はやはり中島のカウンセリングを頻回に受けている社員だった。職種はＳＥで、システムを知り尽くしており、社長のパスワードを盗んだのもその社員だった。

「盗んだのはパスワードの履歴だけで、実際に情報を盗んだのではないんだそうだ」

「それは微妙ですね……」

　その通り、と萩原はうなずく。

「パスワードの履歴を送りつけただけでは犯罪の構成要因には当たらない。情報を盗まれたと思ったのは社長の早とちり。腕のいい弁護士だったら、そう主張しますね。『六億用意しろ』という文面も微妙だし」

　その通り、とまた萩原はうなずいた。

「脅迫罪が適応されるかどうかも微妙だよ」

「さすが、頭のいいＳＥの考えですね」

　萩原はもぐもぐと口を動かしながら「ところで」と尻のポケットからしわくちゃの新聞を取りだした。

「あ……」

　東都スポーツの一面に「新規参入」という文字が踊っている。

　プロ野球ファンの萩原は新聞を広げて嬉しそうに読み上げる。

「柏原社長、会見を開き新規参入を宣言……新球団の本拠地は成田。球団名は成田ファルコンズ」

（発表したんだ……事件が解決したからな……）

　渡された新聞の紙面を食い入るように見つめる。

「わがタイタンズの優勝もないし、これからの話題は新球団だな。お前、知ってたんだろう？　テラポートが新球団を作るって」

「いや、俺は……」

「僕も知らなかったんだよ、萩原君」

　天満の声が割って入り、萩原は急いでバナナを飲み込んだ。

「じゃあな、真田。邪魔しちゃ悪い」

　待ってください、と引き留める真田に萩原は小指を立てた。

「いいって、慰めて貰うんだろ？」

「違う！」

　戸口で萩原とすれ違った天満はゆっくりと入ってくる。

「真田君、お見舞いだ」

　天満と共に現れたのはアイスブルーのサマースーツを着た正志だった。

「兄さん……」

　正志はじろりと病室を見回すとベッドに近寄った。

「まあまあの部屋だな。警察病院だったら、即、転院させるところだ。大事な弟だからね」

「兄さん、なんの用です？」

　真田は正志を見上げる。

「なんの用、って、見舞いだよ。軽傷で幸いだったが、これを機会に警察を辞めなさい」

　真田はやれやれと首を振った。

「相変わらずだな、正志兄さん。いつも他人を思い通りにできると思っている」

「良志よしゆき、論旨が違うだろう」

　正志は怒りの口調で真田を遮った。

「お前のためを思っていっているんだぞ？　どうしてそんなこともわからないんだ！　だからお前はだめなんだ」

（あいつとは違う）

　天満はこんな言い方はしない。「お前のため」とは言うけれど、お為ごかしはしない。

（それは無償で俺のことを思ってくれているからなんだ……）

　正志は事業拡大のコマにしか思っていない。

　真田は確信してにっこりした。

　真田の笑みに正志は勘違いをする。「わかってくれたか」と手を出した。

　その手を振り払うと真田はきっぱりと宣言する。

「俺は刑事が好きでそれに誇りを持っている。絶対、辞めない」

　正志は鼻白むと一歩、近づく。威圧的な態度で真田を見下ろした。

「お前は半人前なんだ。俺の言うことを聞けば人生は勝ち組だぞ。お前のようなノンキャリアは警察組織で出世は望めない。安月給で命をかけるなんてバカらしいと思わないのか！　いい加減に諦めろ！　俺の言うことを聞け！」

　それまで戸口にいた天満が部屋に入ってきた。正志の手を真田の肩から外し、戸口へと押しやる。

「弟を支配しようとしても無駄だ」

「なんだって？」

「諦めるのはあなたのほうですよ、お兄さん」

　天満は冷たい眼で正志を見る。

「まあ、真田君の前で肉親の悪口は言いたくないが、お兄さん、あなたは小さい頃から弟さんに対し、威圧的に振る舞ったり、反対に甘やかしたりと彼の感情を不安定にすることで支配してきたようですね。心理学用語で言うと、ランダムレインフォースメントといってね、一番いけない子育て法ですよ」

　とうとうとまくし立てる天満に正志は怪訝な表情になった。

「このやり方では子供は愛情の基盤を失い、情緒不安になる。真田君が素直で立派な青年に育ったのは、ひとえにお母さんの性格がよかったからでしょうなあ」

「何が言いたい！」

「つまり、君は弟を愛していないということだ。君が愛しているのは自分自身さ」

　唖然とする真田の前で天満は正志を戸口へと押しやる。

「帰りなさい。人間の価値基準は金じゃない。勝ち負けの二元論も僕は反対だね。いけいけドンドン構造改革はもう時代遅れだ。君も誰か、心から愛する人を見つければまだやり直しがきくかも知れないよ？」

　憤慨して去った正志の代わりに天満は廊下からピンセットや消毒薬の載った処置カートを入れる。ベッド脇へと運ぶと真田の足から包帯を取り外し始めた。

「痛みはないかい？」

「はい」

　傷口を注意深く観察し、脛の部分に触れる。

「もう傷はふさがっている。抜糸をしよう」

　消毒をしながら天満は真田に「お手柄を立てたんだ、本店勤務の話はないのかい？」と尋ねる。

　鷺沼さぎぬま理事官からその後、連絡はない。

　それも当然だ、と真田は思った。車内で鷺沼の申し出を断ったことに未練は全くなかった。

「いいや」と真田は答える。

「俺は確かに犯人を捕まえたけど、鷺沼理事官の計画を実行したわけじゃない。いわば顔を潰したようなもんだから。多分、その話は立ち消えだと」

　天満は下を向いたまま、消毒を続ける。

「でも俺は諦めない。本店勤務は憧れですから」

　カートからピンセットと鋏を取ると、天満は真田をじっと見た。

「だったらなぜ鷺沼の言うことを聞かなかったんだい？」

「俺はどうでもいいことにはイエスと言いますけど、譲れないことにはノーと言うんです。俺は俺の生き方を通します」

　再び天満は真田の傷に顔を寄せる。縫合糸をピンセットでつまみ上げ、切り始める。

「君は……いい刑事になると思うよ。というか、もうなっているんだね」

　膿盆に切った糸を捨てると、天満はもう一度脛を丁寧に触る。シーネを当て、包帯を巻いた。

「まだ荷重はかけられないが、明日からはじいさんばあさんに混じって老健でリハビリを始めなさい。理学療法士がプログラムを組んでくれるよ」

　くすりと笑いを漏らす。

「あの藤代のご隠居と一緒に励みなさい」

「藤代じいさん……リハビリ、って具合が悪いのか？」

「いいや、付き合っている若い男の子を満足させるため、筋トレを始めたんだよ」

　腰を触られたことを思い出して真田は「あんた、あいつになにを言ったんだよ」と咎める。

「別にい。ただ、あんまり爺さんがのろけるもんだからねえ。ちょっと対抗上、君の自慢をしちゃったのさ。あそこがたいそういい、ってね」

　余計なことを、と真田は頬を膨らませる。

　天満はしばらく微笑みながら真田を見ていたが、やがて処置カートを廊下へと運んだ。戻って扉を閉めると、かちりと鍵を掛ける。

　ベッドを振り返った。

「いいね？」








　しばらくぶりで熱い肌を受け止め、真田は思わず溜め息をつく。

（これが欲しかった……）

　天満に抱きしめて欲しい、ずっと思っていた。

　だが男の愛撫が始まった瞬間、「ちょっと待った！」と制止した。

「なんだね、真田君」

「その前に訊いておきたいことがある。二つ」

　ふたつもかい、と呆れて天満は身体を離した。

「仕方がない、言ってごらん」

「一つ目は……」

　真田は深呼吸して尋ねる。

「その、あんたは初めからわかってたのか？　それで俺を健康相談室で仕事させたのか？」

「さあ、どうだろうねえ」

　天満は枕に肘を付いて真田を見た。

「それが問題かね？」

「最初から知っていたのなら……俺に手柄を立てさせようとしたってことなのか？　そんなの、俺は嬉しくない」

　天満は真田から視線を逸らそうとしない。

「違うよ。あの夜、柏原から君の推理を聞いてなるほどと思った。それで君の身を案じて駆けつけたのさ」

「嘘だ」

　真田の否定にも天満は表情を変えない。

「本当だ、信じなさい」

　まあいい、と真田は思った。

（どうでもいいことだ、俺にとって）

　たとえ嘘であろうとも。それは真田を思ってのことだからだ。

「で、もう一つの質問は？」

「なんでずっと俺をほっといたんだ」

「はあ？」

　だって、と真田は天満を睨む。

「入院したあとちょっとしか、来なかったじゃないか。話もほとんどしなかったし」

　天満は眼を細めると真田に顔を寄せた。

「それはね、真田君。君に近寄ると抱かずにはいられなくなるからだよ。手術をしたばっかりなのに、それは医師としてあるまじきことだろう？　だから抜糸が済むまでは、と我慢していたんだ」

　そんならいい、と真田は思った。自分から天満の首に抱きつく。

「抜糸が済んだからいいんだろう？」

　天満は黙って真田の身体を抱え、足を交叉する。包帯を巻いている側の太股を手で持ち上げた。

　びくりと真田は背を反らす。

「その……また横からか？」

「足に負担を掛けたくないからねえ」

　いやかい、と尋ねられ、真田はちょっと考える。

（いや……じゃない）

　すぐ達ってしまうのがしゃくだけど。いやではない……。

（というか、すごくいい。よすぎるかも……）

　手もなく達かされてしまうのがちょっと悔しいことは事実だ。

　それでも天満に愛されるのは嬉しい……。

　ううん、と首を横に振る。すると侵入が開始される。

　硬いものがあの場所にねじ込まれる。

「あっ、あ……そこ、あそこ……」

　一点を攻められ、すぐに喘ぎが引き出されてしまう。

　いやいや、と身体を捩ると、大きな掌で肩を押さえ込まれる。逃げたくても逃げられない……。

　痛い、でもすごくいい……抉られると背骨を痛みと快感が一緒に駆け上り……。

「ああっ、ああっ、いいっ、ひ、ああ……」

　嗚咽だか喜悦だか解らぬ悲鳴が漏れる。目尻から涙がこぼれ落ち、柔らかな舌に拭われた。

「あっ、あっ」

　あの場所から一挙に熱いものが噴き上げる。

「あっ、もう、くっ」

　必死でこらえるが、腹の底から突き上げるものに抗いきれない……。

「で、る、でるっ」

　瞬間、ペニスを手で包まれる。

「くううううっ」

　最後の一滴が通過するまで、手はぎゅっと握っていてくれる……。オルガスムスを充分に味わいつくし、真田はぐったりと脱力した。

「よかったかい、真田君」

　囁かれ、うんうんとうなずく。

　まだ声が出せない。すると貫かれたまま引き起こされ、膝に載せられる。

　天満は背中から真田を抱きしめる。

「これなら足も大丈夫だろう」

　そして背後から腕を伸ばすと、前を愛撫し始めた。

「お、俺はもういい……」

　なんとか声を出すが「あれだけじゃあ足りないだろう？」と返される。

　まだ萎えている器官を果実と一緒に柔らかく揉まれる。別の手が胸の突起を弄る。同時に色々な場所を刺激され、頂点に達していったんなまった感覚が呼び覚まされていく。

「ああ………いい……」

　杭が優しく内部を掻き回す。快感が尾抵骨から這い上がってきた。

「もう、かい？　溜まっていたんだね」

　あんただって、と言い返したかったが、余裕がない。ゆっくりとした体内の動きに焦れて、天満の太股に手を付き、自分から腰を揺らし始める。

「ああ、いいよ、真田君、とってもいい」

　耳元で喘ぎが上がり、びくりとして後ろに注意を向ける。

「いい……とってもいい」

　天満は独り言のように呟く。眼を閉じて恍惚の表情だ。

（俺ので……）

　胸が熱くなって、真田は戸惑う。それでも動き続けた。

「真田君、もう限界だよ」

　言うなり天満は激しく真田を突き上げる。がっちりと逞しい腕が腰を捕らえた。

「あ、あうっ」

　太い杭に奥深くまで貫かれ、喘ぐ。

「ふか、いっ、深いっ」

　天満の太股を掴んで深くまで感じようと自分から腰を落とす。一番深いところで繋がり、身も心も溶け合うのを感じる……。

「いいっ、いいっ、て、てんまっ、い、くっ、ああああっ」

　背骨が折れるかと思うほどに抱きしめられる。ぴったり密着したまま放出の瞬間を迎えた。同時に体内に液が注ぎ込まれる。

「はあっ……ああ……」

　うなじに熱い息を感じ、真田は首を捩って唇を求めた。荒い息を交換する。

　上がっていた息が戻る暇もなく、真田は再び膝で揺すられ始める。体内の杭は放った直後とは思えないほど硬い。

「ま、またかよ！」

　息を弾ませながら抗議すると、背後から「足りないんだ」と囁かれる。

「君が欲しいよ、真田君……君が目の前で倒れたときは心臓が止りそうだった……抱きたくてたまらなかったんだ、もっと感じさせてくれ」

（天満……）

　素直な天満もちょっとだけいい、と真田は眼を閉じた。








　熱が去るに従って、足の痛みが戻ってきた。

　ぎゅっと眼を瞑って我慢していると、「痛むのかい？」と尋ねられる。

「……少し」

　悪かったね、と囁かれ、真田は膝から降ろされる。

　ベッドに横たえられ、天満の胸に抱かれた。

「いい子だ……僕のために我慢していたのかい？」

「違う」

　自分も夢中になっていて、気が付かなかっただけだ。そう言いたかったが、疲れていて面倒くさい。黙って天満の首筋に吸い付いた。

　天満は真田の肩に手を掛け、顔を覗き込む。

「ずいぶんと今日は……」

　言いかけてやめると、真田の顎に指をかけた。眉をひそめ、大きく溜め息をつく。

「君が女なら、仕事を辞めて僕と結婚してくれと言えるんだが」

　はあ？　と真田は天満を見返す。こちらを見つめる黒い目はなんだか寂しそうだと思った。

「俺は刑事が好きだから辞めない」

　男とか女とか関係ない。刑事は自分が選んだ職業だ。きっぱり答える。

「さっき、正志兄にも言っただろ？」

　天満はまた溜め息をついた。

「そうじゃない……そういう意味じゃなく……」

　つまり、と天満は真田の顎を指でなぞった。

「君はいつか見合いをしてしまうんだろう？　君が女だったら、僕のものにできる、という意味だよ」

「そのことか！」

　あの見合い話が予想以上に天満を傷つけていたのだ、と初めて悟った。

　天満は悲しそうな目になって語り続ける。

「君は最強の恋人だよ……女の子なら、結婚を申し込める。だがその手は使えない。君はお金も欲しがらない、地位も、高価なプレゼントも。望みは立派な刑事になることだけ。僕の持っているものを欲しがらないなんて、君をつなぎ止めておくにはどうしたらいいか、僕は大変悩んでいるんだよ」

　これはかなり、濃厚なコクリなのか？

　真田はあっけにとられた。

（あんたはオールマイティじゃないか……）

　そんな男が悩むなんて……。

　天満は溜め息をつくと、指で真田の頬を突いた。

「君にとって僕は何だろうねえ。セフレかい？」

（なに、言ってるんだよ、こいつは！）

　あんなセックス、好きでもない奴とできるわけないだろ！

　そう怒鳴り返したかったが……。

　真田は天満の手を振り払う。逆に天満の頬に手を伸ばした。そっと触れてみる。

（恋人同士はこうやっていちゃいちゃするもんなんだ）

　頬から額へ、汗ばんだ前髪へと進む。指で髪を梳き上げる。

　男らしい顔も、厚い胸板も、身体だけではない、ちょっとへそ曲がりのこの性格も、鋭い頭脳も、自分のことを思いやってくれる優しい心も。

（まとめて好きだ）

　照れくさくて言えないけれど……。

　天満は驚いた表情で、髪を撫で続ける真田を見ている。

　しばらく撫でると真田は手を止め、天満に顔を向けた。深呼吸する。どうもこういったことは苦手だ。

（お袋が、口が下手と言ったけど……）

　本当なんだ……。

（でもちゃんと言わなきゃいけない）

　そう言われたじゃないか。きちんと自分の気持ちを伝えろって。

　もう一度大きく息を付くと、一気に言った。

「その、俺はソープにだって行ったことがない、だから……」

「それは前にも聞いたよ。だから溜まってしょうがないんだろう？　さっきだって、五日やっていないだけで、あんなに溜まっていたんだものねえ」

　放出した量の多さを思い出し、かっと頬が熱くなる。

「あんたのほうだってそうだろ！　すごくやったじゃないか！」

　怒鳴ったが、慌ててまた話を戻した。

「最後まで言わせろ！　あの、つまり、言いたいのはこういうことだ。俺は好きでもない人とセックスしない主義だって」

　天満の目が細くなった。

「ということは、僕が好きなのかな？」

「うるさい！」

　真っ赤になって真田は横を向く。

　天満はくすくす笑い出した。真田の顎を捉え、唇を近づける。

「やっと聞けたねえ、その一言が。僕は毎日言っていたのに」

「あんたの言葉はお軽くて信用できない」

　真田はむっとして言い返した。

「やれやれ、頑固な子だ。でもそれがまたいい。惚れた弱みだ」

　愛しているよ、と天満は囁く。

（……愛）

　熱い言葉に胸も熱くなる。真田は唇を開けて男を受け入れた。




ＥＮＤ　　　


    大川署殺人事件

  



「繊維せんい関係は今、厳しいんですよ」

　そう言われても真田にはぴんとこない。それでも「はあ、そうでしょう」と相づちを打つ。

　相手は横川よこかわ町商工会の会長だ。大川署のすぐ傍にある横川町は戦前から織物問屋の街として知られていて、高度成長期は飛ぶ鳥を落とす勢いだったのだが、不況とネット通販の普及のダブルパンチを受けていた。

「そりゃあまあ、協力はしますけどねえ。ほら、東京マラソンとかもあるでしょう？　あの時だって、結構物いりなんですよ、事前の清掃とか、ボランティアへの飲み物の差し入れだとか、はあ」

　白髪交じりの頭に手をやり、会長はため息で締めくくった。

「申し訳ありません」

　真田は思わず頭を下げてしまった。

「いえ、いいんですよう、なんて言うか、真田さんのおかげで優勝したようなもんだって聞いてますから」

　ますます自分が悪いと言われているような気がしてきて、真田は首を縮める。すると横から萩原刑事が助け船を出した。

「いやあ、たかだか都大会ですからねえ。全国大会で優勝すれば本格的な祝勝会でしょうが、ま、慰労会に毛が生えたようなもんですから、気軽に足を運んでいただければいいんですよ」

　会長は少しほっとした表情になる。

「いやいや、都大会だってたいしたもんですわ。そりゃあうちらかて、所轄署のおまわりさんには見回りもようしてもらってはるし。おかげでこのあたりは置き引きだの掏摸すりだの少ないでっしゃろ。ほんなら気軽に寄らせてもらいますわ」

　伝統的に織物業界は関西に本社を置くところが多く、この会長も京都出身で、京都弁が出るのは気を許した徴だった。

　つまりは「付け届け」は少なくていい、と理解したのである。

「はあ、やれやれ、塩でも撒かれるかと思いましたよ」

　店を出ると真田は呟いた。

「まあな」

　真田と萩原は外回りと称しながらも町内会の主だったところへ祝勝会の招待状を届けている最中だった。

　もちろん招待状をもらったからには付け届けをしなくてはならない。子供たちを警察の道場に通わせている家庭も多く、厳密に言えば地方公務員法違反なのだが、そこはそれ下町の掟だ。ただ、不況の昨今、どこへ顔を出しても口ではおめでとうと言いつつも表情は渋く、真田は針のむしろだった。

「なんか、俺のせいみたいで……」

「まあ、優勝はお前のおかげといってもいいからなあ」

　そう、大川署の剣道部はめでたく都大会で優勝したのだ。丸山まるやま署長は大喜びでさっそく地元への優勝報告を全署員に命じ、それはつまり祝勝会への差し入れその募集をかける意味合いでもあった。

「ほらさあ、こないだ脅迫事件を解決した会社、あったじゃないか」

「テラポートですか」

「そうだよ、そこそこ。そこの社長にたんまりもらえばいいじゃないか」

「そんなわけにはいかないでしょう」

　暗黙の了解として、一カ所からもらう付け届けの上限は決まっているのだ。

「そんなの本音と建て前だ、公務員法違反なんだからさあ、毒を食らわば皿までってことよ」

　飄々と言う萩原の顔を真田は覗き込む。

「それって天満の奴が言いそうですね。ショーさん、相変わらず毒されてませんか？」

「おいおい、恋人を奴呼ばわりかよ。っていうか、それぐらいアツアツってことか？」

　真田は思わず「ショーさん！　やめて下さい！」と怒鳴ってしまった。慌てて商店街を歩く人々をうかがう。

「自分で名前を出したんだろうが」

　萩原はげっそりとする真田の肩をぽんと叩くと、「さ、次だ」とハッパをかける。

「次は副商工会長んとこだ。次のもすごい歴史ある問屋だぞ、確か創業は……ま、どうでもいい、社長の野里のさと頼久よりひさは五代目で、うちの署長のゴルフ仲間だよ。だからきっと断らないと思うぞ」








「大都だいと商事」と染め抜かれた藍色の大暖簾のれんに格子戸はまるで時代劇のセットのようで、真田は感心して見とれてしまった。ただ、セットに似ているところはそこまでで、店自体は近代的な高層ビルの一階に入っており、萩原は勝手知ったるという風に格子戸を開けて中に入っていく。真田も後に続くと、そこは普通の事務所だった。事務机が並び、数人しかいない社員たちはＰＣや書類に向かっている。来客用の小さなソファとテーブルがあって、そこには先客が黒い鞄を抱えて手帳を捲っていた。

　甲高い声が聞こえてきて、真田がそちらへ目をやると、初老の小柄で痩せた男が電話の応対をしている。男はやはり藍染めの法被はっぴを着ていて、いかにも番頭風だ。

「ご心配なさらないでください、和田一わだいちさんのところとは先々代からのお付きあいじゃありませんか、そりゃあもちろん今日び、中国製やらベトナム製やら、バングラディッシュ製やらに価格で勝てないのは当然のことです、しかしながら、質の高さでは……おっしゃるとおりです、日本経済の空洞化に手を貸すことなど、あってはならないことです、もちろんです……はい、必ず社長の耳に入れておきます」

　電話を手に番頭とおぼしき男は何度も頭を下げる。受話器を戻すと、大きくため息をついた。そして萩原のほうを向いて、軽く頭を下げた。

「お仕事ご苦労様です、なんのご用件でしょうか」

　萩原は来客用ソファの男にちらりと目をやり、親指をぐいと反らした。

「伊藤さん、たいした用じゃないから、どうぞそちらさんを先に」

　ソファの男は明らかにほっとした表情になる。伊藤と呼ばれた番頭はソファの男に近付いた。

「すみません、今、社長は所用で留守にしておりますが……」

　男はいきなり伊藤の手を取り、自分の頭より高くあげる。

「伊藤さん、頼む、この通りです、今までと同じ数で頼みます！　その代わり、出来るだけ勉強いたしますから！　これ以上減るとうちはもう、やっていけません」

　真田は居心地の悪さが増すのを感じ、視線を逸らした。萩原も太った身体を所在なげに揺すると真田の耳元で「出直すか」と囁く。

「ですね……」

　こんな時に祝勝会の差し入れなどおねだりできないと真田は思った。

　しかし伊藤は辺りを見回すと、社員の一人に「奥へお通しして、で、お茶を差し上げろ」と言いつける。黒い鞄を抱えた男は背中を丸めたまま、社員と共に奥へと入っていった。

「すみませんね、萩原さん」

　伊藤は疲れた笑みを浮かべ、真田たちに向き直った。

「なにかお役に立てることがありますか？」

　いや、その、と萩原は靴のつま先で床を蹴る。

「ええと、俺らも社長にちょっとな。いつ帰ってくるんだい、若旦那は？」

「その、夕方には……」

「横川町のどっかかい？」

　すると伊藤は俯いた。

「その、ベトナムなんですよ……成田には十五時に着く予定ですから。私でよければ御用向きをお伺いいたします」

　萩原はちょっと考えたがすぐに「じゃあ、伝えておいてくれないかな」と言った。

「ほらさあ、剣道部が都大会で……」

「ああ、そのことですね、もちろん社長も存じ上げております、ぜひ祝勝会には参加させていただきますので」

　真田はほっとして肩の力を抜く。そして内ポケットから封筒に入った招待状を取り出して伊藤に差し出した。

「預からせていただきます」

　伊藤は恭しく両手で受け取り、頭の上にかざした。

　外へ出ると、萩原は「どこも大都だいとみたいだったらいいのにな」とぼやく。

「ここは景気がいいんですかね？」

　どうみてもそう儲かっているようには思えなかったので、真田は首を捻った。

「天満のおやじだったら情報通だから知ってるかもよ、訊いてみたら？」

「別に訊いてまで知りたくないです。それよりなんであいつの名前を出すんですか！」

　真田は萩原を睨んだが、萩原はあっけらかんと「真田よお、逆に何で天満の名前に過剰反応するんだよ？」と聞き返す。

「ひょっとしてあれか？　ここんとこ大会で忙しくてあんまり会ってないとか？　で恋しくなっちゃったとか？」

　真田はぎくりとして足を止める。萩原の言葉の少なくとも前半部分は正しく、そして後半部分ももしかして正しいのではと息を呑んだ。

　萩原は大口を開けて笑い出し、真田の肩を叩く。

「図星のようだな、わかったわかった、今夜は早くあがれや、カレシのとこへ行きな。けど、腰が抜けるまでやっちゃだめだぞ、なにせ明日は区長への表敬訪問だからな」

「ほっといてください」

　真田は応じたが声に力は無かった。

　実のところ、仕事が終わったらクリニックに来るよう、天満に呼ばれていた。携帯に連絡があったのは今朝のこと。それ以来、「天満」の名を聞くだけで、心臓が跳ね上がるのを自覚している。理由は解らないが。

（それって会いたいってことだったのか？）

　萩原に言われて初めて気づいた。

　天満のことが好き、そしてセックスも気持ちいい。愛しているのだろうな、とはなんとなく思う。

（やっぱり愛なんだろうな……）

　でなければ男となんかセックスしない、と思う。この前怪我したときもそう思った。

（けど……）

　会いたくてたまらない、とか、恋しい、とかいった気持ちを男が男相手に感じるものなのだろうか、とも思う。真田の既成概念にそんな項目はなかったのだ。

（俺は……まだまだ迷っているんだ……）

　大川署へ戻る間、真田は一言もしゃべらずに考え込んでいた。








「ほら、ここが新しい骨だ。やはり若い子は骨新生が早いなあ。いつもじいさんばあさんの骨折ばかり見ているからねえ」

「はあ」

　真田は天満の説明を聞きながらぼーっとシャーカステンに張られたＸ線写真を眺めていた。

「真田くうん、もう少しまじめに聞きなさい、君の骨のことなんだよ」

　診察デスクについていた天満は呆れて真田を振り返った。

「そう言われても、俺にはそれが骨ということしか解らない。だからどうなんです」

「そりゃあそうだねえ、つまりこういうことだよ、君の折れた腓骨に巻いた鋼線。それがこれだ」

　天満の指先には、確かに白い線のようなものが映っている。

「老人だと、骨の新生が遅いし、そこが偽関節ぎかんせつっていって、ちゃんとくっつかないこともあるんだ。だから鋼線はそのままにしておいてもいいんだけれどね、君の場合は早く取り除かないと、骨の中に埋もれてしまうんだよ。つまり、鋼線を取り出しにくくなる」

「それってまた手術ですか」

　天満はシャーカステンの灯りを消すと「そうだ」と頷いた。

「大丈夫、局麻でできるよ。なるべく早いほうがいい、そのほうが全国大会には間に合う。署長もほっとするだろうよ」

　そこで天満はくすりと笑った。

「念願の都大会優勝だものねえ、それ以上のことを望んじゃうのも無理ないよねえ。今日も全署員に命じて祝勝会の招待状を配らせたんだろう？」

　さすが地域の情報通だ、と真田は丸椅子に座ったまま天満を見上げた。

「よく知ってますね。あ、警察医ですから当然先生のところにも招待状が届きましたか」

　いいや、と天満は首を横に振った。

「さっき大都商事の番頭さんが来たんだよ。うちにかかっているんだけどね。そのとき若い刑事さんが招待状を持って会社に来たって言ってたからね」

「え、先生のところに招待状は来てないんですか？」

　驚いて真田は尋ねる。天満は地元の名士にして最大のパトロンと言ってもいいのだ。

「いや、丸山くんから直接電話をもらったよ。もちろん出席させてもらうよ。可愛い真田くんの活躍で優勝したんだものねえ」

「可愛いはよけいです」

　真田はぶすっとして横を向いた。さきほど萩原から言われた言葉が気になって、どうも天満の前で構えてしまう。

　天満はくすくす笑いながらＸ線写真を仕舞う。そして診療ベッドを指すと「横になりなさい」と言った。

「え……」

「真田くうん、そんな怯えた顔をするんじゃない、診察だよ、診察」

　真田は顔を赤くすると、診察ベッドに横になる。すると「ズボンを降ろしなさい」と命じられる。

「変なこと、するんじゃないだろうな！」

「いやだなあ、そんなに信用がないかなあ」

　天満は顎に手をかけて真田を見下ろす。真田は仕方なくズボンのベルトをゆるめた。

「仰向けになって、足をのばしてごらん」

　真田は天井を見ながら天満の指が自分の下腿を探るのを感じていた。指は膝のあたりからだんだん下へと降りていく。真田はなにやら変な気分になってきた。慌てて「その」と口を開く。

「なんだい、真田くん」

「ええと……」

　何か話題にしなくてはと頭を巡らせ、先ほどの天満の言葉を思い出した。

「その、大都商事って、何を売っている会社なんです？」

「何でそんなことを知りたいのかね？」

「その、さっき行ったら、祝勝会に出てくれるって。他の会社は皆、渋い顔をしてたもので。儲かっているのかな、と」

　天満は指を動かすのを止め、真田の顔を窺った。

「あそこはねえ、いわゆる和装小物を扱っているんだよ」

「和装小物……足袋とか、紐とか、そういったものですか」

「そうだ、単価も小さいし儲かっているとは言い難いがね、他の問屋がバブルのころにいろいろな事業に手を染めて失敗し、倒産してしまったので、逆に残ったあそこに商売が集中してよかったようだよ。社員も代々あそこに勤めているような家族経営だしね」

　そういえばあの番頭も結構な年だった、と真田は思った。

「若社長に会ったのかね？」

　いいえ、と真田は首を振った。

「ベトナムへ出張中でした」

「ベトナム、かあ。やっぱり噂は本当なんだな」

「噂ってなんです」

　しかし天満は問いには答えず、顔を真田に近づける。

「そんなことより腹這いになりなさい、マッサージをしてあげよう」

　天満のマッサージは巧い。入院していたときも、リハビリのあとに必ず天満は真田の足をマッサージした。もちろんそのあと、セックスがもれなくついてきて……思い出して真田は赤くなる。それを見て天満は「あれえ、期待してるのかな？」と言った。

「期待、ってなんだよ」

「もちろんセックスのことに決まってるじゃないか」

「誰が！　もう帰る！」

　真田は叫ぶとがばと起きあがった。しかし両肩にはすでに天満の手がかかっている。

「な、なんだよ！」

「真田くん、あのねえ、昨日今日の仲じゃないんだ、もう少し僕を信じなさい。マッサージするだけだよ」

「あんたのことなんか信用できない」

　真田は上目遣いで天満を睨んだ。天満はぷっと吹き出す。

「いいから、腹這いになるんだ」

　軽々と押し倒され、仕方なく真田は腹這いになった。

「そうそう、悪いようにはしないよ、君い」

「その言い方が信用ならないんだよ」

　ぶつぶつ言いながらも真田は目を閉じる。再び天満の指が自分のふくらはぎを這うのを感じていた。天満は絶妙な指使いで筋肉をもみほぐしていく。

（ほんとに何でも出来るオールマイティなんだな……）

　あまりの気持ちよさにうとうとしていると、ふいに背中に重みが乗った。

「えっ」

　肩ごしに目をやると、当然の事ながら天満が乗っていた。しかもいつの間に白衣を脱いだのか、どころかシャツも脱いでいて、逞しい筋肉が見えた。

「なんだよっ、マッサージだけって言ったじゃないか！」

　跳ね返そうとしてもいつものように合気道の技で関節を捉えられていて、身動きは取れなかった。

「真田くん、君は本当に可愛いねえ。もう十日もしてないんだから、僕がこの機会を見逃すはずないだろう？　昨日今日の仲じゃないんだからさあ」

「だましたな！」

　天満はじたばたと暴れる真田から苦もなくブリーフをはぎ取る。そしてわざと「あれえ」と大声を出した。

「なあんだ、君も待ってたんじゃないか。こんなに大きくしてえ」

「恥ずかしいこと、言うなよっ」

　くすくす笑いながら天満は真田のモノを扱いた。

「恥ずかしいことじゃないだろう、これは恋人同士のピロウトークだよ」

　天満は真田の耳たぶをあま噛みし、同時に指を先端に這わせる。すでに湿っているそこからは促されて潤いが滴る。じゅくじゅくと卑猥ひわいな音が響いた。

「あっ、あっ、あっ……」

　真田はぶるりと身体を震わせる。すると指が根本を締め付けた。

「まだだめだよ、真田くうん。もう少しこらえなさい」

「で、でもっ」

　十日ぶりに触れられ、真田はもう限界だった。ぶるぶると瘧おこりのように身体が震える。

「て、てんまっ、もうっ、は、やくっ」

「出したいかい？」

　耳元で囁かれ、真田は必死で首を縦に振った。すると指の力が僅かに弱められる。狭い間隙に行き場を失っていた液体が押し寄せる。それでも隙間が狭すぎて、粘度の高い液体は容易に放出できない。真田は腹筋を思い切り収縮させた。

「くっ、く……ううんっ」

　大きく腹が波打ち、それとともに熱い液が迸る。最後の一滴が通過するまで腹に力を入れると、真田はぐったりと弛緩して天満の胸に抱きとられた。

「気持ちよかったかい、真田くん」

　息を切らしながら真田は天満を睨んだ。

「よ、よくないよっ、疲れたっ」

「じゃあもう終わりにするかい？」

　え？　と真田は天満の顔を窺う。

「あんたは……あんたはまだだろ」

「嬉しいことを言ってくれるね、じゃあ入れてもいいんだね」

　ちょっと待った、と真田は天満の胸を手で押しやった。

「いいとは言ってないよっ」

「じゃあ駄目なのかい？」

「そうじゃなくて……」

　自分の気持ちが巧く伝えられない。真田はもどかしげに首を振った。

「その……なんでいいとか訊くんだよ。普通、訊かないだろ、今さら」

　ふいに顎に指がかかり、真田はあおのかされた。

　黒い目がじっとこちらを見ている。

「そうだねえ、昨日今日の仲じゃないんだものねえ」

　優しいささやきとともに天満の顔が近づいてくる。

　真田は目を閉じて唇を待った。








　真田は天満の首にしがみつき、ゆらゆらと揺れていた。太くて硬いモノはいつもの場所に納まっている。挿入されてすぐは違和感を感じるのだが、馴れるとまるでずっと前からそこにあったような懐かしさを感じてしまうのはなぜだろう、と真田は思った。体内のモノは時々思い出したように動く。

　二人はあのあとすぐに診察室から寝室へと移動し、行為に入ったのだが、天満は急がずにゆっくりと真田を味わっていた。天満が動くと真田の内部がきゅっと吸い付く。それと同時に腰に絡んでいる足に力が入る。真田が焦れているのは解っていたが、天満はわざとそれを楽しんでいた。

「真田くん、早く会いたかったよ」と耳元で囁いた。

「ずうっと、ずうっと、入れたかったし、抱きしめてちゅうしたかったよ」

　真田は顔を赤くして天満を睨む。

「だからなんでそんなこと、言うんだって！」

「え？　君は違うのかい？　僕に早く会いたくなかった？」

　さきほど考えていたことが再び真田の頭に浮かぶ。「そんなの変だ」が口をついて出た。

「変？　なにが？」

　天満は真田の顔を自分の正面に向ける。

「どこが変なんだい？　恋人に早く会いたい、とか、早くえっちがしたいと思っては変かね？」

　巧く言えない、とまた真田は思った。

「その……だってあんたは男だし、俺も男だし、変だろ」

　おやあ、と天満は太い眉根を寄せる。

「君は男同士に偏見があるのかな？」

「そうじゃなくて……男がそう思うのは変だってことだ」

「つまり女々しい、かい？」

　真田は頷いた。

「それってもっと偏見じゃないかな？　恋心を募らせるのは女々しいなんて、今どきの女性が聞いたら怒ると思うけどなあ」

　天満は真田の肩を抱くと、腰を捻って横から入った。

「あっ……」

　この体位には弱く、真田はすぐに喘ぎ始める。

「真田くん、君の家は、というか、きっとお父さんとお兄さんが、男はかくあるべし、なんて言ってたんだろうねえ。まったくよくないねえ」

「どうでもいいだろ、そんなことっ」

　真田は必死で身体を捻ろうとしたが、深く打ち込まれた杭はぐいぐいと弱い部分を抉えぐる。

「あ、あうっ、そ、そこ……」

　天満はくすくす笑いながら真田を抱きしめた。

「よしよし、わかったよ、じゃあ、君が男ということにしようよ。で、僕が女々しくするから。これならいいだろう？」

「そういうことじゃ……」

　それ以上反論する余裕はなく、真田は天満の動きに全身をゆだねる。与えられる快楽を必死で受け止めた。体内の杭は複雑に動き、浅く、深く、円を描いたかと思うと、一点を集中的に突く。下腹がとろとろに溶けていく……。

「あっ、は、あ……っ」

　息が上がり、酸素不足で目の前が暗くなっていく。そして真っ暗になる直前……かあっと火花が飛び、全身が熱い炎に包まれる。

「あああああっ」

　意識が遠のく前に「愛しているよ」と囁かれたのは覚えていた。








　大川署四階の小会議室には、商工会会長や町内会会長を初め、区教育委員会の関係者も連なっている。

　さきほど剣道部部員と丸山署長は区長への表敬訪問を終え、その報告と祝勝会の打ち合わせを兼ねた軽食パーティが行われることになっていた。

「はいはい、こちらでよろしいですね」

　出入りの弁当屋がお茶のペットボトルと弁当の入った段ボールを運び込む。真田たちは委員や町内会の人々がついているテーブルへと配って歩く。

「いやいや、主賓に雑用をさせるわけには」

　町会長が立ち上がるのを福本巡査が押しとどめる。

「とんでもない、いつも差し入れありがとうございます」

　スポーツ担当の教育委員は、ペットボトルに口を付け、隣の商工会長に愚痴をこぼし始めた。

「区主催のマラソン大会なんですがね、やっぱり銀座の中央通りはコースに出来ないと言われましたよ。私も区長の表敬訪問に同席して直訴すればよかったなあ」

「銀座の商工会はねえ、めったなことでは許可しませんからねえ」

　商工会長はスポーツ委員に話を合わせた。

「東京マラソンのときは承諾しましたが。あの時も最初は反対したらしいですけどね。やっぱり都知事でないと駄目なんだろうなあ」

「まあ、東京マラソン開催を決めた都知事は大力だいりきを持ってなるというか、剛腹というか……」

　扉が開いて、商工副会長が入ってきた。がっしりとした体格、髪の毛は短く切り、Ｙシャツをまくり上げて日に焼けた肌を見せている。隣には大都商事の番頭が付き添い、手にはレジ袋を持っている。この男が大都商事の若社長なのだろうと真田は推測する。

（まだ若いな、四十代前半、ってとこか）

　伊藤はレジ袋から栄養ドリンクを出て皆に配り始めた。

「ご苦労様です、一本やってください」

「おお、ありがたい」

　ちょうど丸山署長が入ってきて、副会長の肩をぽんと叩いた。

「いい日焼けじゃないですか、タイでゴルフでも？」

「いいえ、ベトナムですよ」

「ベトナムかあ、あっちにもいいコースはありますかねえ、退職したらゴルフ三昧の生活をしたいなあ」

　喋りながらそのまま隣の空いていた椅子に座る。前の席の町会長に握手を求めた。

「都大会で優勝したら、横川町でパレードなんかどうかねえ」

「日曜の午後でしたら、可能だと思いますよ、ねえ町会長？」

「そうそう。大川中学もブラスバンドの都大会で金賞でしたからね、ちょうどいい」

　これは教育委員で、さすがの発言である。

「なでしこだって本当は銀座でパレードぐらいしてやるべきだったんだよ」と続ける。

「都知事はなんであそこでごり押ししなかったのかねえ」

「いや、銀座はねえ、なかなかうんと言わないからねえ」

「ジャイアンツの優勝パレードはやるじゃないですか」

「読売本社が銀座に移転してるからだよ」

「じゃあ、浅草から清洲橋通りって東京マラソンコースでやったらどうですかねえ」

「そうそう、そういえば、今回は町内会からも走る人が結構いてね」

　表敬訪問という晴れがましい舞台を終え、丸山署長は上機嫌だ。座は盛り上がり、話題は東京マラソンへと移る。

　真田たちは段ボールから自分たち用の弁当を取り出すのに忙しく、背中で話を聞いていて、その瞬間のことは誰もが見ていなかった。

　このことを真田はあとで悔やんだものだった。

　そして事件は起こった。




　がたんと音がして真田が振り向くと、丸山署長が床でのたうっていた。

「気持ちが悪い。吐きそうだ」

　顔は真っ青で冷や汗が額に浮き出ている。

「署長、大丈夫ですか」

　副署長が駆け寄った。そのあとを大都商事の番頭が負う。そして缶ジュースを署長に差し出した。

「すぐこれを！」

　しかし副所長はそれを振り払い、「医者を呼べ」と叫んだ。

「いや、救急車だ！」

「というか、天満先生のところへ運ぶんだ」

　これは福本巡査の発言だった。

「そのほうが早い、早く担架を！」

　真田もその通りと思った。








「心筋梗塞ではなさそうだ」

　心電図から吐き出される記録紙を見ながら天満は宣言する。とりあえず副署長は安堵の息を漏らした。

　丸山署長は担架の上で点滴を受けながら、まだうんうん唸っている。

「気持ちが悪い、目が回る、吐きそうだ」

　天満は「うるさいねえ」と署長を一瞥し、点滴の速度を速める。

「まあ、さっき採血したから、すぐ結果は出る。なにが原因かねえ」

「それはこっちが聞きたいですよ。病気の原因をつきとめるのは先生の役目でしょう」

　真田は天満を睨んだ。

「お、いつもの仕返しだねえ。ま、いい、とりあえず命に別状はなさそうだ、入院させて様子を見ることにしようか」

　真田以下、剣道部の部員たちは署長の身体を担架からストレッチャーへと移した。そして天満の指示に従って病室へと運ぶ。福本巡査は真田に小声で「飲み過ぎだよ、きっと」と囁いた。

「優勝以来、舞い上がってさんざん酒を呑んでいたからね」

　診察室へ真田たちが戻ると、天満が眉根を寄せて電子カルテを見ていた。モニターには数字が並んでいる。

「今、検査結果が出たところだ。署長の体にはどこも悪いところはないよ、ただ一つを除いて」

　口調は深刻で、真田ははっと背を伸ばす。

「副署長、採血した血液の残りを科捜研に回して、薬剤の分析をしてもらえないかなあ」

「なんですと？」

　副所長は目を剥く。

「薬物ですと？　毒ですか？」

「いや、糖尿病の薬を重点的に頼む」

　ということは、と真田はモニターを覗き込んだ。

「署長は糖尿病なんですか？」

　いいや、と天満はゆっくり首を振る。

「彼はここ数年、うちで人間ドックを受けている。γＧＴＰは若干高値だけど、糖尿病の気けは全くないよ。いたって健康、あの年齢にしては立派なものだ」

「ではなぜ……」

「だから科捜研なんだよ」

　天満はモニターの一カ所を指し示す。

「僕はルートを取る前に採血した。だからこの数値はツッカーが入る前の数値」

　は？　と首を傾げる副署長に、「すまんすまん」と天満は説明を始める。

「点滴に使う輸液にはもちろんグルコースが含まれているんだ。点滴するために留置針を挿入したので、ついでにそこから採血した。事件性があるとは思っていなかったが、それが正解だったかもな」

「事件性ですと？」

　副署長が大声を出した。

「ああ、署長は運び込まれたとき低血糖だったんだ。吐き気、冷や汗、頭痛、低血糖症状として矛盾はない。そして血糖値は二十八。点滴するのがもうちょっと遅かったらパーになっちゃったかもな。脳はグルコースを餌にしてるからねえ」

　天満の言葉の選び方はお気楽そのものだが、さすがに誰も笑い出さなかった。

「事件性とは？」

　真田が天満に皆を代表して尋ねる。

「だから言ったろう？　署長に糖尿病の持病はない。ストレスで低血糖になることもあるし、もちろん吐いたり下痢したりしてなることもあるが、どれも当てはまらないだろう？　それに弁当や飲み物を摂っている最中だったんだとしたら、そこから導かれる結論は一つ」

　天満の言葉でやっと皆、状況を理解した。

「つまり薬物の混入、ですか」

　真田の呟きに天満は首を縦に振った。

「インスリンを使った殺人事件の例はあるが、あれは注射だからねえ。いくら鈍感な丸山署長でも、針を刺されれば気づくと思うんだよねえ。だとしたら経口の血糖降下剤が一番考えられる。科捜研で調べてもらった方がいいよ。あと、現場に残された弁当とか、飲み物とか。あ、それは君たちの専門だよねえ、現場の保存、してあるかなあ？」

　天満の目は明らかに笑っていて、こちらへの嫌みだと真田は思ったが、今はそれどころではなかった。副署長は慌てて携帯を取り出す。

「あ、主任、すぐ小会議室へ行ってくれ！　現場の保存だ！　じゃなかった、いいからそこに誰も入れるな！」

　携帯を切ると、「君たち、すぐ行ってくれ」と喚いた。

「私は科捜研に連絡する。あ、それから」

　診療室から出かかった福本と真田たちを呼び止める。

「誰にもこのことは言うな！　署内でこんなことが起きたと知られたら、祝勝会どころじゃなくなる、いいな！」

　この期に及んで、と真田は思ったが、別の理由で副署長の言い分は納得できた。

（天満に指摘されるまで気がつかなかったなんて……）

　いくら医学的知識からの推理とはいえ、これでは警察のメンツが丸つぶれだ。真田は診療机についている天満を睨んだが、天満は顎を手で支え、にこにこしている。真田に向かって片目を瞑った。

（あいつ……）

　つきあっていなかったら、絶対殴っただろうと真田は思った。








　小会議室内で、真田と福本は唖然として立ちすくんでいた。

　三宅桃子巡査部長が「それがなにか？」と首を傾げる。

　数人の婦人警官たちも忙しく机を拭きながら、真田たちを振り返った。

「まあ、確かにいつも丸山署長はさっさと片づけろとうるさかったからなあ」

　福本はため息をついた。弁当の容器はきちんと洗われ、仕出し弁当屋に返されるばかりになっており、もちろん残飯も綺麗にポリバケツに移されている。真田たちは給湯室のゴミ置き場を確かめたが、ペットボトルもすべて中身は出されて潰され、「資源ゴミ」のポストに投入されていた。

「割り箸はもしかしたら、回収して指紋が調べられるかも知れません」

　真田は「資源ゴミ」の隣の「燃えるゴミ」と書かれたポストの前で言ってみた。しかし福本巡査部長は「やめておけ」と真田を止める。すでに給湯室の入り口にはモモコ巡査部長が怪訝な顔をしてこちらを窺っている。

「科捜研の結果を待とう。下手に大事にするのはまずい」

「その通りですが、せめて箸を……」

　いや、と福本は真田の脇腹を突いた。

「みんなの注意を惹かない方がいい。どこから漏れるかわからないぞ」

「しかし……」

　言い募る真田に福本は「そう言えば」と頭を抱えた。

「お前の性格を忘れてたよ、剛直な正義感に教条主義。大川署うちに飛ばされた理由もそうだったっけ」

「その言い方は酷いですよ、福本巡査部長」

　さすがに真田は顔をしかめた。

「いいか、お前がここに拾われたのは剣道大会のおかげ、もし丸山署長以下の面子を潰したらここから先はないんだぞ、わかってるな」

「脅迫ですか」

「馬鹿、親心おやごころだ」

　福本巡査部長には頭が上がらない真田である。しぶしぶ「わかりましたよ」と返事をする。

「とにかく科捜研の結果が出るまでは公にしない方がいい」との意見に従うことにした。








「なるほど、君は言うなれば特命係だねえ。かっこいい響きだなあ」

　相変わらずお軽い口調に真田は上に乗っている天満を睨んだ。

「まあ、仕方ないねえ、署長はまだ入院しているし、副署長に特別に捜査を命じられてはねえ」

「だからと言って、署長に恨みを持つ所轄署員を探れなんて、ありえないでしょう。確かに警察署長なんて過去までさかのぼれば誰か一人ぐらい恨みを持つ人はいるでしょうが、署員ですよ」

「まあねえ、丸山くんは人使いは荒いけど、恨みを買うようなタイプではなかったしねえ。というか、僕たちはなんでこんな色気のない話をしているのかねえ、セックスの最中だというのに」

「そっちが言い出したんじゃないか！」

　呆れて真田は天満の胸の下から這いだした。

「会議室でのことを話せとか、副署長はどう言ったとか」

「ううむ、確かに。だってこの事件はなんだか複雑のようでもあり、いたって簡単のようでもあり、一つ見落としても事件は解決できないんじゃないかと思うからだよ」

　天満は笑いながら真田の脇にごろりと仰向けなると、両手を頭の後ろで組んだ。

「大川署殺人事件かあ」

「殺人事件……って」

　慌てて真田は上体を起こし、天満の顔を覗き込む。

「本当にあんたは誰かが署長の命を狙ったと思ってるのか？」

「君い、事実だけを見ればそうだろう？　署長は低血糖の発作を起こした。そして血液からは即時型経口血糖降下薬が検出された。署長が服用するはずのないものだ」

　そう、天満の自宅に呼び出され、さきほど科捜研からもたらされた検査結果を真田は天満の口から聞いたのだ。

「副署長はまさか、署長の血液だなんて言えなかったからね。僕のクリニックで低血糖を起こした患者から採った、と説明したものだからね、篠原しのはら君が驚いて電話をかけてきたんだよ」

　科捜研の篠原研究員は天満の叔父であるＫ大医法医学教室で研究している。彼の判断で副署長に先駆けて天満に検査結果が知らされていたのだった。

「篠原くんには事件性はないといっておいたけど、早く解決しないと外部に漏れちゃうよ」

「それは脅迫ですか」

「いやだなあ、助言だよ。君は時々被害妄想になるねえ」

　天満は今度は腹這いになると、枕を抱きしめてじっと真田を見た。

「さあて、ワトスン君。君が見聞きしたことを教えてもらおうかなあ。まず、現場でのことだ。誰がどこに座っていて、そして遅れてきたのは誰か。弁当を運んだのは誰か」

「そんなこと、覚えてません」

　あれえ、と天満は大げさに肩をすくめる。

「君たち、取り調べの時には容疑者に覚えてないはずないだろう、とか言うんじゃないのかい？」

「だって、まさかあの時にこんなことになると思ってませんでしたから。いちいちちゃんと見てませんよ」

「ううむ、警察の事情聴取に対して一般市民はきっと同じことを言うんだろうなあ。警官の君でさえ、覚えてないのだからねえ。それなのに、警察ときたら権力を振りかざして……」

　真田は「あんた、警察医だろう！」と怒鳴ってしまった。

「すまんすまん、僕は反社会的だからねえ。さらに反権力でもあるのだよ」

　なんでこんな奴を好きになったのだろう、と真田は一瞬思った。

「とりあえず、覚えてることだけでいいよ。たとえば、丸山署長は最初から座ってたのかい？　つまり、署長の席は決まっていた？」

　大きく深呼吸すると、気持ちを静め、思い出そうと勤める。

「いえ、最後に入ってきました。そして空いている席に座ったのだと思います」

「では、署長がそこに座ることは前もって知っていた人はいない？　それとも、空いていた席に座ることは予想できたかな？　空いていた席はそこだけだった、とか？」

　次第に霧が晴れるように、当時の情景が頭の中に浮かんでくる。天満の質問の仕方は的確だ、と真田は感じた。

（そう。長い会議用の机、席は別にどこに座ってもよかった。ただ署長が入ってきたとき、誰かが喋っていて、その隣に署長は座ったんだ、話しかけながら）

（そう、ベトナムの話をしていた……）

　ベトナム。この数日、何度も聞いたような気がする。真田は首を傾げながら答えた。

「いえ、たまたまです。誰も予想は出来なかったと思います」

　天満は目を輝かせながら枕に顎を乗せる。

「では、前もって何か入った食べ物なり弁当なりを置くことは出来なかったと言うことになるねえ。それに弁当を配ったのは君たちだっけ？　まさか君たちが毒を盛るわけもないしなあ。順繰りに手渡しして置いたと言っていたが、最後に机に置いたのは誰だい？」

「福本巡査部長です」

「福本君なら一番あり得ないし、となると弁当の線はないねえ。じゃあ、飲み物だ。飲み物の容器は回収したのかい？」

　いいえ、と真田は首を振った。

「ペットボトルは資源ゴミボックスにまとめて捨てられてました。回収しようと思ったのですが、福本巡査部長が大げさにしてはまずいと」

「まあねえ、署内で何か起こったとばれるのは確かにまずいよねえ」

　ふと、何かが頭の隅をかすめて、真田はベッドに座り直した。

「どうしたんだい、真田君」

「いえ……」

　飲み物の容器、と天満は言った。

（ペットボトル、ではなく）

　自分はあそこにいた人間だからこそ、ペットボトルの容器を探した。だがあそこにいなかった人間なら、何を探すだろう。

（飲み物はペットボトルに限らないじゃないか！）

　真田は目を見開いた。と、同時に腕をぐいと引っ張られ、天満の胸に倒れ込んでしまう。

「真田君、気がついたかい？」

「え、なに……」

　くすくす笑いながら、天満は真田を組み敷く。

「ホームズごっこは明日にしよう。それよりセックスの続きだ」

「ちょっと待った！」

　じたばた暴れても相変わらず天満には勝てない。あっと言う間に太いモノが後ろに潜り込んでくる。

「待てってばっ、あっ、ま、まって……」

「何を待つのかな、真田くん？」

　囁きと共に杭の抜挿ばっそうが開始される。抜かれ、穿うがたれ、引き出され、捻じ込まれ……。すぐに後ろはとろとろに融けていく。

「ああっ、い、いい、い、いく……っ」

　痙攣する身体を抱きしめられる。優しい手が背中をさする。熱い口づけが与えられる。

（てんま……）

　しゃくに触るが、こいつが好きだ、と真田は思った。








　真田は給湯室のゴミ箱の蓋を開けると、逆さにして全部中身を出した。

　まだ昨日のゴミは回収されていない。真田が開けたのは「燃えないゴミ」の箱だった。

（ない）

　それでも金属製の蓋は幾つか確認できた。

　次に真田は交通課へと急ぐ。ちょうどモモコ巡査部長は出勤してきたところだった。

「三宅さん、聞きたいことがあるんですが」

「なあに？」

「その、昨日の栄養ドリンクの瓶はどこに捨てたんですか？」

　ああ、あれ、とモモコ巡査部長はちょこっと首を傾げる。

「あれはねえ、ほら、番頭さんが全部コンビニ袋に入れて持って帰ったわ。資源ゴミの回収ですって」

「伊藤さんですね」

（やっぱり）

　これで確実になった、と真田は二階の刑事部屋を目指した。まずは任意での事情聴取。組んでいる萩原と同行するのが筋だ。

　刑事部屋では萩原がソファで仮眠を取っているところだった。

「ショーさん、ちょっと話があります」

　すると萩原はごろんと身体を捻り、真田に背を向けた。

「ショーさん！」

「当直明けでの勤務なんだ、昼までここを動かないからな」

　いったんそう決めたからには梃子てこでも動かすことは出来ないと承知していた。真田は諦めて自分の机に戻った。

（仕方ない、とりあえず会社へ顔を出そう）

「ちょっと行ってきます」と萩原の背中に声をかけると、真田は大都商事を目指して大川署を出る。

　八時を少し回ったばかりで、通勤のサラリーマンがメトロの出口から流れ出てくる。

　大都商事もまだ開店していなかったが、中年女性が店の前を竹箒で掃いていた。

「すみません、大川署のものですが」

　真田はすぐに店の中へ通された。すでに社員たちは忙しそうにＰＣに向かっており、若社長もそこにいた。

　しかし真田の目当ての人物はいない。

「すみませんが、伊藤さんは出社されていますか？」

　すると応接セットの卓を拭いていた禿頭の男性が「伊藤さんはちょっと席を外してますよ」と答えた。

「どこにいらしたんですか」

　返ってきた答えは衝撃的だった。

「さっき、天満先生から電話があってね、飛んできましたよ」

（天満だって！）

　いくらなんでも天満が推理して伊藤に目を付けたことはありえない、と真田は思った。

（いや、あいつは人の心を読む天才にして情報通……俺以外からなにか情報を得たのかも知れない……）

　にしても、と真田は怒りを感じた。

（たとえ偶然にしても、なんで今なんだ！　俺の邪魔をするなんて！）

　一瞬、天満クリニックを訪ねようかとも思ったが、怒りの心を静め、伊藤が帰ってくるのを待つことにした。「ここで待たせていただきます」と宣言し、入り口のそばに立つ。

　社員が忙しく働く様子を見ながら考え込んだ。

（薬剤が栄養ドリンクの中に入っていたことは間違いない……にしても、動機はなんだ？　和装小物屋の番頭が署長に恨みを持つって、ありか？）

　しばらくすると、電話が鳴った。

　社員が受話器を取り上げ、数語、喋ると、「社長」と呼んだ。

「社長、天満先生からです」

　野里社長はなんの疑問も持たずに受話器を受け取ったが、そばで聞いていた真田は目を剥いた。

（どういうことだよ！　伊藤に続いて社長を呼び出すなんて！）

　天満となにやらやり取りすると、野里は「ちょっと出かけてくる」と社員に告げる。

「どちらへ？」

「先生が呼んでいるんだ、重要なことだって。電話では話せないそうだから、ちょっと顔を出してくるよ」

　禿頭の社員は心配そうな顔になった。

「社長、きっと健診の結果が悪かったんですよ。こないだだって気分が悪いと倒れたじゃないですか」

「あれは前の日にゴルフで張り切りすぎたせいだよ」

「いえ、伊藤さんに聞きましたよ。ラウンド中も気分が悪くて、途中で上がったそうじゃないですか」

「まあ、とにかく行って来るよ」

　野里が傍を通り過ぎるとき、真田は「俺も行きます」と後に付く。

（天満の奴は何か企んでいる……一緒に行って話を聞くしかない）

　断られたら、任意で事情を聞くと言えばいいのだ。

（だいたい、伊藤に動機はない。となると、伊藤の上司であるこいつが関係しているのかも知れない）

　署長のゴルフ仲間と聞いた。しかしそれで署長を殺したくなるんだろうか？

（まさか、賭ゴルフ……）

　真田はジャケットの内ポケットに手を入れ、警察手帳に触れながら身構えた。

「え？　まあ、どうぞ」

　一瞬怪訝な顔をしたものの、野里は「どうぞ」と言うと、大股に歩いて外へと出た。真田は拍子抜けしたが、すぐにその後を追った。








　診察室では天満の前に番頭の伊藤が丸椅子に座っていた。

　二人が入っていくと、天満はカルテから目を上げ、驚いた顔を見せる。

「あれえ、真田くんも来ちゃったのかあ。萩原君に足止めしろって頼んだのになあ」

「っ、ショーさんになにを言ったんですっ、て言うか、それであいつ、昼まで寝てるとか言ったのか！」

　こちらに背を向けて寝転がった萩原が目に浮かび、真田は気色ばんで天満に詰め寄る。

「天満先生、俺の邪魔をするつもりだったんですね」

　昨夜の会話が頭に浮かび、真田は怒りに頬を染めた。

（俺から解決のヒントを聞き出したんだ！　それで俺の邪魔を……）

　天満は肩をすくめると、「そんなに怒らないんだよ、君い」と診療ベッドを指した。

「まあ、座りたまえ、そこでおとなしく話を聞くならいてもいいけど、大声を出すなら出ていってもらうよ。僕は若社長と伊藤君と話をするんだから」

　この野郎、と真田は拳を握ったが、どうにもならず、仕方なく一歩退いた。

　天満は涼しい顔で伊藤を振り返り、「さあ、社長が来たよ。社長の前でなら話すと言ったんだ、話してもらおうかなあ」と言う。

「なんの話をさせるんだ！」

　真田が思わず口を挟むと、天満は「しっ」と人差し指を立てる。

「伊藤君、彼は刑事だが、とても情に厚く、僕の信頼する人だから大丈夫だ。とにかく自分のしたことをきちんと話しなさい。もちろん署長を傷つけようと思ってやったことじゃないくらい、わかっているから安心しなさい」

　すると野里社長が「どういうことです」と声を荒らげた。

「なんの話かわっぱりわからない。署長が倒れたことと関係あるんですか」

「頼久くん、いい子だから黙ってなさい。君は高校の時にインフルエンザにかかって、僕は君の家に点滴に行ってやったよねえ。明日は受験だから、明日までに治してくれって泣いて頼んだのは君だったよねえ。僕はまだ医者に成り立てで……」

「関係ないでしょう、そんなこと」

「関係あるよ、その時だって、伊藤君が夜中に僕のところに車で迎えに来たんだ。だってその時、大雪だったんだものねえ。つまり伊藤君は君の家族も同然だ。その彼が君の前で話したいといているんだ、黙って聞きなさい」

　天満の口調は重々しく、野里は伊藤のほうをちらりと窺うと「わかった」と呟いた。

　伊藤は野里から目を離すと、震え声で話し出す。

「その、言ったとおり、確かに栄養ドリンクに即時型血糖降下剤を入れました」

「僕のところからもらっている奴だろう？」

「はい、いつも自分で飲んでいるものです」

　真田はその言葉を聞くなり、後ろ手で手錠を取り出した。

「ちょっと待ちなさい、真田くん、最後まで話を聞くんだよ」

　天満の制止を聞かずに真田は前に出て「これから話すことは皆、証拠として採用される」と喚いた。

「いいから静かにするんだよ。それにここは診療室。ここで話されたことを他で漏らすのは守秘義務違反だ。さらに君が同席することだって、本当は個人情報保護法の観点から言って、いけないことなんだよ。伊藤君、続けるんだ。気になるようだったら、真田くんにここから出てもらうから」

　真田は天満を睨み付け、「公務執行妨害ですよ」と言った。

「いいかね、たとえば、僕が『伊藤君は会社の業績のことで悩んでいた、だから正常の判断力を欠いている。発言にいっさい証拠能力はない』と証言しちゃったらどうするんだい？」

「あんたは俺の邪魔をする気なのか！」

　信じられない、と真田は天満を睨んだ。

（こんな奴を好きだと思ったなんて……）

　昨日だって、こいつの前でいろんなことを喋ってしまった……それはみんな自分の邪魔をするためだったのだ。

（天満……許さない）

　睨んで人が殺せるものなら、とっくに真田は天満を殺していたに違いない。しかし真田の目つきを無視して天満はにっこり笑う。

「邪魔をしているのは君のほうなんだよ、伊藤君、さ、続けなさい」

　伊藤はぎゅっと目を瞑ると話し出した。

「署長が倒れたのは私が用意した栄養ドリンクのせいです。ただ、けっして署長を殺そうなんて思っていたわけではないのです」

　天満は目の前の伊藤の膝を軽く叩く。

「解っているって。経口血糖降下剤なんかでは、確実に殺せないものねえ。僕だったらインスリンを使うなあ。僕はねえ、二時間サスペンスなんか見るといつも思うんだよ。階段から突き落とすって不確実な殺害方法を、何で脚本家は多用するのかなあって。死ななかったらばれちゃうじゃないか。あれでリアリティが無くなるんだよねえ」

「先生、話を続けさせてください」

　伊藤の困った声に天満は「悪い悪い」と頭を掻く。

「その、ですから、私は慌てて持っていた缶ジュースを渡そうとしました。天満先生にも、万一低血糖が起こったらジュースを飲むか砂糖を舐めるようにと言われていましたし」

　真田は伊藤が缶ジュースを渡そうとしたのを思い出した。

（副署長がそれをはねのけて、救急車を呼ぶようにと言ったんだ……）

　あの時缶ジュースを飲んでいれば、低血糖は改善されて入院するまでには至らなかったのかも知れなかった。

「なるほどねえ」と天満は合いの手を入れる。

「そこまでは解ったよ。署長を狙ったものではないということもね。でも、だったら君は誰に血糖降下剤入りのドリンクを飲んでもらいたかったのだろうねえ」

　のんびりした声が響き、真田は隣に立っていた野里がびくりと身体を震わせたのを感じた。

「そうか、そういうことか、あの時、署長は私の隣に座って、私の前に置いてあったドリンク剤を飲んだんだ。私だったのか、お前が狙っていたのは……」

　伊藤は両手で顔を覆い、泣き出した。

「私を殺すつもりだったんだな！」

　野里は大声を上げると、伊藤の肩につかみかかった。しかし、一瞬早く天満が割って入る。

「落ち着きなさい、若社長。僕は言ったろう？　殺すつもりが無いことは、その手段で解るって。せいぜい低血糖を起こして気持ちが悪くなるだけなんだから。しかもそれに備えて、伊藤くんは缶ジュースを手渡そうとしていたんだよねえ？」

　伊藤は肩を震わせながら「はい」と頷く。

　すると野里は再び「そういうことか！」と叫んだ。

「このところ、俺が体調不良を訴えるときにはいつもお前がいた。しかもその前に必ず、何か飲む機会があった……」

　天満は「その通り」と頷く。

「若社長が健診を申し込んだとき、問診をとっていて僕はおかしいと思っていたんだよ。気分が悪くなったときの症状が妙に低血糖の時に似ているってねえ」

　でも、と天満は野里を見た。

「社長はいつも、そのあとには伊藤くんから飲み物をもらっていたんだろう？　それで丸山くんみたいな深刻な低血糖にはならなかった。つまり伊藤くんにはあなたを真に傷つける意図はなかったんだ。だね、君い？」

　伊藤はまた頷いた。

　そこまで聞くと、真田は一歩前に出る。「それだけでも十分に傷害罪が適応される」と伊藤を睨んだ。すると天満が大きな掌を真田に向けた。

「ちょっと待ちなさい、真田くん、これだけでは起訴は出来ないよ。証拠はないしね。それに動機が不明だ。さて、ここで推理小説なら動機の解明が来るんだけどねえ。僕の推理を話そうか？　それとも自分できちんと言うかい？」

「自分で言います」

　伊藤はか細い声を出す。

「若社長に病気だと思ってもらいたかったんです。そうすれば……海外への投資事業を止めるかと思って……」

「なんだって？」

　野里は怪訝な顔になった。

「ベトナムの工場のことか？　なぜだ？　これからは人件費の安い海外での生産品を仕入れるしか、俺たちのような問屋の生き残りはないんだと言ったろうが」

　すると伊藤は涙に濡れた顔を上げた。

「そんなことでは長いつき合いの生産者に顔向けが出来ません。彼らだって生き残りをかけているんです」

（あの電話のことか……）

　初めて訪問したときのことを真田は思いだした。電話の会話、黒鞄を抱えていた男。

（うちはもうやっていけないと言って……）

　男が伊藤の手を取って涙ながらに頭を下げていた姿がよみがえる。ふいに怒りがこみ上げてきた。目の前の天満に対するものとは全く別の所から。
　真田はきつい目で野里の顔を見る。

「経済のことはあんまりよく解らないが、番頭の気持ちは分かる。あんたは社員だけじゃなくて、取引先の面倒を見る義務がある。それが社長ってもんだろう」

「は？」

　いきなり言われて、野里は目を丸くする。

　真田は実家のことを考えていた。損得でものを考える兄……会社の利益を優先する父……。

（俺は反発して……近くの交番のお巡りさんに憧れたんだっけ）

　薬物を盛るなんてのは許し難いが、番頭がせっぱ詰まって実行したのだということは理解できた。

「あんた、金が一番なんて思っていると、嫌われるぞ」

「はあ？　なんで君にそんなことを言われなきゃならないんだ」

　野里は怒りの矛先を真田に向けた。

「まあまあ、まだ伊藤くんの話は済んでいないんだ、二人とも」

　天満は苦笑いしながらまた割って入った。

「頼久くん、ごめんね、この子は正義感が強く、しかも純情な子なんだ。それに弱いものへの思いやりがあってね。だから君にくってかかったりしたんだ。許してやってくれよ」

「天満先生、それって俺は違うってことですか」

　野里は渋い顔になった。そして大きくため息をつく。

「天満先生、俺もよく解らなくなってきました。俺はよかれと思ってやってきたことです。でも伊藤がこんなことをしてまで、反対しようとは……俺は店をつぶしたくないだけなのに」

　すると伊藤が鼻をすすりながら言う。

「若旦那も一人で悩まないで、私らに相談して欲しいんです。私らだって、なんとかしたいと思ってます」

「まあねえ、大都の社員は皆家族みたいなもんだからねえ」

　天満は立ち上がると野里の肩を叩いた。

「さ、一件落着だ。帰って会社のみんなで相談するといいよ」

「ちょっと待った！」

　真田は慌てて天満の腕を掴んだ。

「署長の一件はどうするんだ！」

「ああ、あれはねえ、署長が間違えて伊藤くんの栄養剤を飲んじゃったんだよねえ。伊藤くんは食事の前に僕からもらった薬を栄養ドリンクに溶かして飲んでいるからね。僕がそうするように言ったんだものねえ」

　天満はしらっと答え、伊藤の肩を叩いた。

「僕から丸山くんにちゃんと言っておくよ。僕があの場にいたら、すぐ署長が間違えてドリンクを飲んだことを説明していたのにねって」

　真田の腕を逆にしっかりと掴むと、野里と伊藤を診察室の入り口へと押しやる。

「さ、帰った帰った」

「天満っ」

　相変わらず合気道十段の腕にはかなわず、真田は一歩も動けない。

「俺の任務を邪魔するつもりなんだな！」

「邪魔なんてしてないよ、署長の低血糖は単なる事故、それでいいじゃないか」

「よくないっ」

「うーむ、頑固だねえ、というか、頑迷がんめい、かなあ」

　睨み合っているところへ、ばたんと扉が開いて西山が顔を出した。

「おはようございます、先生。あらあ、刑事さんも、朝からご苦労さまあ」

　天満はぱっと手を離す。真田は天満から離れると、大きく息を吐いた。

「天満、俺は許さない。もう二度とここへは来ない」

　怒りで体が震えるのを真田は感じていた。

（許さない……ショーさんを使って、俺の邪魔をしようとしたこと……犯罪をもみ消したこと）

　理由がどうあれ、署長は命を落とすかも知れなかったのだ。真田は怒りの目を天満に向けた。

「どうされたんですの、喧嘩ですか？」

　心配そうな西山の声に、天満は笑って「違うよ」と応じる。

「ちょっとした意見の食い違いだ。西山さん、白衣に着替えてきなさい」

　真田はその声を聞きながら天満に背中を向ける。「失礼します」と診察室の扉へと向かった。

　これ以上、天満の傍にいたくない。自分を引き留める言葉はなく、真田はそのままクリニックを後にした。

　外へ出ると、苦いものが胸にこみ上げてきた。

（後悔なんかじゃない……）

　衝動的に別れを告げたことを後悔はしていない。ただ、なぜこんなことになってしまったのだろう、と真田は思った。

（俺は悪くない……）

　あの伊藤という番頭が悪かったのだろうか？

（いや、そんなことはない）

　それではベトナム進出を決めた社長が悪いのか？

（それも違う）

　誰も悪くなかったのだとしたら……。

（天満の奴が正しいっていうのか？　いや、それは違う）

　真田はぶんと首を振ると歩き続けた。

（許せない）

　天満は刑事としての自分の本分を貶めるようなことをしたのだ。

　たとえ恋人同士だとしても、それだけは絶対に許せない。

（もう二度と会わない……）

　真田は空を見上げる。

　空は青く澄み渡って、ビルとビルの隙間に白い半月が見えた。強くなっていく日差しの中でそれはうっすらと消えようとしている。そう、まるで天満との関係のように……。









　伊藤から連絡があったのは五日後のことで、それも萩原を通じてのことだった。

　銀座で起きた宝石窃盗事件の聞き込みの最中で、二人は横川町の問屋街を歩いていた。

　萩原は「こないだのことだが」と真田に話しかける。

　萩原に対してもまだ怒りを感じていたので、真田はあさっての方を向いて「なんのことです」と言った。

「大都商事の伊藤さんがお前に伝えてくれって。ベトナム工場はやめになったんだそうだ。その代わり、サイトを立ち上げて、中国やベトナムに日本の和装小物を売ることにしたってさ」

　萩原は大声で続けた。

「少子化する日本国内だけじゃなく、世界に売らなくてどうするよ、ってこれは天満先生の持論なんだけどね。なあ、真田、良かったんじゃないか？」

「それが？　俺にはまったく関係ありません」

　萩原は大きくため息をついた。

「あのなあ、真田、天満先生を許してやれって。よかれと思ってしたことなんだから。犯罪の構成要因って言葉、知ってるか？」

　真田は萩原を見ると「知ってます」と素っ気なく答える。

「だったら、あれが犯罪に値しないって思わないか？」

「思いません」

　萩原は再びため息をついた。

「じゃあ、伊藤を逮捕したいのか？」

「今は思いませんが、すべきだったと思います」

「お前の頑固さには負ける」

「ほっといてください、もうこの話は終わりです。すべて終わったことなんですから」

　真田は萩原を睨む。しかし萩原はめげずに「終わったんだったら、天満先生のやったこともちゃらにしたらどうだい？」と言った。

「それはできません」

「なんでだよ？　今はもう伊藤を逮捕したくないんだろ？　じゃあ、天満先生のやったことは悪くなかったじゃないか。いわば大岡裁きってやつでさあ」

「そういう問題ではありません」

　萩原は眉根を寄せて真田の顔をのぞき込む。

「じゃあ、何が悪いんだ？」

　真田は考える。

（あいつのやったことが許せないんだろうか……）

　天満クリニックを出たときには頭に血が上り、すべてが許せないと感じていた。だまされた、とも。自分を否定された、とも。だが時間が経つに連れて、考えは変わってきている。

（あいつはあいつなりに考えたんだと思う……伊藤が若社長を止めたいと思ったように……なんとかしたかったんだろうな……）

　ただ、自分になにも言わずに伊藤を呼びだし、さらに野里も呼び出し……。自分のいないところで話をまとめようとしたことを考えると、出し抜かれたとしか思えなかった。

　要するに、無視されたのだ。

（俺はあいつの何なんだろう）

　恋人同士、などと言っていながら……。

（あいつの方だ、俺を信じてないのは）

　真田は萩原にきっぱりと「あいつが俺を信じてないからです」と言った。

「なんで俺に前もって言わなかったんですか？　どころか、ショーさんにまで小芝居をさせて。ショーさんより俺のほうが話が通じないと思ったってことですか」

　すると萩原は「なあんだ」と笑顔になった。

「それって単なる痴話げんかじゃないか、心配して損したわ」

「痴話げんか？　そんなんじゃありません」

　真田はむきになって言い返す。

「お前さあ、そういうのは痴話げんかっていうのよ、恋人と喧嘩したこと、ないのかよ？」

（恋人と喧嘩……）

　言われて初めて気づく。だいたい恋人関係になったことなど今までにあまりない。男性とは初めてだし、女性となったことはあるが、おおむね、自然解消の転帰をとった。その理由の大半は忙しくて会えないからということだったが……。

（あなたのことが解らないと言われたこともあった……）

　真面目で堅物な真田は恋人と意見の食い違いを見たこともない、ただひたすらすれ違っただけ……。要するに、喧嘩にもならなかったのだ。

「あのなあ、恋ってのはそういうもんよ、最初は甘々、で、ちょっと経つとお互いに気になるところが出てきて小競り合いなり諍いさかいいなり、で、『悪かったよ、ダーリン』『あら、あたしこそ、許してね』なんちゃって仲直りするもんなんだよ、真田。で、愛を熱烈に確かめ合っちゃったりなんかしてさあ」

　妙にくねくねとしながら言う萩原を真田は怖いものを見るような目で見る。

「ショーさん、気持ち悪いです」

「何を言う、真田。お前に教えてやってんだぞ」

　萩原は真田の肩をばしっと叩いた。

「お前なあ、男の方から謝っとけば、だいたい巧くいくもんなんだよ」

「ショーさん、向こうも男です」

「あっ、そうか。ま、とにかく謝るが勝ちさ」

　真田は首を横に振る。

「俺は悪くありません。悪くないのに謝れません」

「だからあ、どっちが悪いとかそういう事じゃないんだよ、男は折れてなんぼだ、それが男の度量だぞ」

　萩原は真剣な顔になった。

「いいか、謝れ。譲ることを覚えろ。お前、今までしたことないだろ？　例え悪くなくても相手をたてる、なんてさあ」

　その通りだ、と真田は思った。

（俺は今まで、そんなこと考えたこともなかった……）

　まっすぐに突き進むことしか。







　その晩、寮の部屋に帰ると、真田は考え続けた。

（悪くなければ謝らなくてもいいのか、それとも……）

　天満のやったことは悪いとは言えない。そう、伊藤が悪くなく、野里も悪くないのなら。

（だったら俺が謝ったほうがいいのか……俺は悪くないのに）

　悪くないのに謝るのはいやだった。

　だがそれが男の度量だ、と萩原は言った……。

「お前なあ、じゃあこう考えてみろ。貸しを作るって。いつかそれは返ってくるもんなんだ」

　そうも言われた。しかしすぐ「貸し借りなんてもっといやです」と応じると、萩原はこう言った。

「だったらそれこそが男らしいんじゃないか？　見返りを求めずに相手の過ちを許し、さらに自分がその責めを負う、ってさ」

（見返り……）

　天満はいつも見返りを求めない。テラポートの事件の時にもそう思った。

（正志兄と違うって……）

　見返りを求めないのは自分を愛しているから。

　自分だって天満を愛している……。

（よし、謝ってやろうじゃないか！　男らしく！）

　決心したその時のこと。

　とんとん、と部屋がノックされ、同僚の声が聞こえた。

「真田くん、お客さんだよ」

「え？」

　起きあがって戸口へ行く。扉が開いて、大柄な身体が入ってきた。

「てんま……」

「中に入れてくれないかね」

　もう入ってるじゃないか、と言い返す前に天満は四畳半の真ん中へ行くと、正座した。そして額を畳にすりつけんばかりに頭を下げた。

「すまなかった、真田くん、謝るよ」

「ちょっと待った」

　慌てて真田は膝を付く。しかし天満は頭を下げたまま続ける。

「君に何の断りもなく、当事者を呼びだしてかたをつけようとしたこと、確かに刑事としての君の本分を侵害したと怒っても仕方ないことだ」

「ちょっと待ったって言ってるだろ！」

「君の正義感を否定するなんて、あるまじきことをしたと反省している」

「だからちょっと待った！」

　真田は怒鳴ると、天満の肩に手をかけて揺さぶった。

「待てよ、なんで謝るんだよ！　謝るなよ！」

　天満は驚いて顔を上げる。

「謝っちゃいけないのかい？」

　いつもの強引さに真田は怒りがこみ上げてくる。

（こいつはいつでも先を読んで俺を置いてきぼりにするんだ。俺がいろいろ悩んでいたっていうのに）

　真田は天満の顔を睨みつける。

「ああ、俺が謝るんだからな！　あんたは謝るな！」

「いや、真田くんに悪いところなんかない。悪いのは僕だよ」

　天満は背筋を伸ばすと、またきちんと正座する。真田もその前に正座した。

「いいから、俺が謝るんだ！　こんな時は男の方から謝るもんなんだ」

「そのう、僕たちは両方男なんだが……」

　あんた、と真田はまた天満を睨んだ。

「言ったじゃないか、自分で。俺が男ってことにするって」

「そういえばそんなこと、言ったかなあ」

　天満は首を傾げる。

「あんたはいっつもそうだ！　いい加減で、軽くて、ふざけてて！」

　真田はますます怒りがこみ上げる。

「俺はいつも真剣に悩むのにっ」

「そうなんだよねえ、僕はいつもこれで好きな人に愛想を尽かされてしまうんだ……僕としては真面目に振る舞っているつもりなのだけれど」

　天満は顔を伏せ、暗い声になった。

「真田くん、前にも言ったとおり、僕は自分が傷つくのが怖くて、そんなことどうってことないって振りをしてしまうんだ。おちゃらけているときこそ、不安になっているんだと思って欲しい」

「それがあんたの欠点なのか」

　天満はため息をつく。

「というか、弱点だよ。僕が悪いことをしたら、この弱点を突いてくれ」

　そして真面目な顔で真田の目をのぞき込んだ。

「真田くん、頼むから別れるなんて言わないでくれ」

「もういいよ、そのことは。俺が謝ったんだから」

「じゃあ、仲直りだ」

　いきなり押し倒され、真田は目を剥いた。

「どういうことだよ！」

「え？　恋人同士ならこれから仲直りのえっちだろう？」

　ふざけるな、と天満を押し戻そうとするが、やはり抵抗できなかった。

「ここではだめだっ」

　しかしもう天満の指はあそこへと忍び込み、先端を弄っている。

　耳たぶを甘噛みされ、背筋がぞくりとした。

「大丈夫、声を出さないようにすればいいから」

「そんなのっ」

「そうか、君の声は大きいし、つい出ちゃうよねえ」

　天満は分厚い掌で真田の口を塞ぐ。

「じゃあ、こうすればいい、ね？」

（もう、こいつは……）

　それでも怒りは沸いてこない。温かな身体を受け止める。

（しゃくにさわるけど……好きなんだ……強引なところも、いい加減でお茶らけた、不真面目なところも）

　萩原の言ったとおりだ、と思った。

（初めは気が付かなくても、だんだん付き合っていくと意見の違いが見えてくる。それを含めてやっぱり好きだ……）

「好きだよ、真田くん」と囁かれ、真田は天満の首に腕を回した。

（俺も……）

　でもやっぱり言わないでおこう。たぶんこれが自分の弱点だから、と真田は思った。




ＥＮＤ　　　








月夜に惑うこの恋は











著者　　檜ひ原はらまり子こ

表紙イラスト　桜さくら　遼りょう







2013年4月　発行

[image: ]
発行　enjugroup

http://www.geocities.co.jp/enjugroup




販売　メディアチューンズ株式会社

〒353-0002　埼玉県志木市中宗岡5-24-27

http://mediatunes.jp/

ISBN　978-4-905128-71-7





©2006 Mariko Hihara





[image: ]
協賛　株式会社フューズネットワーク

http://fusee.jp/










●この物語はフィクションです。実在の人物・団体・事件には一切関係ありません



●本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべてメディアチューンズ株式会社および正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含みます）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





  



[image: ]


電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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